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【prologue】





　うまくいっていた、と思う。



　ゆかりは転校をやめた。

　鉄てつ平ぺいは本当にいいのかと何度も確認したのだが、当の本人は今さらという顔をして取り合わなかった。

『追いついて――背負って、くれるんだよね？』

『私も鉄平くんを背負っていいんだよね？』

　燃え上がる愛。答えは行動で示す。

　愛は勝つ。

　鉄平はがむしゃらに勉強して成績もめきめきと上昇し、たった二ヶ月で有名私立大学にも合格率百パーセントという数字を叩たたき出すまでになる。愛は勝つのだ――

　――とは、当然ならなかった。

「きっと俺おれはもうダメなんだッ!!」

　鉄てつ平ぺいはガラステーブルの天板を叩たたき割らんばかりの勢いで拳こぶしを叩きつけ、叫さけんだ。

「浪人決定だ！」

　小さなアパートの、一〇三号室。２ＤＫ。

　玄関を入って左がキッチン、右手がユニットバス。そして正面の引き戸を抜けると八畳の部屋。

　壁隅の鉄パイプのベッドが空間の四分の一を占領し、その他ほかにもいくつもの本棚が室内のスペースをねこそぎ奪っている。本棚は参考書や専門書、新聞の切り抜きを綴とじたファイルで溢あふれ返り、収まりきらなかった書類関係は全すべてクローゼットの中に押し込まれている。中央には電気スタンドの立てられたガラステーブルが位置し、今はふたり分の参考書やノートが広げられていた。専用の勉強机はない。スペースが足りなかったらしく、このテーブルが食卓兼勉強机の役割を果たしている。淡い肌色をしたカーペット。テレビやコンポの類たぐいはない。他の電子機器といえばテーブルの傍かたわらにあるノートパソコンだけ。情報収集はインターネットや新聞に頼り、新聞も全て経済系、英語圏も含む五社ほどと契約している。気になる記事を発見したら切り抜きファイリングする習慣があり、切り抜かれた新聞の残ざん骸がいが玄関で山積みになっていた。

　思った以上に女の子らしいもの――例えばぬいぐるみやインテリアの置物といった実際的な用途のないもの――がない、どちらかというと機能的な部屋。

　これがゆかりの部屋だった。

　放課後に鉄平がこの部屋を訪れて勉強するようになったのは、三月のホワイトデーの一件があってから。ゆかりから一緒に勉強をしようと誘ってきたのだ。

　ゆかりは複数の家庭教師――有名塾の講師や企業の最前線で活躍する社員など――を個人的に抱えており、鉄平はそのひとりである遠とお山やま茜あかねに一緒に勉強を見てもらうことになった。実はゆかりは全国模試でも上位三十位に入るような成績の持ち主だったし、遠山茜は現ＫＯＴＯのエリート社員（ちなみに入社五年目のバリバリのキャリアウーマン）。鉄平に断る理由なんてなかった。

　校内順位も下から数えた方が早いという鉄平は、やはり途中で何度も挫くじけそうになった。茜によるスパルタ式詰め込み学習には頭がパンクしそうになったし、自習用のスケジュールまで組み立てられてほとんど泣きそうだった。

　それでもここ二ヶ月、足りない頭で頑張ってきた。必死に勉強してきた。

　だから今回の模擬試験には少なからぬ期待を抱いていた――のだが。

「これはひどすぎだろ……ッ！」鉄平は模試の成績表を手にしてぷるぷると震えた。「Ｇ判定って……！」

　ちなみに評価はＡ判定が最高である。

「仕方ないよ」鉄てつ平ぺいの横に座っていたゆかりが、言った。「鉄平くんはまだ基礎を固めてる段階だから、成績が上がるのはもうちょっと先の話だよ。それまではあんまり判定は気にしない方がいいと思う」

「で、でもＧだぜ？　これから半年とちょっとで合格圏まで上げるのって、可能なのか？」

「……」

「あー、マジかよぉ……」テーブルの上に成績表を放り出し、鉄平は頭を抱えて情けない声をあげた。「今年は諦あきらめるしかねえのかな」

　元々が元々だった。あまりに低い位置からのスタートは、出遅れといっても過言ではない。高校三年になっていきなりハイレベルの大学を目指そうとしたのが間違いだったのかもしれない。もっと長期的な視野に立って、二年三年と浪人する覚悟で……と鉄平が考えていたとき、

「じゃあ、やめればいいよ」

「……え？」

　振り向いた鉄平は、息を飲んだ。

　ゆかりが涙目でこちらを見つめていた。

「私は元々鉄平くんに無理してほしくなかった。鉄平くんの将来を縛りたくなかった。だから『がんばれ』なんて言えない。絶対に言えない。だから……やめていいんだよ。勉強なんてやめていいんだよ」

　ゆかりは静かに言った。涙目だけど――決してしゃくり上げたりはしない。必死にこらえている。それくらいのことは鈍感な鉄平にもわかった。

　激しく後悔した。

　――またやっちまった。

　近い未来、ゆかりは超企業ＫＯＴＯの社長になる。その隣に立つために――誰だれにもゆかりと自分が付き合うことに意見なんてさせないために、鉄平は頑張ると決めた。自分の意志で、自分のために。

　それなのに今、ゆかりを傷つけた。

　ゆかりを背負う――確かにそう言ったはずなのに。「今年は諦めるしかない」だって？　どの口がそんなことほざく？

　最初から諦めてしまっている奴やつに、目標なんて果たせない。何ど処こにも届かない。

　やると決めたのなら、やり通すんだ。どんなに辛つらく厳しくとも、前だけを向いて進め。きっと自分たちの関係は反対や謗そしりを受ける。そいつと闘うためには一歩も引いちゃいけない。

　自分の気持ちが本気であるということを、そうやってゆかりや周りの雑音に証明していかなきゃいけないんだ。

「……ごめん。今のは最悪だった」鉄てつ平ぺいは素直に謝った。「本当に、ごめん」

　ゆかりはふるふると首を横に振った。

　微妙な沈黙が、おとずれた。

　――あぁ俺おれってマジにクズだな！

　鉄平は言葉をなくした。悔しすぎてたまらなかった。自分が今口にしてしまったことはもう撤回できない。どんなに言い逃れをしても「言ってしまった」という事実は残る。それがゆかりをひどく傷つけてしまったということも。これ以上言葉を重ねることは、逆効果にしかならない。

　時間をかけて努力を示すしか、今の言葉を否定する方法はない。今すぐ証明することができない――そのことが悔しくて仕方がなかった。

「……私、応援していいのかな」

　ぽつりとゆかりが呟つぶやいた。鉄平は顔を上げる。

「『がんばれ』って、鉄平くんに無理させてもいいの？」

　――まだそんなことで迷ってるのかよ？

　けれどゆかりにそう思わせているのは自分だということもわかっていた。自分がいつまでもふらふらとしているから、こうしてゆかりに迷いを与えてしまう。

「……言ってくれよ。頑張れって」鉄平は言った。「言われなくても頑張るけど、言われたらもっと頑張るから。それは――『無理』なんかじゃない」

　ゆかりが『がんばれ』と言ってくれることは、つまり自分を認めて寄り添ってくれるということだから。

　自分は頑張れる。

「俺、本当に情けない奴やつだけど。ゆかりが応援してくれるなら頑張れると思う」

「……じゃあ」ゆかりは顔を上げた。「もっとがんばって」

　涙目だけど、強い眼まな差ざしで。

「態度で、私に示して」

　鉄平くんの本気を――そう、小さく呟いた。

　うん、と鉄平は頷うなずいた。頷くに決まっていた。

　ゆかりは少しだけ微笑ほほえんだ。鉄平も照れくさそうに笑った。

　そして……お互いに顔を寄せる。ゆかりは瞳ひとみを閉じて。鉄平は少しだけ身を乗り出して。

　ゆっくりと近付き合う唇が触れ、

「遅刻した！」

　どばこんと玄関の扉が開け放たれ、ずかずかとスーツ姿の女性――家庭教師の遠とお山やま茜あかねが入ってきた。しかし茜は引き戸のところで立ち止まってきょとんとなった。「……何してんの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「な、何もしてないッスよ？」

「そ、そうそう何もしてないです」

　鉄てつ平ぺいは無意味に腕立て伏せをしながら、ゆかりは無意味にテーブルの上の参考書をめくりながら――あわあわと言った。

　その様子を見た茜あかねは、呆あきれたような顔をして、

「……あんたら、若いよね」



　そんなこんなで、概おおむねうまくいっていた。

　確かに鉄平の学力はまだ基礎を積み重ねている段階だったし、ゆかりの祖父である源げん之の助すけにもふたりの交際は内緒にしていたし、毎日が勉強だからまともにデートだってしていない。ゆかりは卒業後、修学しつつ同時にＫＯＴＯ系列の会社で研修するという二足のわらじ生活が待っているが、鉄平の進路に関しては未いまだ漠然としている。不安も悩みも尽きないし愚ぐ痴ちだって時々吐いてしまう。

　けれど、満ち足りていた。

　同じ空間で肩を並べて、同じ目標に向かって進むこと。努力すること。努力を共有しているということ。その時間。その感覚。

　とにかく一緒にいられること、それだけで心は満ちて、温かくなる。勉強の合間には手をつないで近所のコンビニに行って、なんてこともない話題が楽しくて、勉強はしんどいのに何な故ぜか笑いが絶えない。

　幸せだった。

　満ち足りていた。

　そんなふうに――うまくいっていた。

　うまくいっていた、はずだった。

　　　＊

　感情がない。

　いつも無表情で口数が少ない、という意味ではない。笑いもすれば冗談を言うこともある。ただそこに一切の感情的なものを感じさせない。させられないということ。

　笑っていても、冗談を口にしていても、そこに人の温かみを感じられない。笑顔の形をしているだけの能面――そんな印象を与えてしまう。笑顔にいたる喜びというものがなく、ただ《笑っている》顔がそこにある、だけ。まるで機械のように温ぬくもりが不在だった。

　基本的に二種類の《仮面》しか持たなかった。機能的な笑顔か、完全な無表情か。機能的な笑顔は営業や接待のために身に着けざるを得ない《仮面》であったし、それ以外のプライベートでは《仮面》すら必要ない。必然的にそのふたつだけに絞られてしまう。一か、零ゼロか。

　仕事を完かん璧ぺきにこなす処理能力を買われて、十九歳にしてすでにグループ企業の中枢で活躍してはいるが、人間関係については希薄で誰だれからも敬遠されがちだった。親族の中ですらも「何を考えているのかわからない」と気味悪がられていた。

　まるで機械みたい。

　そんなふうに形容される自分を、どうとも思わない。何も感じない。どうしてそう機械然かつ無感動になったのか――そのことも思い出さない。

　実際自分は機械だから。

　何も問題はない。

　……けれど。

　――私は、出会ってしまいました。

　独りごちる。

　――ゆかりさんに、出会ってしまいました。

　古こ都とゆかりに出会ってから世界が変わった。

　世間から言われている通り機械のような自分に、初めて感情らしい感情が芽生えた。

　機械でしかなかった自分に、初めて血肉が通ったように感じた。

　――私は機械じゃなかった。

　人間だった。

　そのことをわからせてくれたこの感情――だからこそ、自分はこだわりたいと思う。この感情を大切に守り、育はぐくんでいきたいと思う。自分は人間であり続けたいのだと気付いた、そんなふうに思えた自分を愛いとおしく思う。

　……だから、渡しません。

　この心を。気持ちを。人間としての自分を。

　古こ都とゆかりを。

　誰だれにも、渡さない。

　五十嵐鉄平いがらしてつぺいにも、渡しはしない。

　どんな手を使ってでも――ゆかりを、手に入れる。

　　　＊

　どんな努力も期待も希望も燃え尽き灰かい燼じんと化してしまう、この闇やみに。

　決められた形の枠を持たず、一方でどんな形にもなれるというその自由度に。

　存在意義の不在に気付いてしまったことに。

　全すべてに――絶望した。

　この手には何も残されていなかった。

　あのとき光が見えたような気がしたのは、そのまま気のせいだったのだ。

　自分に進むべき道などない。全ては閉ざされていて、一歩も身動きが取れない。自分の動きはナニモノにも変化をもたらさず、いてもいなくても変わらない。無用の存在。

　世界なんて、変えられない。小さな影響すらも与えられない。

　圧倒的な、絶望感。



　そんなときにいつも思い浮かぶのは、あの少年の姿だった。

　全力を懸けてぶつかってきた少年。

　やがて思う。自分にはこの少年しか残されていないのだ――ということを。

　この少年が、最後の希望。

　この少年に、全てを賭かける。

　それしかない。



　五十嵐鉄平。

　絶望の最後の最後、地の底まで叩たたき落ちるには、こいつがどうしても必要だった――



    

  
    
      


【第１話・エンゲージ上等！】





　鉄てつ平ぺいはうどんをすすっていた。

「うどんなんてわびしいですね五十嵐いがらしさん！」

　自室である。

　六畳の少し手狭な部屋。色褪あせて毛玉だらけのカーペット。冬季唯一の暖房器具であるコタツは、とうの昔に蒲ふ団とんを取り除かれてただのテーブルと化している。ラックの上のテレビではお笑い芸人が身体からだを張ったギャグを披露し、その下のコンポは「ＰＭ５：‥４７」という時刻を表示している。

　結婚記念日なのぉと照れ照れのたまってふたりきりで出かけてしまった両親が息子に残していったものは、刻まれたネギと卵の載っかっただけのやたら薄味のうどんだった。毎年のことなのでもう慣れてはいるが、息子としてはハブられているみたいで少し寂しかったりする。

　左手に丼どんぶり、右手に箸はし、口の中にうどんを頬ほお張ばった状態で鉄平は背後を振り返った。そこには押入れの戸を開け放ち、膝ひざ立ちで身を乗り出す槍やりヶが岳たけの姿があった。

　鉄平は特に驚くこともなく、気安く手を上げて「よよおほ」と挨あい拶さつした。口の中のうどんをろくに噛かまずに飲み込んで、

「毎月毎月ご苦労さん」

「いえいえそちらこそ」

　槍ヶ岳もテーブルについた。

　槍ヶ岳は『内世界』という異世界に住む内界人である。鉄平のいる『外世界』にはない、《超科学》とやらで何もない空間から突然現れたり、リュックサックがいくらでも収容可能だったりとやりたい放題の異世界人だ。槍ヶ岳はそんな内世界のＯＴＶというテレビ局の専属リポーターで、テレビの企画と称しては鉄平をさんざんに振り回す迷惑な存在だった。

　槍ヶ岳がこうして現れたということは、また何か厄やつ介かい事が始まるということだ。それは鉄平にも予想がついていたが、毎回派手なリアクションをするのも癪しやくだし、じたばたしても無意味なのはこれまでの経験からわかっていたのでつとめて平静を装った。

　鉄平はうどんを持ち上げる箸を止め、訊たずねた。

「で、今回はなんなんだ？」

　槍ヶ岳はテレビの方を見ていて、アハハハと笑い声をあげている。

「外世界のテレビは本当に参考になりますね。内世界の番組はどこも似通ったものばかりで退屈なのですよ」

「あぁ、そうなの。というかナチュラルに人の質問を無視すんな」

「ギャグのためには己の肉体をも駆使する。プライドの高い内界人には考えられないことです」

「ふーん」

「勉強になります」

「するな。俺おれの肉体を駆使するな。だから何しに……って人の茶を勝手に飲むんじゃねえ！」

　鉄てつ平ぺいが抗議するが槍やりヶが岳たけはまったく聞く耳を持たなかった。丁寧な手つきで湯飲みを持ち上げ、おしとやかにお茶をすすっていたりする。食後の一杯に用意しておいたお茶は、結局槍ヶ岳の胃の中に納まってしまった。

　鉄平は諦あきらめて、

「……だから何しに来たんだよ。まさかくつろぎに来たわけじゃないんだろ？」

「当然です」槍ヶ岳は頷うなずき、「今回も特別企画のために参りました」

　これまでも鉄平は特別企画と称した様々な理不尽に立ち会ってきた。クリスマス・イヴにはテロリストと闘わされ、バレンタインデーには爆弾解体をやらされ、ホワイトデーには戦車と闘わされ――そしてそれからも四月のエイプリルフールには人間不信に陥おちいり、先月の五月病特別企画では悲しい社会人の背中を見せられた。都合五回。今回を入れれば六回目になる。そろそろ数えるのも面倒になりわかっていてもげんなりしてしまう。

　――いや、待てよ？

「六月って何かイベントあったっけか？」

　鉄平は首を捻ひねった。これまでの企画はイヴやバレンタインデーといったように比較的わかりやすいものだったが、実のところ先月から苦しくなってきたように思う。なんなんだ五月病特別企画って。ネタ切れかよ。

　そして現在は六月。特に記念日という記念日はなかったように思う。唯一ヒントになるといったら……。

「青、か……」

　ニコニコと笑っている槍ヶ岳の格好を見て、鉄平は独りごちる。

　そう――今日の槍ヶ岳は全身真っ青だった。

　薄く赤みがかったおかっぱ頭は毎度変わらないが、青いパンツスーツ、青縁・下縁のオシャレ眼鏡めがね、赤よりもうっすらと紫に近い口紅を引いた唇、青いマニキュア、青いハイヒール――と相も変わらず全身一色でフル装備だ。対する自分がパーカーにジーンズという普通の格好なのでますます異常に見える。

「っていうかハイヒールかよ！　絨じゆう毯たんに穴あくだろテメー！」

「経費でもっといいもの買ってやるよ貧乏人」

「なんでそう偉そうなんだよ!?」

　お約束のやり取りを終えて、鉄てつ平ぺいは改めて考える。青……？「本当に今回はなんなんだ？　青なんて何も思いつかないぞ」

「サムシングブルーです」

「……え？」

　槍やりヶが岳たけはお茶をすすりながら続けた。

「幸福な結婚のためのおまじないに、サムシングフォーというものがあります。結婚式の当日に花嫁が四つの何かを身につければ幸福になれるという……サムシングオールド、サムシングニュー、サムシングボロー――そして青に関連したものを身につけること、それがサムシングブルーです。青は幸福の色なのですよ」

「え、ちょ、待てよ？」鉄平は思わずうどんの器を取り落としそうになって訊きき返す。「なんつった……結婚？」

　ええ、と槍ヶ岳は頷うなずいて言った。いいネタが舞い込んで来ましたよ五十嵐いがらしさんとでも言いたげな満面の笑顔で、

「今日はゆかりさんの婚約式です」

　　　＊

「――予定時刻は午後七時半です」

　ソファに腰掛けたゆかりと源げん之の助すけを前にして、スケジュール帳を手にした灰はい原ばら一いち太た郎ろうが言った。「午後七時半よりグランドホールにてパーティが開始されます。それまでは特に決まった動きはありませんが、衣い装しようの準備等がございますのでパーティの一時間前までにはこちらに戻ってきてください」

　一太郎はＫＯＴＯ総合社長、古こ都と源之助の第一秘書である。ざんぎり頭に強こわ面もての、二メートルに達そうかという巨体。けれどいつも愛あい嬌きようのある笑顔を浮かべている。紺色のスーツを清潔に着こなしてはいるが、見た目にも分厚い筋肉のためサイズはびちびちだ。普通サイズのスケジュール帳は一太郎が手にするとミニサイズのメモ帳にしか見えない。こう見えて仕事の丁寧さと正確さを買われての抜ばつ擢てきである――ということになっている。

　ゆかりが訊たずねた。

「服はカジュアルでいいんですよね？」

「いえ、フォーマルのドレスコードが出ています。ゆかり様の衣装はこちらで用意してありますのでご安心を。着替えのお手伝いも専門のスタイリストを先方から手配してもらいます」

　控え室――ということにはなっているが、名称は「ロイヤルスイートルーム」。広さにして五五平方メートル。ツインベッド、リビング、バルコニーとその他ほかに基本的な調度品がひと通り揃そろっている。

　古こ都とゆかり、古都源げん之の助すけ、灰はい原ばら一いち太た郎ろうの三人は、日頃ごろからＫＯＴＯと懇こん意いな関係にある企業群、芥あくた川がわグループ主催のパーティに招かれていた。受け付けを済ませた今は、案内された控え室でスケジュールの確認を行っていた。

　一太郎の言葉に、ゆかりはちょっと驚く。てっきり今夜のパーティは、芥川グループが関連企業や懇意にしている財界人を招いて接待するという、どちらかといえば肩の力を抜いたものだと思っていたのだが……実はもっと正式フオーマルなものだったらしい。せいぜいが軽く着飾る程度に考えていたので、今もいつものツインテールはそのままで、ワンピースドレスの上にストールを羽は織おったくらいだった。

　ゆかりはソファの隣に座っていた祖父に訊たずねた。

「今日のパーティって、どんな主旨なの？」

　ニコニコと微笑ほほえみを浮かべていた源之助の片眉まゆが、ぴくりと動いた。

　古都源之助はあらゆる分野であらゆる企業を超越するマンモス企業、ＫＯＴＯの総合社長だ。自らが大株主であると同時に、古都家は代々ＫＯＴＯの主席を継ぎ拡大させてきた経緯を持ち、他ほかの有権者からも絶大の信頼を得ていた。源之助は一度は引退した身だが、前社長であるゆかりの父が急きゆう逝せいしたのを受けて復帰、老齢にもかかわらずその手腕は衰おとろえることを知らない。白髪に彫りの深い顔立ちは老人のそれだが、その眼力は衰えよりも力強い威厳を感じさせる。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな源げん之の助すけも今は孫娘の隣で緩い笑みを浮かべていた――が、ゆかりの問いに、片眉まゆを上げたまま硬直してしまった。笑った表情がどこか強こわ張ばったものになっている。

「……おじいちゃん？」

「な、ななな何を言ってるんだ、ゆかり」源之助は明らかに動揺した口ぶりで、「芥あくた川がわグループのパーティだと言っただろう？」

「それはわかってるよ。芥川グループの、何を祝うパーティなの？」

「芥川グループの……こ、今後の発展も祝うパーティだ」

「……『も』？」妙な言い回しに、ゆかりは眉をひそめる。「他ほかには何を祝うの？」

「そ、そんな感じだ。問題ない」

　何が問題ないのか。

　ゆかりはじっと源之助の顔を見つめる。源之助は硬い微笑ほほえみを維持していたが、そのこめかみを一筋の汗が流れていくのをゆかりは見逃さなかった。なんだか上う手まい言い訳を考えているような節すら感じた。

　ゆかりは一いち太た郎ろうを振り返る。一太郎も源之助と似たような硬い表情をしていた。

「……何か隠してますよね？」

「何も。問題ありません」

　何が問題ないのか。

　さらにじっと見つめるが、源之助も一太郎も意地でも口を割るつもりはないようだった。ゆかりは小さく嘆たん息そくして追及を諦あきらめた。

　――別にいいけどさ。

　どのみち何があろうとも、今さら欠席するつもりはなかった。源之助にどんな思惑があるのかは知らないが、自分はちゃんとした目的があってここにこうしている。

　今までゆかりは、このような社交の場に顔を出すことは少なかった。社交の場といってもほとんどが挨あい拶さつに終始するのはわかっていたし、そのせいで身体からだが休まることもない。どこの会社が不渡りをしただとか、その陰にはあの会社が工作していただとか、そういったあまり聞いていて楽しくもない話も耳にしてしまう。だからどんなに源之助に誘われても断ってきた。

　――でもこれからはそうも言ってられないんだ。

　自分は源之助の後を継ぐ。全世界に散らばるＫＯＴＯ社員を束ねる役目を背負うのだ。そのためには様々な種類の人々とのつながりや交流が必要になってくる。こういった社交の場に顔を出すことも大切な仕事だ。選より好みはしていられない。

　――あぁ、まずい。緊張してきた。

　ゆかりは手に汗を握る。

　たくさんの人が、自分に注目するだろう。ＫＯＴＯの頂点に立つ者として相応ふさわしい人間なのか、推おし量はかろうとするに違いない。

　古こ都と家という巨大なバックグラウンドがあっても、自分個人に関しては何の信頼も勝ち得ていない。確固たる実績を積まない限り、自分はいつまでも《見張られる》立場にあるのだ。

　自分は、うまくやれるんだろうか――？

　そんな問いが脳裏を過よぎったとき、ゆかりは胸の内に巣食う恐怖が膨れ上がっていくのを感じて、思わず瞼まぶたをぎゅっと瞑つぶった。

　このような揺り返しはこれまでも何度もやってきた。ふとしたときに重圧は降ってきて、足がすくみそうになる。怖くて仕方がない。ＫＯＴＯという超企業を背負うことは並々ならぬプレッシャーで、油断したときには何度も押し潰つぶされそうになった。

　――ダメ。耐えるの。

　だからその度に、ゆかりは決意を改める。

　負けるな。闘え。幾度も繰り返す。飽きるほど揺れて、飽きるほど決意し直す。際限のないリピートに頭がおかしくなりそうになるけれど、まだ挫くじけない。まだ始まってすらいないのだ。

　それに、

　――私はひとりじゃない。

　鉄てつ平ぺいが自分を背負うと言ってくれた。どこまでも寄り添い続けてくれると言ってくれた。

　だからゆかりは転校をやめてできるだけ鉄平と同じ時間を過ごせるよう、一緒に勉強しようと誘った。それは鉄平の学力を慮おもんばかってのこともあるけれど、本当のところ自分が一緒にいたいから言ったようなものだった。自分は鉄平のことを信じると決めたから、背中を預けてみようと思った。

　鉄平に頼りすぎることはしない。寄りかかって甘えることはしない。けれどお互いの温ぬくもりを感じられる程度には、それをいつでも思い出せる程度には背中を触れ合わせていたかった。

　それが自分の恐怖を和らげてくれる。だから、闘える。

　――がんばれ私。

　鉄平が見ている。

　情けない格好は、見せられない。

「ゆかり？」

　ゆかりはゆっくりと瞼を開いた。源げん之の助すけがこちらを不安げに覗のぞき込んでいた。

　――夢を、叶かなえるんだ。

　たとえば自分の家族を夢だと言い切った母のように。

　自分も鉄てつ平ぺいと寄り添い続けていられる、そんな夢を。

「なんでもないよ」ゆかりは源げん之の助すけに微笑ほほえみかけて言った。「私、もう着替えてもいいかな」

「え？　あ、ああ」

「一いち太た郎ろうさん、少し早いですけどいいですよね？」

　一太郎は頷うなずき、「早さつ速そく係の者を呼ばせます」

「お願いします。……あ」

　ふと思い当たって、ゆかりはハンドバッグから携帯電話を取り出した。そういえば鉄平には今日のパーティのことを話していなかった。

　――鉄平くんの声が聞きたい。

　それで一言「頑張れ」って言ってもらえたら、嬉うれしい。なんでもやれる気がする。

　考えただけで微笑みがこぼれ、ゆかりは窓際に移動して携帯電話の電話帳を開こうとした。

「……あれ？」

　ディスプレイには何も映っていなかった。電源を何度オンにしても起動する気配はない。

「壊れちゃった、のかな……？」

　さっきまでは普通に使えたのに。ゆかりは首を捻ひねった。

　　　＊

　たとえば大おお目め玉だまは、自分の趣味を少なからず異常だと思うくらいの常識は持っている。

　ダークスーツに黒のハイヒール、黒フレームの上縁眼鏡めがねに艶つやのある黒いストレートヘア。口元には一点のホクロ、そしてその唇には深めのダークレッドの口紅という頭から足元まで完かん璧ぺきなほどの黒一色。

　立っている空間その一角だけが暗い闇やみに覆われているようだ――とよく揶や揄ゆされる。自分の黒への執着性を異常呼ばわりされることは、まあ仕方ないと思う。

「計画は予定通り進行するわ」

　そんな自分が言えた義理ではないが――しかし目の前の人物に、どうしても病的な空気を感じざるを得なかった。

　カバーリングソファに腰掛けた、一体の人形。

　否――人形のような少年。

　強く抱けばそれだけでへし折れてしまいそうな、線の細く、小さな身体からだ。礼服の上からでもわかるような痩やせ細った四し肢し。顔立ちや目鼻はどれもすっきりとしていてどちらかというと女性的な輪りん郭かくを感じさせる。辛かろうじて突起した喉のど仏ぼとけが彼を男性として証明しているが、それ以外の部品を挙げれば女と見られても仕様がないだろう。身長は一五〇センチ台だし、耳にかかる程度のショートヘアは、枝毛などがひとつもなく手入れが行き届きすぎていて、ますます女性的に見える。百歩譲って、中性的。

　芥あくた川がわグループを統括する芥川家、その御おん曹ぞう司し――芥川小こ春はる。

　別に不衛生で不健康な生活をしてきたわけではないだろう。その身分から察するに規則的な食事、規則的な運動は約束されていたはずだ。なのに小春の身体からだは男性として遂げるべき成長を遂げられなかった。

　いや、それだけならば問題はない。それだけならば彼を『人形のような』などと形容する必要はない。大おお目め玉だまをそう思わせるのには他ほかに要因があった。

「ゆかりさんの様子はどうですか？」小春が訊たずねた。少し高めの声こわ音ね。

「古こ都と源げん之の助すけはまだ今夜のパーティの主旨を話していないようね。特に問題もなく衣い装しようのスタイリストを呼んでいたわ」

「携帯電話は」

「それも問題なし。同機種の偽物とすり替えてあるわ。もちろん使用不能のね」

「結構です」

　小春は鷹おう揚ように頷うなずく。微笑ほほえみを浮かべて。

　ただしそれは――決して人の笑みとは思えぬものだった。

　笑っているのにそうとは感じさせない、無機質な筋肉の伸縮。笑みの形を取る能面をそのまま被かぶせたような、それこそ人形のような存在感。これが小春から人間味というものを奪っている要因だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　どこかが壊れている。または狂っている。大おお目め玉だまはそう思わずにはいられない。

　生き物の機能として、小こ春はるには何かが欠けている。だからこんなにも感情を表せない。

　病的。

　病的なほどの欠陥。

「……大丈夫なのかしら」

「？　何がですか」

　大目玉は正直に己の不安を口にした。「本当に企画は上う手まくいくのかということよ。あなたで、大丈夫なの？」

　大目玉が小春と初めて出会ったのは、ホワイトデーの一件を通してである。

　出会ったときすでにホワイトデーの企画は決着を見せていて、しかもＢＴＶ側の完全敗北という惨さん憺たんたる有様だった。にも拘かかわらず大目玉は何な故ぜかサバサバとした気分だったのだが――今でもあのときのことを思い出すと真っ先にあの少女のことが目に浮かぶ――、そこに現れたイレギュラー。

　ＫＯＴＯ次期社長、古こ都とゆかり。その婿むこ候補のひとりである小春の登場は、内世界の放送局ＢＴＶ、大目玉の上司によるプロデュースだった。ライバル局であるＯＴＶの立てた主役は五十嵐鉄平いがらしてつぺい。それに対抗すべく白羽の矢が立ったのが芥あくた川がわ小春。ひとりの少女をふたりの男が取り合うという構図が、大目玉の上司の思惑である。

　本来であれば小春もホワイトデー企画に参入して大目玉と協力態勢を組むはずだったのだが、小春の方から「今回は様子見です」という申し出があり、結局大目玉には何も知らされない形で企画は行われた。

　大目玉にはこの少年――年齢こそ十九歳ではあるがもっともっと幼く見えてしまう――が鉄平からゆかりを奪えるだけのものを持っているとは、とうてい思えなかった。異性を惹ひきつけるだけの魅力を、彼から感じられない。ブラックユーモアを売りにするＢＴＶとしてはその点を見逃すわけにはいかない。

　しかし大目玉の懸け念ねんとは裏腹に、

「ご安心ください」小春は平然と胸を張っている。「そちらのプロデューサーの方にも説明しましたが、こちらでも色々と手は考えています。事情により詳細はお教えできませんが、必ずやあなたたちの企画を成功させてみせましょう」

　当然のことながら小春は、ＢＴＶのプロデューサーから内世界のことや今までの五十嵐鉄平の活躍を聞いている。それらを把は握あくしてなおのこの自信。それがどこから来るのか大目玉には理解できなかった。

　――古都ゆかり。

　あの少女が、五十嵐鉄平以外の男になびくことなんてあり得るだろうか。

　実際に会い会話を交わした大目玉としては、想像すらできない。あれだけひたむきに鉄平のことを考えて、そして同時に制御し切れない気持ちに自分で振り回されていた彼女に――ふたりの間に、邪魔など入りようがないように思った。入ってほしくないとすら思えた。

　――え？

　何気なく心の内に浮かんだ思いに、大おお目め玉だまは自分で戸惑う。自分はＢＴＶのリポーター。企画の成功を願わなければいけない立場なのに……どうして《邪魔なんて入ってほしくない》などと考えなければいけないのだ？

　――調子狂うわ。

　考えてみればホワイトデーの頃ころから自分はどこかおかしい。決定的な部分で甘さが出てしまう。そうではない。自分はそうではない。

　全すべてに優先順位を当てはめろ。冷れい酷こくと言われるくらいに順位ごとに事をこなし、処理しろ。それが自分の生き方だったはずだ。乱れてはいけない。迷ってはいけない。

　自分はひとりで闘い続け、あのにっくき槍やりヶが岳たけに勝つと誓ったではないか。

「期待しているわ」

　己の内で燻くすぶる思いを振り払うように、大目玉は言った。

　小こ春はるは頷うなずく。

「お任せください」

　能面のような笑顔で。

　　　＊

　ゆかりの婚約式――。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　ま、まだ……その、いや、うん……早くねえ？」あせあせと鉄てつ平ぺいは言った。「俺おれもゆかりも、まだ高校生なんだぜ？　それを結婚だなんて……き、気が早いぜ。……あ――いや！　いやいやいや、そりゃあな？　そりゃ俺も生半可な気持ちでゆかりと付き合ってないよ？　マジだよマジ。本気でゆかりと付き合ってるさ……で、でもよ？　やっぱりその、早いよ。もしもそこまでゴールインしちゃったらそりゃ俺も嬉うれしいけどさ――あ、いやこれは遠回しにプロポーズしてるわけでなくて！　まいったなこれ、ゆかりには内緒にしてくれよ？　ふへ、ふへへへへへへへ――ぐふっ!?」

　槍ヶ岳から強烈なボディブローをもらった鉄平は後ろから何者かの手により羽は交がい締じめにされ手足を縄で縛られ無理矢理ヘッドホンとアイマスクを被かぶせられ外の様子が何もわからない動けないという簀す巻まきの状態にされて経験上ロケ車と思われる車に乗せられ運ばれていった。ちなみに座席ではなく車内の硬い床の上に転がされた。

　視覚の奪われた状態で聞いたこともないポップスを聴かせられながら、鉄平はのたうったりして暴れていたが、やがてそれにも疲れてぐったりとなった。

　そうして、やがて。

　急ブレーキに身体からだを揺らされて、鉄てつ平ぺいは目覚めた。いつの間にかうとうとと眠りに落ちていたらしい。車が停とまったのだ――とわかるや否や、唯一自由だった口で怒鳴った。

「そこにいるんだろ槍やりヶが岳たけッ？　早くこの縄解ほどきやがれ！　というか拉ら致ちかよ!?　『瞬間移動』とか言い訳しても無駄だからな――って」

　ひんやりと冷たい空気が肌を撫なで、鼻び腔こうをくすぐった香りに思わず息を止める。この厚みのある匂においは……

「……潮？――っわわッ！」乱暴に身体を担かつがれた鉄平は、「ぶへっ！」車から乱暴に地面に投げ出された。コンクリートとしか思えない硬い地面に思い切り叩たたきつけられてしこたま顎あごを打つ。がん、と脳のう震しん盪とうのように意識が揺れ、その衝撃でヘッドホンとアイマスクが吹っ飛んでいった。

　音と視界が戻ってきた。

「いつつ……ちょ、もっと丁寧に扱えよ人の身体は！」

　そうやって声を荒あらげてから、

「――――あれ？」

　ようやく鉄平は気付いた。

　自分の居場所に。

　いつの間にやら日は落ちて辺りはほとんど暗くら闇やみに包まれていたが、音を聞き取ることはできた。砂の流れるような、細かな粒子が打ちつける音。視界のすぐ先でコンクリートの地面は途切れ、その向こうには真っ黒な空間が広がっている。

　そして強烈な潮の匂い。

　ここは――

「海……港、か？」

　鉄平は埠ふ頭とうに転がされていたのだった。真っ黒な空間だと思ったのは海だ。

　ざっ、という足音にはっとして首を背後に捻ひねる。そこに立っていたのは青い帽子を目ま深ぶかに被かぶりＴシャツにジーパンというラフな格好をした青年だった。イヴのときにも見たことがある、ＯＴＶのＡＤである。

「な、なんだよ……槍ヶ岳は？」

　ＡＤは馬ば鹿かでかいスケッチブックを取り出し、何事か書き込んで鉄平にそれを見せた。そこに書かれていたのは『海の先を見る』だった。

「海の先？」

　再び海を振り返る。反射光のない黒々とした空間が視界の遠い端まで続いていた。空と海との境界線を細く描いていた光の筋が完全に消え、完全な闇が辺りを制している。

　遥はるか彼方かなた、波打つ黒い絨じゆう毯たんの上に――ぽつりと、小さな明かりの固まりが見えた。

　もしかして、と鉄平は呟つぶやく。

「……船だ」

　それが今回の舞台だった。



    

  
    
      


【第２話・クルージング上等！】





　東京港晴海はるみ客船ターミナルに接せつ舷げんしていた船は、巨大なシルエットで港の視界を大きく遮さえぎり、黄こ金がね色に輝く夕日を白いフォルムで眩まぶしく弾はじきながら出航。港と船をつないでいた桟さん橋ばしゲートは切り離され、巨大客船は海を割る。埠ふ頭とうでは楽隊が出航に捧ささげる音楽を披露していた。

　芥あくた川がわグループ芥川商船クルーズ事業部門所有――豪華客船《ごぉじゃす・くるぅ》。

　総重量五万一一二トン。全長二四〇メートルに全幅およそ三〇メートル。客室数が三九七室、最大乗客数七一〇名に乗務員およそ四〇〇名近く。

　船内施設はダイニングルーム、カフェにガーデン、パームコート、ラウンジ、クラブバー、ピアノバー、セントラルプール、サロン＆スパ、フィットネスセンター、テニスコート、グランドスパ、グランドホール、シアター、ゲームコーナー、コンピュータールーム、ライブラリー、ショッピングエリア、フォトショップ、レセプションホール、カードルーム、マージャンサロン――エトセトラエトセトラ。

　本来が世界一周という用途を持った船なので、施設は特に長期間運航が意識されている。同じパーティ用のドレスやアクセサリーを着回したりしないようにブランド物のショッピングモールが軒のきを連ね、エステに関してもプロのエステティシャン数十名がいつでも客室に出張できるよう常時船内に待機している。催もよおしとしてバイオリニストや楽隊といったアーティストたちがコンサートをするために各国の港で合流し、食についてもシェフが航海中に一度として同じメニューを出さないよう綿密な献こん立だてを立てる。インターネット環境も配備。日本製ということで外国製の客船には見られない大浴場や和室も用意されている。

“〝動くホテル”〟――その代名詞に一片の偽いつわりもない。

　豪華客船《ごぉじゃす・くるぅ》。

　今夜、この船上でパーティが開かれる。

　　　＊

　ゆかりの母である古こ都と青あおは、青色を特に好んだ。

『……名前が青だから？』

　驚き呆あきれることに、母は『うん』と頷うなずいた。

『名前が青なのに青が似合わない女って、なんかがっかりじゃん。冬ふゆ子こなのに夏生まれみたいな』

　母の言い分はまったくもって理解できなかったけれど、母に最も似合う色は何だと言われればそれは確かに青色だった。

　だからスタイリストの女性が「どちらのドレスがよろしいですか」と問うまでもなく、ゆかりは真っ先に用意されたドレスの一枚を指差した。

　青いドレス。

「これでお願いします」

　母の色をまとうことで、力を借りたかった。

　闘う力を。



　乗客たちは、会場であるグランドホールに続々と集まりつつあった。

　グランドホールは一番から三番デッキ――一階から三階――を豪快に吹き抜けにした、壮麗な空間である。

　燦さん然ぜんと空間の隅々までを照らしつくす大型のクリスタルシャンデリア。それこそ高級ホテルの最も広いホールを切り取ったような巨大な空間。足元が微かすかに揺れを感じなければ、ここが船上であることを忘れてしまうような――それほど広大にして華麗で豪ごう奢しやなホールである。立食式のテーブルにはフランス料理から和食、中華、インド料理など全世界津々浦々の品々が供され、ボーイが忙しく取り分けて乗客に渡して回っていた。

　パーティに出席している乗客の顔ぶれは、これもまたひとつの国籍に止とどまらない。アジア系、ヨーロッパ系、中東系など垣根の取り払われた多国籍の空間。職種も政治家から企業の社長、芸能人、モデル、スポーツ選手にいたるまで様々である。

　芥あくた川がわグループは造船業や海洋工事、舶用工業、貿易業など、船と海に関する事業で活躍する企業群である。そのため貿易という側面から世界中の企業との交流があるのだ。創業から現在に至るまで百年以上もの歴史を持つ老舗しにせ的背景があり、この事業分野の中ではトップクラス。同部門におけるその業績は、あらゆる分野で他ほかを圧倒する超企業ＫＯＴＯすらも凌りよう駕がする勢いだ。芸能界やスポーツ運営のスポンサーとしても積極的に活動しているため親交も多い。その芥川グループのパーティとなれば自然と大規模なものになるのは当然だった。

　世界中から招かれた客、ともなればその装いも多種多様になる。ドレスやタキシード、ダークスーツなどといった基本のフォーマルを基に、民族衣い装しようや宗教関連の装飾をしている者もいる。誰だれもが特化した格好をしているため、却かえってひとりひとりが目立たないようになっている。この空間内では誰もが個性的であり、誰もが没個性的だった。

　そのような中にも拘かかわらず――人々の視線はほぼ一点に集中していた。

　グランドホールという広大な空間とはいえ数百単位の乗客を収容しているため、混雑を極めている。そんな直ただ中なかにあってその一点だけはぽっかりと人の波が空すき、まるでスポットライトに照らされているように、動く舞台のようにそこに立つ人物を目立たせた。

　少女だった。

　セミロングの黒髪は後頭部にまとめて結わえられ、すっきりとした線を描くうなじが外気に触れている。シンプルなデザインの青いワンピースドレスに、裸の肩の上から薄紫のショールを羽は織おっている。ナチュラルメイクで容よう貌ぼうを整え、唇には桃色のルージュ。幼い顔立ちをしているが化粧と衣装のせいか実年齢よりも多少高めに――幼さを抜け出す寸前の、際どい美しさがしっとりと漂っていた。

　装い自体は地味だったと言える。さほど個性があるようには思えない。にも拘わらず「無個性」に終わらない、じわじわと人々の視線と関心を惹ひきつける雰囲気が少女にはあるのだった。

　しかし当の少女はそのことに気付いていない。

　――ひるむな。

　全身に無ぶ遠えん慮りよに突き刺さる視線に、少女――ゆかりは唇を引き結ぶ。

　背筋をぴんと立て、胸を張る。一片の不安も感じていないようにゆっくりと微笑ほほえんでみせる。きょろきょろと視線を彷徨さまよわせない。動作はできるだけ緩かん慢まんすぎるくらいに見せ余裕があるように振る舞う。可能な限りそうあるように努力する。

　周囲の人々を目だけで見回して、ゆかりは思う。

　――この人たちは、私を《古こ都とゆかり》としては見ていない。

《ＫＯＴＯの次期社長》。ゆかり自身ではなくその背後の肩書き。巨大な資産と企業群を掌しよう握あくする人間。

　人々は、ゆかりをその器たる者なのか測ろうとしている。

　――だから、ひるんじゃいけない。

　ゆかりは心の中で繰り返す。決してうつむかず、前だけを向いて、姿勢を正し、隙すきを見せまいとする。

　企業を統すべるひとりとして。ＫＯＴＯの、古こ都と家の名に恥じない人間であるように。

　闘う姿勢を、肩かた肘ひじを張って主張しようとしていた。

「――硬くなってますね」

　言われてゆかりははっと振り返った。

　そこにはにっこりと笑ってこちらを見下ろす一いち太た郎ろうの姿があった。一太郎は頭を寄せてゆかりに耳打ちする。「もっとリラックスしてください。最初から張り詰めているともたないですよ」

　ゆかりはぽかんとなって一太郎を見上げた。

「力の抜き差し。それを身につけることも、今後の課題です」

　一太郎はにこにこと微笑ほほえんでいる。

　ゆかりはなんだか毒気を抜かれたように肩を落とした。全身にあった強こわ張ばりみたいなものが、すっ、と重たい荷物を下ろしたように――少しだけ軽くなったように感じた。

「……あぁ、本当です」それで初めて、自分がひどく緊張していたことに気付き、苦笑してしまう。「なんか変に力んでました……うん。一太郎さん、どうもです」

「いえいえ」

　一太郎は今でこそ源げん之の助すけの第一秘書を務めているが、その正体は内界人である。バレンタインのとき、企画の必要性から秘書として古都家に近付いたはずなのだが、その一件以降も何な故ぜか秘書の仕事を続けている。彼の意図はわからないが、ゆかりは何かとアドバイスをもらう機会がありとても助けられていた。

　一太郎が言った。

「あまり気負う必要はないのですよ。今はただ、得られるものを自分のペースで順々に吸収していけばいい。最初から飛ばしていたら疲れてしまいます。……それに皆さんがゆかり様を見ているのは、肩書きだけじゃないですよ」

　肩書きだけじゃない。言われている意味がわからずゆかりは首を捻ひねった。

「ゆかり様があまりにきれいだから、ですよ」

　ゆかりは再びぽかんとしてから――ぷっと笑った。「お世せ辞じとして受け取っておきます」

「……本当なんですが」

　何と伝えたものか、と困り顔をする一太郎。実際にはもうひとつ――ゆかりが注目を受ける理由があったのだが、それは言わないでおいた。

　ゆかりはきょろきょろと周りを見回して、

「そういえばおじいちゃんはどうしたんですか？」

「……源げん之の助すけ様は芥あくた川がわグループの方に挨あい拶さつに伺っておられます。そのうち戻られると思いますよ」

「おじいちゃんの方から？　珍しいですね。あんまり自分から行く人じゃないのに……あ、じゃあ私も挨拶回りをした方がいいですよね？」

「あ、いや」一いち太た郎ろうは慌あわててゆかりを引き止めた。「ゆかり様は大丈夫です。放っておいてもあちらから来てくれます」

「？……はあ」

　ゆかりは生返事をしながら、やっぱり自分は何か隠されてないかと勘繰ってしまう。先ほどからちらちらとこちらを振り返る乗客たちは、注目しつつも何な故ぜか自分を避けているし、こそこそと耳打ちし合っていて何か不穏な空気すら感じる。

　嫌な予感がするなぁ、とゆかりは漠然と思うのだった。

　　　＊

　水飛沫しぶきが爆散した。

　顔面に叩たたきつけられる雫しずくに、鉄てつ平ぺいは声もなく目を瞑つぶる。

　モーターボートの舳へ先さきが波を砕きながら海面を走っていた。フロントライトが前方数メートルの範囲を照らしているだけで視界はかなり心こころ許もとないのだが、お構いなしに小型のモーターボートは闇やみを突っ切り、豪華客船に向かってひたすらに滑走している。弾はじける雫の粒子が素肌を叩き、六月とはいえ鳥肌が立つほどに全身は凍えた。

「ちょ、速すぎねえか!?」

　鉄平は手すりに全力でしがみつき、モーター音にかき消されないように大声で叫さけぶ。が、操そう舵だしているＡＤは無言でさらにスピードを上げる。空気の激流が抗議しかけた口の中になだれ込み、口を開きっぱなしの状態で動けなくなった。

　限界速度ぎりぎりの操船のたまものか、豪華客船《ごぉじゃす・くるぅ》のシルエットはみるみるうちに大きくなる。相手は巨大客船とはいえ最大速力二三ノットほどの怪物である。単純な走行では敵かなわないが、《ごぉじゃす・くるぅ》は東京湾を出たところで停船していたのですぐに追いつくことができた。

「で、でけえ……」

　鉄平は潮風に泡食っていたことも忘れ、その長大なシルエットに目を奪われた。白い客船の横っ腹が視界の前方を完全に塞ふさいでいたのだ。船体は中心に視点を置くと左右の端を視野に収められなくなる――それほどに大きい。側面に無数に並ぶ丸窓――舷げん窓そうのほとんどが煌こう々こうと光を放ち、昨年のクリスマスのときに鉄平が見た、源之助の巨大な屋敷のように、暗くら闇やみの淵ふちで巨大な発光体と化していた。鉄てつ平ぺいはただただ呆あつ気けに取られるしかない。

　ボートはやがて客船の数メートル手前の距離に停船した。ここまで来るとただの白い壁が延々と続いているようにしか見えない。豪華客船とモーターボート――象と蟻ありの比較そのものである。天頂まで続く壁面のラインを、鉄平は下から上へ間抜け面づらでなぞる。ほとんど暴風となっていた潮風に鉄平の髪はボサボサに乱れていた。

「ど、どうやってこんなの上るんだよ？」

　もっともな疑問が鉄平の口からもれる。ＡＤは無言で『←』と矢印の描かれたスケッチブックを開いて見せた。矢印に従って鉄平が顔を上げると。

　機械の駆動音と共に、きりきりと軋きしむ音をあげて何か赤いものがゆっくりと下りてくるのが見えた。じれったいほど緩かん慢まんな動きで徐々にそれはこちらに下降してくる。

　あれは何だと訊きくと、ＡＤはまたスケッチブックをめくって『救命艇』と書かれたページを見せた。どうやら本来は海面まで下ろして切り離すボートを、切り離さずに鉄平が乗ってまた引き上げてもらうということらしい。赤いと思ったのはボートの底部だ。

　やがて目の前に下りてきた救命艇は優に二、三十人は収容の可能な、屋根付きの巨大なものだった。四本のワイヤーで支えられ、ワイヤーはそれぞれ遥はるか頭上の客船の縁に続いている。鉄平が恐る恐るボートに乗り込むと今度は上昇を始める。怖いほどに揺れるので鉄平はまた手すりにしがみつかなければならなかった。

　ＡＤはそれを見届けるとあっさりとモーターボートを駆って引き返していった。淡白に仕事をこなす裏方の姿に、なんだかわからないが鉄平は感動した。

　ゆっくりと救命ボートは上昇していく。先ほどＡＤがスケッチブック（恐らくカンペのつもりなのだろう）で教えてくれたことによれば、客船の中には協力者がすでに潜入しているらしい。詳しくはその協力者に聞き、行動してくれとのことだ。

　――ゆかり……。

　鉄平は首をほぼ九十度に曲げて客船を見上げる。ここにゆかりがいる――らしい。

　婚約式。

　最初に聞いたときは自分とゆかりのそれだと勘違いしてしまったが（別にがっかりなんてしていない……）、よくよく冷静になって考えてみれば、ゆかりの相手は簡単に見当がついた。

　前々から槍やりヶが岳たけが言っていた――ゆかりの《婿むこ候補》。そいつしかいないだろう。

　そして多分、というか確実に、ゆかりの気持ちは無視されているだろうことは想像に難かたくない。仕組まれた気配を――いつものＢＴＶの影を感じる。

　鉄平はため息をついて肩を落とした。

「また面倒なことになったなぁ……」

　はっきり言って、あまり乗り気でない。ゆかりの婚約式、相手は自分以外の誰だれか――そう気付いたときには少々焦ったが、こうして時間が経たってよくよく考えてみれば心配する必要なんてないように思える。

　問題ない。

　どんな条件下にあっても、ゆかりは自分以外の男からの求婚なんて受け入れない。鉄てつ平ぺいにはその自信がある。自うぬ惚ぼれのように思われるかもしれないが――ホワイトデー以後の二ヶ月近くは、その信頼と自信を培つちかうのに十分な期間だった。お互いがお互いを想おもい合う気持ち、それをはっきりと実感でき、だからこそ信頼が生まれ今もこうして冷静でいられる。

　ゆかりが無理矢理仕組まれた婚約式に流されるなんて、鉄平にはまるで想像がつかなかった。少なくとも今の状況ではそのような事態はあり得ないと思った。だからなかなか乗り気になれない。どうしても自分の出番はないように思えてしまう。

「まあ、どういう経緯なのかくらいは知らなきゃな……」

　何か自分の知らない事情があるのかもしれない。とにかく鉄平は上にたどり着くのを黙って待った。

　機械の駆動音とワイヤーの巻き取られる音が耳みみ障ざわりに響き続け、救命艇はやがて客船の縁のところで停止した。到着の際のわずかな揺れに耐えてから、鉄平は慎しん重ちように甲かん板ぱんの上に飛び移る。

「……意外に狭いな」

　デッキの通路は横に三人も並べば塞ふさがれてしまうくらいに狭く、そして長かった。左右の通路を見渡しても、どちらも長く遠く道が伸びている。外環からこのようにして通路は円周上に船上をぐるりと回っているようだった。足元に意識をやると、微かすかに上下に揺れているのがわかって、改めて自分が船上にいるのだと実感した。

　引き上げられたボートの脇わきには、上げ下ろしのためのコントロールパネルと思われる筐きよう体たいがあった。三つほどのボタンに小さなレバーが一本という単純な構造だ。これでボートを引き上げたのか、と鉄平は興味を引かれて筐体に近付いた。

　そのときその傍かたわらの闇やみに人が立っているのに気付き、びくりと後ずさった。

「だ、誰だれだっ？」

　人影はこちらに一歩踏み出した。近くの窓からこぼれる明かりがうっすらとその姿を浮かび上がらせる。

　肩を露出させた、首の後ろで結ぶホルターネックの青いパーティドレス。胸元は丸みを帯びたスキャロプカットが施されている。太ふと股ももが見え隠れするほど深いスリットが入り、全体的に扇情的だった。細身だが質感のある体型。肩口まで伸びた長髪はうっすらと朱を帯び、頬ほお骨ぼねの整った顔立ちの上に下縁眼鏡めがね。どこか魅力的な微笑ほほえみを浮かべたその女性は――

「お前かよ!?」

　槍やりヶが岳たけだった。

　長髪だと思ったのはウィッグのようだ。槍ヶ岳はウィッグを外して海へ放り投げ、鉄てつ平ぺいに向き直った。いつものおかっぱ頭にいつもの笑顔。

　一瞬誰だれなのかわからなかったとはいえ、少しでもこいつの容姿を魅力的だと思ってしまった自分が鉄平には許せなかった。

「てめえ、どういうつもりだッ？」鉄平は槍ヶ岳に食ってかかり、「何の説明もなく勝手に拉ら致ちりやがって。婚約式って何だ。ゆかりはどうしてる。婚約式ってやっぱり相手はあの噂うわさの婿むこ候補なのか。今度もまた大おお目め玉だまが関かかわってんのか。やっぱりお前がまた真相に一枚噛かんでんじゃねえのか――全部説明しろ！」

「お静かに」と槍ヶ岳は人差し指を鉄平の口の前にかざし、「船内のいたるところに警備員が張っています。こちらにもいつ現れるかわかりません。ちゃんと順を追って説明いたしますので、小声でお願いします」

「……わ、わかったよ」

　出鼻を挫くじかれて、鉄平はふてくされたように声をひそめた。

「ていうかさ、なんでこんな回りくどいやり方で侵入させたんだ？　多分乗船証とか必要だったんだろうけど、お前らなら簡単に偽造できただろ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　槍ヶ岳は頷うなずき、「確かに偽造は可能です。しかし五十嵐いがらしさんの予想通り、やはり今回の件にもＢＴＶが関かかわっています。つまり顔が割れているのです。恐らく乗船チェックの時点で弾はじかれてしまうでしょう」

「お前も割れてんじゃん。まあ、馬ば鹿か正直に正面から行かなければいい話だけど」

　内界人には内世界と外世界の狭間はざま『第二世界』を介し、空間を跳ちよう躍やくして自由に移動することのできる《科学》がある。その技術があれば船に潜入するのも容易たやすい。槍やりヶが岳たけもいつも通りそうやって船に密航したはずだ。

「これがそう単純な話ではないのです」

「え？」

　槍ヶ岳は眉まゆをひそめ、どこか難しい顔をして言った。

「この《ごぉじゃす・くるぅ》全体に妨害装置が仕掛けられているのです。結界のようなもの、と考えてください。私たち内界人は空間跳躍のために極小の機械を携帯するのですが、その機械機構を狂わせる妨害装置が船内全体に無数に仕掛けられている――つまり私たちもまた、この船内では五十嵐いがらしさんと同じように徒歩による移動しか許されていないのです」

「……じゃあお前、どうやってこの船に潜もぐり込んだんだよ」

「私の乗船証は先ほど五十嵐さんが言っていたように偽造しました。あとは」

「あとは？」

「変装」

「バレバレじゃん！」とても静かになんてできなかった。「顔割れてるんじゃなかったの!?」

「ウィッグ被かぶってたから大丈夫ですよ。ドレスだし」

「いやだからバレバレなんだって！」

　しかし現に槍ヶ岳は目の前にいる。ここまで用意周到に侵入した自分が馬鹿みたいだった。

「確かに五十嵐さんも同じようにすれば、簡単に潜り込むことができたかもしれません。しかし今回に限っては不安要素があったので、できるだけ安全策を取りたかったのです」

「不安要素？」

「ＢＴＶの意図が読めないのです。今回の婚約式はゆかりさんと、企業集団芥あくた川がわグループを擁ようする芥川家、その御おん曹ぞう司しであり婿むこ候補でもあった芥川小こ春はる――五十嵐さんの懸け念ねん通りです――との縁談です。当然ゆかりさんはこの船上で行われるのが自分の婚約式であるとは知らされておらず、縁談は古こ都と家を代表した古都源げん之の助すけ氏、芥川家、そしてＢＴＶの三者の独断による政略的なものです。そのような婚約にゆかりさんが応じるはずもない――これは考えるまでもない、自明のことです」

「……」

「にも拘かかわらずこの強行。これは裏に何かあると考えて間違いありません。別の目的、もしくは策あっての企画としか思えない。なのでせめて五十嵐いがらしさんだけは安全な侵入経路を確保したかったのです」

「別の目的……策……」

　と言われても鉄てつ平ぺいには想像もつかない。しかし槍やりヶが岳たけの言っていることも理解できる。

　ゆかりの婚約式――事はそう単純なものではないのかもしれない。

「そういうことで、残念なことに他ほかの撮影スタッフはもちろんのことカメラの持ち込みもできませんでした。五十嵐さんと一緒に侵入させても、どちらにしろ空間跳ちよう躍やくもできませんからね。……しかしだからといって放っておくこともできない。やむを得ず五十嵐さんにも来ていただきましたが、今回の企画は完全に後手後手であると思ってください。むしろ撮影もできないので企画といえる企画にすらならない。一応一いち太た郎ろうにはゆかりさんの周辺を守るよう伝えてありますが、はっきり言って今回は五十嵐さんに完かん璧ぺきなフォローはできません」

　フォローがない。鉄平はごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

　今までも絶体絶命の事態は何度もあった。そしてその度に乗り越えてきた。しかしその裏には槍ヶ岳たちＯＴＶの助けがあってなんとかなっていた、という側面がある。撮影スタッフが実際の状況から裏事情までを把は握あくしていたからこそなんとか生きてこられた。今回はそれがない。こちら側からすれば正真正銘流動的な事態というわけだ。

　今夜の婚約式がどういったものになるかはわからないが、いつも通りＢＴＶが関かかわっているのならば危険は免まぬがれない。今度こそ自分は命を落とす可能性だってあるのだ。

　とんでもない理不尽。いい加減にしてほしい。なんだってまた俺おれが、こう何度も何度も厄やつ介かい事に――。そう思わずにはいられない。

　けれど。

「……わかった」鉄平は頷うなずいた。「なら、俺なりになんとかしてみる」

　それはここで、身を引く理由にはならない。

　槍ヶ岳は目を細めた。「いい返事です。なんだか男前になってきましたね五十嵐さん」

　へへ、と鉄平は笑った。

　簡単に言えばもう、腹をくくってしまった――鉄平はそういうことなのだと思う。

　これからもゆかりと付き合っていくためには、たくさんの障害をクリアしていかなくてはいけない。それは受験だったり就職活動だったり出世だったり源げん之の助すけの反対だったりで――それらを乗り越える様々な努力をしなければいけない。

　そして自分たちの付き合いがこの内界人たちの騒動によって始まったものならば、これからの理不尽企画もまた、自分たちの障害のひとつなのだ。

　そう考えるなら、自分はもう迷ったり泣き言を吐いたりしない。

　邪魔するものは、全部叩たたき潰つぶす。

　それが自分とゆかりの、ふたりの闘いなのだ。

　鉄てつ平ぺいは頷うなずいて言い切った。「守るものができると、男は強くなるんだよ」

「さすがです。その調子でしっかりゆかりさんもさらっちゃってくださいね」

「おう。任せ、」

　……ろ？

　鉄平はぱちくりと瞬まばたいた。「……さらう？」

「いやぁ、最高ですね!!」うっとりと槍やりヶが岳たけは頬ほおを染めて肩を抱いた。「世界中の要人の見ている前で、華麗に連れ出される花嫁。五十嵐いがらしさんとゆかりさんの恋の逃避行、ラブ・アフェアーです！　衆人環視の中での出来事です、ふたりの仲は言い逃れようもない周知のものとなり、源げん之の助すけ氏も引っ込みがつかなくなります。つまり既成事実の完成です!!」

「お、おおおおおっ？」鉄平は愕がく然ぜんとして槍ヶ岳に詰め寄る。「お、お前、何言ってんだ？　さらうって――何がどうしてそんな話になるんだよ!?」

「ぶち壊してしまえばいいのですよ！」焦る鉄平をよそに、槍ヶ岳は興奮気味に続けた。

「相手の意図がわからない、事態は後手後手――ならば舞台それ自体を壊してしまえばいいのです！　ゆかりさんを連れ出して婚約式をメチャメチャにしてしまえば、裏も表もない、それでオールオーケーなのです！」

「お、オーケーじゃないだろっ？　全然オーケーじゃないよな!?」

「そして既成事実の生まれた五十嵐さんとゆかりさんは大手を振って挙式。式はＯＴＶの独占生放送！　高視聴率は確実！　ああ、なんてパーフェクトな企画なのかしらデス!!」

「あ、あああ……ッ！」

　鉄平は愕然と膝ひざをついて四つんばいになった。

　やっぱりこうなるのだ――なんだかんだ言っても自分はこうしていつも通り内界人たちに振り回されてしまうのだ……！

「どうしたのですか五十嵐さん。どうせ源之助氏には反対されるのですから、ここで既成事実を作ってしまえば晴れてゆかりさんと公認カップルになれるのですよっ？」

「なれねえよ！　『婚約式をメチャメチャにしたカップル』って後ろ指指されるよ！　源之助さんに顔向けできねえよ！」

「さあさあそろそろ婚約式が始まるころです！　早さつ速そく《ジューンブライド緊急企画『ミッション・古こ都とゆかりを奪還せよ』》のスタートですッ!!」

「話を聞けええええええ!!」

　そうやって鉄平が肺活量の限界まで突っ込んだとき――

「そこまでよ」

　凛りんとした声が闇やみ夜よに響き渡った。

　鉄てつ平ぺいと槍やりヶが岳たけは同時に振り返る。

　燃えるような月。正にそういう形容がぴったりな赤い赤い満月。それを背景にして――

「大おお目め玉だま！」

　大目玉が仁に王おう立だちでデッキの中央に立ちはだかっていた。その後ろからばたばたと黒スーツの集団が追いついてくる。恐らく船内を警備しているＳＰたちだろう。

　大目玉は不敵な笑みを浮かべて言った。

「こんばんは、おふたりさん。馬ば鹿かでかい声で話してくれたおかげですぐにわかったわ」

「くぅ、五十嵐いがらしさんのせいで……ッ」

「俺おれのせいかよ!?」

　慌あわてて立ち上がる鉄平の胸に、槍ヶ岳は何かを押し付けてきた。懐かしい感触とデザイン。口を通るものならばなんでも収容でき、そして取り出せる内世界の《科学》アイテム――『見えないリュックサック』！

「行ってください！」槍ヶ岳は大目玉を睨ねめつけながら、鉄平に叫さけぶ。「ゆかりさんの元へ――早く！」

　迷っている暇はない。鉄平は舌打ちして床を蹴けった。トップスピードに入ると同時に『見えないリュックサック』を背負い、がむしゃらに走る。

　後ろから複数の足音が追いかけてきた。ちらりと振り返ると黒服たちが一斉にこちらに向かっていた。

「結局こうなるのかよ!?」



「行きなさい」大目玉は人差し指を遠ざかりつつある鉄平の背中に指し、黒服たちに言った。「この女は私に任せて、あなたたちはあの少年を。計画通りに追いなさい」

　黒服たちは迅じん速そくに動き出し、ばたばたと槍ヶ岳の横を通り抜けていく。槍ヶ岳は特に微動だにせず立ち尽くし、じっと大目玉の方を凝視していた。

　離れていく足音。その間も両者は睨にらみ合っていた。

「……何のつもりですか。大目玉」口火を切ったのは槍ヶ岳だった。「この、意図の不ふ明めい瞭りような、無謀とも言うべき企画。これは本当に、ゆかりさんと芥あくた川がわ小こ春はるとを結びつけるためだけのものなのですか？」

「ＢＴＶは今、追い詰められていると言っても過言ではないわ」

　突然大目玉が言った。槍ヶ岳は眉まゆをひそめる。

「何ですか？」

「相次ぐ企画の失敗、視聴率の低下――そろそろこれらのツケを取り戻さなければ今後の経営すら危うい。彼らは今そういう状態なの」

「……彼ら？」

　確認するまでもなく、大おお目め玉だまはＢＴＶ所属のリポーターである。その自社を指して《彼ら》と表現するのは、明らかにおかしい。

「大目玉、アナタは――」

「だから芥あくた川がわ小こ春はるが『私に策があります』と言えば、どんなに無謀な企画であろうともすがりつかなければいけなかった。何でもいいから視聴率に結びつくものに飛びつくしかなかった。そこに、付け入る隙すきがあったのよ」

「隙……？」

「ＢＴＶ側は何も気付いていない。この企画の裏で何が動いているのかを」

「アナタは一体何を言っているのですッ？」

　珍しく戸惑いの表情を見せる槍やりヶが岳たけ。

　大目玉はニヤリと笑い、懐ふところに手を入れた。そこから取り出されたのは――

「こういうことだ」

　黒光りする、拳けん銃じゆう。

　槍ヶ岳は目を見開いた。

「アナタは、まさか――」

　銃じゆう声せいが、槍ヶ岳の声をかき消した。

　　　＊

　憂ゆう鬱うつだった。

　――最初から気が乗らないのよね……。

　歩きながら大目玉は嘆たん息そくする。

　船内は内装からしてそれらしくなかった。従業員用の施設や機関室ともなると違うだろうが、“〝動くホテル”〟の別名はこうしたただの通路にも行き届いていた。室内を広く設計するためさすがに通路は手狭になってしまうが――足音をほぼ完全に吸収してしまうほどの高級絨じゆう毯たんに、淡い肌色に塗装された壁面に等間隔に配置されたブラケットライト。そして船というものはいかに研究を重ねようとも完全に揺れをなくせないらしいが、それでもこの船は他ほかに比べて圧倒的に揺れが少ないように思えた。ふとすれば海上ではなく地上のホテルにいると錯覚してしまうような、極限まで抑えられた揺れだ。

　大目玉はそんなホテル然とした通路を闊かつ歩ぽしながら、景気の悪い顔をしていた。思いは今回の企画について堂々巡りしている。

　――そもそもあのクソガキの存在が気に食わない。

　芥川小春。

　自分のあずかり知らないところで、上司が番組用にフィーチャリングした古こ都とゆかりの婿むこ候補。《自分のあずかり知らないところ》というのが特に気に食わない。

　大目玉は槍ヶ岳を擁ようするＯＴＶの『外界ウォッチング』の対抗馬として企画を任されている。そのほとんどプロデューサー的な役割を持つ自分に、相談のひとつもなく小こ春はるを指名した。そのことに今も腹が立って仕方がない。

　――一言断ってくれればよかったのに。

　そうすれば自分は、きっと。

　……はっ、と大おお目め玉だまは気付いて立ち止まった。

　一言断られていたら――自分はきっと、どうしていたと言うのか。

　喜んで企画に賛同しただろうか。

　それとも――反対しただろうか。

　――反対？　反対する理由なんてないじゃない。

　そんなものない。ないのに――網膜の記憶は独りでにひとりの少女を映し出す。そしてその記憶の映像から少女の悲しむ顔を妄想して、チクリと胸が痛む。

　――なんで痛むのよ？

　大目玉は自分で戸惑う。自分で自分の思考が理解できない。

　ただわかるのは、自分は『事前に断りのなかった』ことが気に食わないのではなく、『この企画で少女が悲しむだろう』ことが気に食わないのだということ。

　そんなふうに思ってしまう自分がなんだか面おも映はゆくて、大目玉は首を振った。何なのそれ。あの少女が悲しむからどうだって言うの？　よくわからない。わからないからこそ。

　――乗り気じゃないのよ。

　そして何度目になるかわからないため息をつくのだった。

　そのとき大目玉の隣を、ばたばたと黒服たちが駆けていった。その中のひとりが走りながら無線で「九番デッキ、ガーデン・カフェ。了解」などとまくし立てている。

　大目玉はそれをぼうっと見送った。

「我らがライバルの登場、ね……」

　　　＊

「何ど処こだよここ!?」

　そこはカフェテラスだった。

　天井がスライド式ガラス屋根で覆われ、噴水や観葉植物、バーカウンター、そして百席以上を収容したガーデン・カフェ。日中であれば暖かな日差しと噴水の音が心地よい気分をもたらしてくれるのだろうが――今は完全に照明を落とされていた。月明かりの淡い光が辛かろうじて光源となっているくらいで、それでようやく調度品や家具の類たぐいの形が見て取れるような状態だった。

　鉄てつ平ぺいがこの九階のデッキまでたどり着いたのは、単純にそこしか行くところがなかったからだ。後ろから追われていると思ったら反対側の通路からも黒服たちが現れて。そうしたら逃げ場はそれに挟まれた階段しかなくて。他ほかの階へ通じる扉は全すべて鍵かぎがかかっていて――とそんなふうに追い立てられ逃げ場所を探していたら、九階まで上ってきてしまっていたというわけだ。

　ここがカフェテラスであることくらいは、鉄てつ平ぺいにもわかる。わかるのだがここからどういった経路をたどればゆかりの元にたどり着けるのかがわからない。そもそも、

「ゆかりは何ど処こにいるんだよ!?」

　話にならなかった。

　ガーデン・カフェに飛び込んだ鉄平は、荒い息をつきながらも立ち止まらず速歩きでテラスを横断する。時々椅い子すの脚につま先をひっかけて毒づいたりしながらも必死に思考する。

　――どうすればいい。俺おれはどうすればゆかりの元に行ける？

　必要なのは――現在位置とゆかりの位置とそこまでの経路の把は握あく。それを教えてくれる見取り図。こうした広大な、しかも客を乗せることを前提とした船ならば案内図の類たぐいは必ずあるはずだ。鉄平はまずそれを探そうとテラスを見回した。

　しかし相手は待ってくれない。鉄平が入ってきた扉を蹴け破やぶって黒服たちがなだれ込んできた。

「くそっ！」

　先頭の黒服が何事か無線で喋しやべっている。これ以上援軍を呼ばれては敵かなわない――鉄平は黒服たちとは逆方向に駆け出した。

　ガーデン・カフェは広く、そして席数が多かった。いちいち避けて通るのもうっとうしくなるほどの無数のテーブルや椅子が進路を塞ふさいでいる。焦っているのと夜目とのせいで、振り上げる手や膝ひざを何度もぶつけたりしながら必死に走り続けた。

「――っこの」

　いい加減追われることにストレスが蓄積していた。鉄平は走りながら手元にあった椅子の背もたれを掴つかみ、振り向き様に背後に放ほうった。

　椅子は鉄平と黒服たちの中間のテーブルに横から衝突し、テーブルを薙なぎ倒した。倒れるテーブルと転がる椅子に進路を断たれ、一瞬だけ黒服たちが立ち止まる。その一瞬に鉄平は全力で距離を稼ぐ。

　わずかな月明かりに――もう、すぐそこの壁に扉らしき輪りん郭かくが見えた。とりあえずそこまでッ！　と鉄平はこれ以上ないほどに加速する、が。

「――――嘘うそだろ!?」

　目の前で扉が開き、別の黒服の集団がぞろぞろと現れた。鉄平は慌あわててブレーキをかける。新たな黒服たちは無言でこちらに向かってきた。背後からもばたばたと足音が近付いてくる。

　前方と後方を塞がれた。追い込まれる恐怖に背筋を凍らせつつも鉄平は左に視線を巡らせる――瞬間に、今まで存在に気付かなかった扉が開き、そこからも黒服の群れが乗り込んでくる。

　ちょっと待ってくれ。鉄てつ平ぺいは泣きそうな顔で残された右方に――確認もせずに駆け出す。こっちまで黒服たちが現れるようならデッド。鉄平は賭かけるしかなかった。

　救いだったのは、残された方角に『ＳＴＡＦＦ－｜ＯＮＬＹ』と書かれた扉があったことだった。

　見つけた瞬間に、鉄平は加速した。

　すでに息は上がっていたけれど、痛いほどに歯を食いしばって走り続ける。避けて通るのも面倒になりテーブルを踏み越えて進む。ほとんどテーブルから転げ落ちるようにして跳ちよう躍やく、着地と同時に床を蹴ける。つんのめりそうになりながらもひたすら前を目指す。走る。

　走る。あまりの勢いに非常口の扉に衝突しそうになるが、ぎりぎりドアノブを掴つかむ――幸いにして鍵かぎはかかっていなかった。ぶち破るようにテラスの外に飛び出し、同時に扉の縁を掴んで背後に向けて叩たたき閉めた。鉄平は勢いを殺せず、飛び出した先にあった壁に肩から突っ込んだ。

「っつ……ッ」

　痛みに立ち止まっている暇はない。鉄平は顔をしかめつつも自分の居場所を確認した。

　そこは通路だった。ガーデン・カフェの凝った内装に比べてかなり無機質な空間に思えた。いかにも間に合わせのものといった感じの、塗装のあちこち剥はがれた床に、ぼんやりとした予備灯の明かり。内装と呼べる内装のない機能的な通路は、鉄平が出てきた扉から真左右に伸びていた。どうやら従業員用の近道のようなものらしかった。鉄平はどちらに逃げようか考えて――ふと気付いた。

　複数の物音。背中の扉の向こうから響いてくる足音、自分の乱れまくった呼吸、遠く微かすかに聴こえる波音、何ど処こからか響いてくる機械の駆動音――それらに混じって。

「うう……」

　うめき声が、聞こえた。

　視線は自然と、右方向の通路にある、半開きの戸に向けられた。戸と壁の隙すき間まから明かりが漏もれていて、そこから声は聞こえるようだった。苦しげなうめき声。そんな暇も余裕もなかったのだが――鉄平はつい気になって走り寄り、扉の隙間から中を覗のぞいた。

「…………え？」

　驚いて立ちすくんだ。

　そこは倉庫だった。資材やダンボールの山が、部屋の隅に追いやられるように積み上げられている。剥むき出しのコンクリートの壁と床と天井。天井からはみすぼらしい裸電球が釣り下がっていた。広さにして十畳程度はありそうだが、物置のように物が雑然としていて実際より狭く感じる。

　その部屋の中央に――人が転がされていたのだ。

　猿さる轡ぐつわを噛かまされ、両手両足を縄で括くくられて。

「…………」

　何コレ。

　完全に予想外の出来事に硬直してしまう。鉄てつ平ぺいは、縛られうめきながらこちらを見上げる人物をぽかんと見下ろした。

　耳にかかる程度のショートカット。小さく細い体たい躯く。女の子？　と一瞬思って着ている服がタキシードであることに気付いた。にしてもどこか中性的な顔つきに男らしからぬ体格だった。それがなんで、こんな――。

　そのとき、部屋の外で荒々しく扉の開く音がした。

「ヤベっ！」

　慌あわてて後ろ手に戸を閉め、鍵かぎをかけた。足元に転がる人物にしっと黙るように人差し指を立てて示し、そのままの姿勢で扉の外に耳をそばだてる。こちらとは逆方向に遠ざかる足音と――こちらに近付いてくる足音。どうやら二手に分かれて捜そう索さくするらしかった。まだ気付かれていない。

　本当は肩で息をしても間に合わないほど呼吸困難に陥おちいっていたのだが、強引に声を押し殺した。鉄平は青い顔にあぶら汗をかきながらじっとやり過ごす。

　二手に分かれてこちらに近付いてきた足音はやがて――

「……」

　通りすぎていった。

「……」

　それでも待ち続ける。五秒……十秒……そして足音が完全に聞こえなくなってから。

「――――はあああぁぁぁ」

　喉のど元もとで塞せき止めていた息とともに全身から力が抜けて、鉄平は床にへたり込んだ。背中や脇わきが気持ち悪いほど汗をかいていて、しかめっ面で肺に酸素を叩たたき入れる。むせそうになるのをなんとかこらえる。背中越しの冷たい鉄扉が唯一心地よかった。

　縛り転がされていた少年がもの言いたげにこちらを見ていた。鉄平は弱々しく頷うなずき、

「わかってるって……今解ほどくから」

　思った以上に自分は疲労していて、みっともないほどに指が震えた。苦戦しながらなんとか少年の縛いましめを解いた。

　ずいぶんと長い間縛られていたらしく、少年は軋きしむ筋肉を緩かん慢まんと動かした。ぷるぷると腕を立てて姿勢を正そうとする様子に、鉄平はなんだか産まれたての小鹿を連想した。

「大丈夫か？」

「はい……どうもありがとうございます」

　弱々しく少年は目を伏せる。ほっとしているのかそうでないのか、ちょっとわかりづらい表情だった。

「今俺おれ、個人的に余裕ないんだけど」鉄てつ平ぺいは訊たずねた。「とりあえずどうして縛られてたんだよ？」

　少年は顔を上げた。

　あれ、と思う。何ど処こかでこの顔を見たことがあるような。

「偽者……」

「え？」

「誰だれかが、私と入れ替わっています」

　セリフの内容にしてはあまり切せつ羽ぱ詰まっているようには思えない、平へい坦たんな口調だった。

　けれど鉄平はどきっとさせられる。

『入れ替わっている』？

　経験的に鉄平がそのフレーズから連想できる人物は、ひとりしかない。

　少年は続けた。

「あなたは……五十嵐いがらし鉄平さんですね？」

　鉄平の身体からだに緊張が走った。「お前……誰だよ？」

「私は」



    

  
    
      



    

  
    
      　警戒心を露あらわにする鉄てつ平ぺいに反して、少年は落ち着いた物腰で鉄平を見つめ返した。

　ガラス球のような、冷たい瞳ひとみだった。

「芥あくた川がわ小こ春はると申します」

　　　＊

　気分は鬱うつだが、仕事はこなさなくてはいけない。

「――時間よ」

　控え室の扉を開けた大おお目め玉だまは、中にいた人物に言った。

「準備はできたの？」

　そいつは振り返りもせず背中越しに答えた。清潔なタキシードに閉じ込めた、不健康な背格好。

「はい。すでにできています」

「……なんで私がこんな使用人みたいなことしなくちゃいけないのかしら」

　苦笑の声。「私の使用人やボディガードは今、船内に出払っていますから」

　背中は振り返らない。大目玉は戸口に立ち、苛いら立だたしげに眉まゆをひそめた。態度悪いわね――それは口に出さないでおいて、

「……五十嵐いがらし鉄平が来たの？」

「おそらく」

「大丈夫なの？」

「大丈夫です」断言して、「全すべては計画通りですよ」

　ゆっくりと振り向いた。

　ぞくり、と大目玉は背中が粟あわ立だつのを感じた。

　――何？

　大目玉は戸惑う。

　そいつは――小春は笑っていた。

　それはいつもの機械的な笑顔、

　ではなかった。

「そう……全て計画通りです」

　小春は口元を歪ゆがめている。

　――何なの？

　それは、

　――何があったの？

　まるで――





　別人みたいだった。



    

  
    
      


【第３話・フィアンセ上等！】





「あくたがわ……こはる？」

　鉄てつ平ぺいは首を傾かしげた。

「…………どっかで聞いたことあるような、ないような」

　これには無表情を通していた小こ春はるも驚いたらしい。瞼まぶたをわずかに見開き、え、というか細い声を漏もらした。「その程度の認識なのですか？」

「？　どういう意味だよ」

　きょとんとする鉄平に、小春はますます困惑の色を滲にじませる。「五十嵐いがらしさん……あなたは何をしにここにいらっしゃったのですか？」

「え。……っと、なんつうか、その、ゆかり」をさらいに、とはなかなか言えたものではない。「に会いに」

　小春は質問を続けた。「それでは、何な故ぜこうして危険を冒おかしてまで会いに来たのですか」

「……なんか、婚約式とか言うから。その、あれじゃん。彼氏として放っとけないだろ？」

「……ゆかりさんは誰だれと婚約するのですか」

「誰と、って……あれ。誰だっけ？」

　首を捻ひねる鉄てつ平ぺいに、小こ春はるは、

「呆あきれました」

　と言うほど呆れているようには聞こえない声こわ音ねで感想を告げた。どうやら感情表現はあまり得意ではないようだった。「ライバルに名前すら覚えてもらえていないとは、なんだか悲しいです」

　鉄平は眉み間けんに皺しわを寄せる。「ライバル？　誰の？」

「私のライバルです」

「誰が」

「あなたが」

「……」

「……」

「……俺おれが、お前のライバル？」

「はい」

「……あ。あああああッ！」ようやく思い出して、鉄平は後ずさった。背中が鉄扉に当たる。「お前、ゆかりの婿むこ候補じゃん!?」

　やっとわかってもらえました、と小春は小さく嘆たん息そくする。やはり無表情だったが。

　こいつが――。鉄平は改めて小春をまじまじと見下ろす。

　小春は見ていて痛々しいほどにか細い体格をしていた。背丈はひょっとしたらゆかりよりも低いかもしれないし、だとしたらゆかりよりも体重は軽いかもしれない（実際の数字は知らないけれど）。ゆかりは女子の中でも小柄な方だが、小春はそれよりも一回り小さく見えた。

「……ちなみにいくつ？」

「十九歳です」

　しかも年上……！

　鉄平はあらゆる意味で呆れ返った。これは一言がつんと言ってやらなければいけない。

「ちゃんと食べてんのか？」

「余計なお世話です」小春はぴしゃりと言い返した。「今はそのような冗談を垂れている場合ではないのです」

「……わかってんよ」鉄平は肩の力を抜いた。「つまり、こういうことなんだな？　お前が本物の芥あくた川がわ小春で」

　小春は頷うなずき、

「今外を出歩いているのが、私の偽者ということです」

　　　＊

　互いに空気を推おし量はかって様子を見ていた招待客たちだったが、その中で先陣を切ってゆかりの元に、挨あい拶さつに訪れたのは外資系の企業を束ねるチャイニーズの男性だった。

「次 婚 恭喜ヅエーツーテインホエヌゴンシイー」

　男性の発音は聞き取りやすく丁寧なものだったが、まだ中国語に慣れていないゆかりには何と言われたのか理解できなかった。しかし「恭喜おめでとうございます」の意味だけは辛かろうじてリスニングする。

　問題は、

　――何が「おめでとう」なのかな……？

　これは芥あくた川がわグループ主催のパーティであって、決してＫＯＴＯのものではない。そのような場で、いきなり自分に「おめでとう」と祝いの言葉をかける理由が思い当たらなかった。

　ゆかりは「謝謝シエシエ」と曖あい昧まいに微笑ほほえみ返しつつ、横目で一いち太た郎ろうに助けを求めた。一太郎は何な故ぜか苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「一太郎さん？」

「……仕方ありません。直前まで秘密にするように言われていたのですが」

　一太郎はとうとう諦あきらめたように嘆たん息そくし、言った。

「こちらの男性はこうおっしゃったのです。『この度は御婚約おめでとうございます』と」

　……

　ゆかりはぱちくりと瞬まばたいて一太郎の顔を見つめる。一太郎は気まずそうに視線をそらし、

「源げん之の助すけ様の、御判断です」

　やがてゆかりの中で、ゆっくりと理解が生まれてくる。パーティの内容を聞いても歯切れの悪かった源之助。何かしら隠しているようだった一太郎。遠巻きに自分を見ていた招待客たち。

「源之助様はゆかり様と五十嵐いがらしさんとの関係を御存知でした。まさか隠し通せていたとはゆかり様も考えてらっしゃらなかったと思います。ゆかり様の周辺には常に身辺警護――平たく言えばボディガードがついていたわけですし、百ゆ合り百ゆ合り学園においてもそのことは有名すぎる事実でした。私も苦言を呈ていしはしましたが――源之助様は聞き届けてくださいませんでした」

　――つながった。

「一太郎、さん……」

　ゆかりは茫ぼう然ぜんとするしかない。

　これが――婚約式？

　自分と鉄てつ平ぺいとを引き裂くための、源之助の強硬手段？

　私の、婚約式？

「え……えぇ？」ゆかりは素直に困惑してしまう。予想もしなかった事態に頭が追いつかない。「そんな。う、嘘うそですよね？」

　口元は自然と苦笑の形を取る。あり得ない。そんな馬ば鹿かな話が。ゆかりは一いち太た郎ろうに詰め寄るが――

「…………」

　一太郎は首を振った。

　ゆかりは目の前が真っ白になった。

「……うそ」

「嘘ではありませんよ」

　それは本当に不意打ちだった。

　背後からの声。振り返る――寸前に、ゆかりは察する。

　婚約式なのだから、当然相手がいる。

　自分の婚約者。源げん之の助すけと、そして恐らく芥あくた川がわグループが用意した縁談の相手。

　その人がこれから振り返る先にいるのだと、ゆかりは直感的に察した。

　察したからと言って、何ができたというわけではなかったけれど。

　　　＊

「あんたの言うことは、どこまで信頼できる？」

　鉄てつ平ぺいの疑問はもっともだった。

　そもそも鉄平と小こ春はるは敵対関係にある。小春の偽者が――それがたとえ《奴やつ》であったとしても――そこらを出歩いていたとしても、自分には関係ない。予定通りゆかりの元に向かうだけだ。

　小春は心得ているように頷うなずいた。「ではどうすれば五十嵐いがらしさんの信頼は得られますか」

「全部話せ」鉄平は簡潔に告げる。「あんたが知っていることを、全部だ。大おお目め玉だまたちとの関係、あんたと入れ替わっている偽者の正体、そしてこの状況を大目玉たちは知っているのか、あんたの偽者はどれだけ予想外の存在だったのか――洗いざらい、話せ」

「お安い御用です。お話ししましょう」

　小春はあっさりと承諾し、答えた。

「まずこの婚約式は、私芥川小春個人と、ＢＴＶさんとの協力関係において計画が進められました。古こ都と源之助氏に接触し、芥川グループを引き込んでこのような舞台を作ったわけです。ゆかりさん本人には内密に、という条件下で源之助氏とスケジュールを調整。源之助氏もゆかりさんと五十嵐さんとの交際には反対してらしたようですから、事は簡単に進みました。この計画にこれといった裏という裏はないと言っていいです。婚約式をセッティングして、やがては私とゆかりさんが結婚する――それが私とＢＴＶさんが考えた企画でした」

「疑問がある」鉄てつ平ぺいは口を挟んだ。「ゆかりが縁談に応じないって可能性は考えなかったのかよ？」

「断り切れない、というのが私たちの見解でした。ゆかりさんは世界中の著名人の前で初めて婚約のことを知らされるのです。そこで一言で断ってしまおうものなら今後の芥あくた川がわグループとの親交にヒビが入るのは確実ですし、何よりＫＯＴＯの印象を汚けがすことにもつながります。これから次期社長として業界に乗り出そうとする彼女にとって、それは大きな痛手となります。しかも芥川グループはＫＯＴＯにとっても脅きよう威いとなり得る企業群です。敵には回したくないと考えるのが普通でしょう。自然、ゆかりさんはがんじがらめになってしまう」

「……最悪だな」

　鉄平は吐き捨てた。胸やけのように腹立たしい気持ちが込み上げてくる。

　こいつは――こいつらはゆかりの隙すきに付け込もうとしたのだ。ＫＯＴＯという会社を背負う重荷を、その立場を利用してゆかりを縛り付けようとした。その卑ひ劣れつ極まりない手段。

　そして、同時に。

　ゆかりが動けなくなってしまう要因のひとつが、自分にあることもわかっていて、鉄平は歯がゆく思ってしまう。

　――俺おれは、はっきり言ってゆかりの足あし枷かせなんだ。

　闘いに踏み出そうとする彼女の脚を掴つかみ、簡単なスタートも切り出せなくさせてしまう存在。それが自分。

　だってそうだろ？

　ゆかりは今、きっと困っている。

　自分という恋人がいるせいで突然突きつけられた縁談に困り果てている。自分との関係とＫＯＴＯ社長という肩書きの板挟みにあって苦しんでいる。鉄平にはわかる。本気で好きになって、本気で付き合っているからこそ――ゆかりの状況が読めてしまう。

　――俺がいなければ。

　源げん之の助すけもこのような強硬手段を取ることはなかった。しっかりと孫娘に考える時間を与えたはずだ。自分という邪魔者が現れてしまったから――源之助はゆかりに無理を強しいたのだ。

　鉄平は小こ春はるたちの悪質とも言うべき行為に怒りを覚えるのと同時に、自分の不ふ甲が斐い無さに対しても腹を立てていた。

　悔しい。死ぬほど悔しい。

　まだゆかりのステージに――隣に立てていない自分が、悔しい。

　たとえ自分が名乗り出たって、誰だれも相手になどしてくれない。失笑されて終わりだ。自分は世間的に認められるほどゆかりと釣り合いが取れていない。同じレベルに、同じ舞台に立っていない。どうしようもなく無力で――

　――いや。待て。待てよ俺おれ。違うだろ？

　鉄てつ平ぺいははたと思い至った。握り拳こぶしを作り、奥歯を噛かみ締しめる。

　――今、足手まといになるなら。

　いつかそれを帳消しにするくらい、這はい上がってやればいいんだ。

　それが自分の立てた誓い。何度揺らごうとも、何度でも立て直してやる誓い。

　諦あきらめない。

　立ち止まっても――下がらない。

　揺り返しを振り切るのに、少し時間をかけすぎた。鉄平はきっと小こ春はるを睨にらみ付けた。

「そんな企画は、俺がぶっ潰つぶしてやる」

「企画はすでに破は綻たんしかけています」小春はそんな鉄平を静かに見つめ返している。「ＢＴＶですらあずかり知らないところで。……いえ、もしかしたらこれこそがＢＴＶの狙ねらいだったのかもしれませんが、真相は私にもわかりません」

　小春は冷静に分析している。そう、今は小春のような態度が正しい。ひとりで熱くなっていてもダメなんだ――鉄平は深々と息を吐き、心を落ち着ける。

「……それがあんたの偽者なんだな」

　その通りです、と小春は頷うなずく。「私がひとりで控え室に待機していたところに、突然現れた人物がいました。彼は私とまったく同じ顔形をしていて、私の部下であるはずの黒服たちを率いていました。瞬またたく間に私は取り押さえられ、この倉庫に閉じ込められました」

　小春は淡々と出来事を語る。本当に自分のことを語っているのか疑いたくなるような無感動さだった。

「私の偽者に、心当たりはありますか？」

　鉄平は答えなかったが、心当たりはあった。

　――ハヤミマコト……。

　最初の邂かい逅こうはクリスマス・イヴのとき。古こ都と家を襲ったテロ事件の主犯――それがハヤミマコトだった。

　ハヤミマコトは内世界と外世界の狭間はざまに存在する『第二世界』の生命体だ。個々人の個性というものが存在しない『第二世界』では、全体が同一の個を持ち、それ故ゆえに何物の姿にも変化することのできる《擬態》という能力を持っている。ハヤミマコトというのは鉄平たちが便べん宜ぎ上呼んでいる名前で、これはイヴの事件のときにＫＯＴＯ副社長である速水真事はやみまことに《擬態》していたことに由来する。『第二世界』が崩壊するに至った原因の一端を負っている内世界に復ふく讐しゆうするため、間接的に外世界での犯行に至った――というのがイヴの顛てん末まつだ。

　バレンタインのときも、よりにもよってクラスメイトの藤ふじ森もり文ぶん七しちに《擬態》していた（しかも裏で槍やりヶが岳たけと手を組んで）という食わせ者。クリスマスでの復ふく讐しゆう云うん々ぬんはどうしても許せないが、バレンタインでの一件があるため鉄てつ平ぺいは彼に対してどういった感情を抱けばいいのか、正直戸惑っている。許せないけれど――わざわざ捜し出してどうにかしたいとまでは思わない。

　その彼が、小こ春はるに《擬態》している――？

　――いや。

　鉄平は首を振る。まだそこまではわからない。今の段階では『小春の偽者がいる』ということしかわかっていない。それはもしかしたらハヤミかもしれないし、ハヤミではないのかもしれない。そしてそいつはＢＴＶとつながっているかもしれないし、つながっていないのかもしれない。何にせよ実際に偽者に会ってみなければわからないのだ。

「……とにかく問題はその偽者の目的です。このタイミングで私と入れ代わること――その意図。私が最も心配しているのは、ゆかりさんです」

　鉄平は顔を上げた。小春は真まっ直すぐにこちらを見つめていた。

　ふと、鉄平は驚く。

「偽者の目的はわかりませんが、状況的にまず確実にゆかりさんが何かしらの危険にさらされるでしょう。だから――五十嵐いがらしさんがゆかりさんの元へと向かうのならば、私も連れて行ってください」

　表情のない奴やつだと思っていた。

「確かにあなたと私は敵対関係にあります。ＯＴＶとＢＴＶの確かく執しつの中にもあり、何より男として譲れないものがたくさんあります。しかし」

　体格もそれらしくなくて、軽くつつけばそれだけで倒れてしまいそうな、弱々しいたたずまい。およそ男らしくない男、だと思っていた。なのに。

「ゆかりさんを想おもう気持ちだけは、同じはずです」

　その眼まな差ざしにだけは、強い光が宿っていた。

　初めて小春を男らしいと、鉄平は思えた。

「五十嵐さんはこの船の構造を知りませんね？　私が案内いたします。だから連れて行ってください。私は、ゆかりさんを守りたい」

「……」

　――まだだ。

　まだ、信頼に足るものを自分はもらっていない。鉄平は小春を睨にらみ返しながら考える。

　本人が口にしていた通り、小春は大おお目め玉だまたちＢＴＶとつながっていたのだ。自分にとっても――当然ゆかりにとっても敵であることには変わりない。そんな相手を信じてもいいのか。騙だまされてはいないか。

　しかし案内が必要であることも事実だった。単純には小こ春はるの申し出を断れない。

　信じるか、信じないか。

　判断材料が必要だった。

「……もうひとつだけ、答えてくれ」だから鉄てつ平ぺいは訊たずねた。「あんたがゆかりを想おもう気持ちは、本物だと言えるか？」

「言えます」

　小春は即答した。「ここに誓って――断言します」

　鉄平は決断するしかなかった。

　　　＊

　ゆかりは、芥あくた川がわ小春という青年を知っていた。

　十九歳という年齢にして芥川グループの中心で活躍する若きホープ――という知識としてだけでなく、一度だけだが実際に面識があった。数年前、何かのパーティで会い、仔し細さいは思い出せないけれどそこで一言二言話した記憶がある。それから会う機会はなかったが、何度か経済紙でも顔写真が載っているのを見たことがある。

　今目の前に立っている彼は、その記憶通りの姿だった。見ていて羨うらやましく思えるほどの線の細さ。こう言うのも失礼かもしれないが、あんまり記憶の中の面影と変わっていなかった。

　ただ「違う」と思った。

　愛あい想そが悪いというわけではないのだけど。無表情で感情を表すのが得意でない、不器用な人――そんな印象を芥川小春に持っていた。

　なのに目の前の小春は「違う」と思った。

　同じ顔、同じ背格好。むしろその「同じ」という印象が却かえってゆかりにそう思わせたのかもしれない。

　表情だけが、記憶と違っていた。

「ようこそ《ごぉじゃす・くるぅ》へ」小春は丁寧に頭を下げてから、「お久しぶりですね、ゆかりさん。私のことは覚えておいででしょうか？」

　ニコリと笑った。

「今夜は私たちの記念すべき日です。共に祝いましょう」

　――違う。

　ゆかりははっきりと思う。少なくとも自分の知っている芥川小春は、こんな表情をしなかった。できなかった。笑っていてもそれが心から笑っているのだとは思えない――それがわかってしまう、機械的な、とても悲しい笑顔だった。

　だが、今そこにある笑顔は違っていた。中身が空っぽでない、意味のある笑顔。しかし何な故ぜかそれを好意的に受け取ることができない。

　何かを含んでいそうな笑顔。

「ど……どうも」

　困惑と違和感とその笑顔とのせいで、ゆかりはぎこちなく言葉を返すことしかできない。うまく話せない。何を何ど処こから整理したらいいのかわからない。

　これは自分の婚約式で。

　小こ春はるが自分の婚約者で。

　小春が記憶とは違ってて。

　私は――

「私は」

　どうしたらいいの？

　何かを――自分でも何を口にしようとしているのかわからなかったけれど――何かを言いかけたゆかりを、小春は笑顔で制した。

「こちらへ」

　演劇やコンサートの会場も兼ねているのだろう、ホールの最奥――舞台上へと小春が招こうとする。躊ちゆう躇ちよする、というよりは混乱の極みにあったゆかりは動けなかった。しかし小春は何事もなかったようにゆかりの手を取り、優しくエスコートしていく。招待客たちはふたりのために道を空ける。ゆかりは今度こそ抵抗できずに引かれていった。

　舞台の袖そでに源げん之の助すけの姿を見つけた。

　源之助の隣にはニコニコと微笑ほほえんでこちらを見守る男女の姿があった。こちらはよく知っている顔だった。芥あくた川がわグループ代表取締役とその奥方。小春の両親。

　源之助と目が合う。源之助は一度表情を強こわ張ばらせてから、ついと視線をそらした。

「じょ」

　――冗談じゃないッ!!

　ようやく回転し始めた頭。状況の理解。源之助の意図。既成事実が作られようとしている。こうやって『公式に』発表することで、自分を身動きできなくすること。言い逃れようのない状況を作ること。小春や源之助の魂こん胆たんを知る。

　ダメ。イヤ。ゆかりは首を振った。こんなの認められない。認められるわけがない。

　――私は、鉄てつ平ぺいくんと。

　鉄平と、同じ未来を歩きたい。

　さっきまでそう望んでいたばかりなのに。

　なのに――ゆかりは振り解ほどけなかった。手を引く小春の手を、振り払うことができなかった。身体からだは強張り、引かれるまま、言葉も紡げず、ぎこちなく歩かされ、ただただ――何もできなかった。

　ＫＯＴＯという縛いましめが、ゆかりを無力にさせていた。

　気がつけば壇だん上じように立っていた。ゆかりの前で、小こ春はるがマイクを片手に喋しやべっている。

「この度はお忙しいところ、お集まりいただいてありがとうございます」

　何百人という観客に向かって。

　――待って。待ってよ。

「すでに皆さんもご存知であったと思いますが」

　――知らない。私は何も知らない。

　前を向いている小春。ゆかりはその手を取ろうとして――逆に掴つかみ返された。小春は顔だけ振り返りニコリと笑った。マイクを遠ざけ、小さく囁ささやく。

「詳しい話はまた後にしましょう。今は――たくさんの人が見ています」

　ゆかりは言葉を失う。図らずもその光景は、招待客たちに「緊張している婚約者を小春が落ち着かせている」という仲睦むつまじい構図に思わせた。

　小春は再び前を向き、

「私わたくし芥あくた川がわ小春と古こ都とゆかりは、婚約いたします」

　盛大な拍手が送られた。

　事態はすでにどうしようもない状況にまで追いやられていたのだ。

　　　＊

　鉄てつ平ぺいが『見えないリュックサック』に手を突っ込むと、予想通り拳けん銃じゆうが出てきた。黒いカーボンスチール製のオートマチック銃。スミス＆ウェッソンＳＷ１９１１。

　――またこいつのお世話になるとはな……。

「本当に撃っちゃっていいんだな？」鉄平は小春に確認する。「ゴム弾とはいえ、痛いぞ」

「やむを得ません。私の部下全員が入れ替わっているとは考えがたいですが……しかしそうでなくても偽者が交ざっていると考えた方が利口です。たとえ私が名乗り出て保護されたとして――いつ裏切られるかわかりません。誰だれひとりとして信用できないのなら、全員疑い、全員倒すしかないです」

「……ものすげえ暴論じゃね？」

「しかしそれが最も安全で確実な方法です」

　小春には武器の類たぐいは持たせない。それこそ裏切られるかもしれないし、そもそもこの男が銃なんてぶっ放したら腕の骨が折れてしまうのではないかと（本気で）思ったからだ。とにかく小春には道案内に徹してもらう。

　鉄平は拳銃にマガジンを装そう填てんし、右手でグリップを握る。左手は銃身に添える。懐かしい感触。……撃てるか？　クリスマスのときを思い出す。構え方。サイトの見方。発砲の際の反動。威力。思い出す。この腕に感触を蘇よみがえらせる。

　……あんまり覚えてねえや。

　鉄平は苦笑した。基本的な撃ち方や構え方もうろ覚えで、なんだか心こころ許もとない。仕方ないから――実際に撃って思い出すしかない。いちいち確かめている時間はないのだ。

「行くぞ」



《ごぉじゃす・くるぅ》は、一般客が入れる空間だけを言えば全十階――つまり一から十番までのデッキがある。

　鉄てつ平ぺいたちがいるのは九階――九番デッキ。ガーデン・カフェやパームコート、バー、フロントラウンジなど乗客がくつろぐことのできる施設を中心とした階層である。

　そして婚約式は船体中央部分、一番デッキから三番デッキを吹き抜けにしたグランドホールで行われている。

「じゃあ一番でも二番でも三番でも、とにかくどのデッキからでも入れるのか？」

「その通りです。一般のお客様は一番デッキからしか入れないようになっているのですが、従業員通路ならばどのデッキからでも入れます。順当に考えて三番デッキから侵入するのが近道でしょう」

　鉄平と小こ春はるは廊下を走っていた。小春が鉄平のやや右前方を行く形である。これも小春が怪しい素振りを見せた場合、即座に反応できるようにだ。

「このまま廊下を進めば、パームコートに行き当たります。そこに七番デッキまで下りられる階段がありますので、とりあえずはそこまで行きましょう」

「パームコートって何だ？」

「オープンラウンジのことです。主に午後のゆったりした時間を提供しております」

「そりゃよかった」

　小春によると、船内の廊下の照明は全すべてセンサーによって管理されているらしく、人が通ると自動的に点灯する仕組みになっている。鉄平たちが走る先から壁のブラケットライトが次々と点ともされていく。つまりこれは――

「相手に俺おれたちの位置を教えてるってことだよな？」

「そうなりますね」

　話すそばから――前方の曲がり角から黒服が現れた。



　……鉄平がクリスマスの死闘で学んだことは、ただひとつ。

　とにかく「立ち止まるな」ということ。

　自分は銃もろくに扱えないような素人しろうとだ。狙ねらってもなかなか当たるものではないし、複数で囲まれたらひとたまりもない。策とか技術とか、そういう手に職のようなものもない。できるのはただ突き進むことだけ。その場しのぎでも構わない。とにかく足を止めず、徹底的に不意を突き、前進あるのみ。それだけ。



　だから、

「お」鉄てつ平ぺいは止まらなかった。「おおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　走る足は止めず、前方に掲かかげた拳けん銃じゆうのトリガーを引き絞る。火薬の爆発音が廊下を駆け抜け、「――うぇ？」予想以上の反動に仰のけ反ぞりそうになる――のを「お」無理矢理「ぉああああああッ!!」身体からだを前に倒すことで抑えた。

　歯を食いしばり、上に流れそうになる腕を、射線を強引にねじ落とす。黒服は無傷で立っている。慌あわてて角の死角に飛び込もうと後退する。

　咆ほう哮こうは喉のどの奥に押し込み、鉄平は続け様に二回引き金を引く。二発の弾丸はあらぬ方向に飛んで弾はじける。黒服は完全に死角に身を潜めてしまう。鉄平はそこへ――

「五十嵐いがらしさん！」後方から小こ春はるの声が追う。小春は最初の発砲の段階で、耳元で炸さく裂れつした銃じゆう声せいに頭を抱えて立ち止まっていた。「無茶です！」

　――わかってる。

　わかっているけれど、自分にはこれしかない。その思い切りが、

　――俺おれの武器だ!!

　そして黒服が再び角から頭を覗のぞかせたとき、

「――――ッ？」

　鉄平はその目の前まで肉迫していた。

　ほとんど黒服の胸元に飛び込む形で接触し――その脇わき腹で引き金を引き絞る。零ゼロ距離で起こる小爆発と着弾。

　声もなく昏こん倒とうする黒服――の後方。視界の端にもうひとりの黒服の姿を捉とらえた。

「っこの――」

　鉄平は反射的に、目の前でくずおれる黒服の胸元を渾こん身しんの力で蹴けり飛ばした。黒服はその背後にいた仲間を巻き込んで派手に転倒。鉄平はすかさず回り込んでもうひとりの黒服に弾丸を撃ち込んで無力化させた。

　後ろからぱたぱたと小春が追いついてきた。

「……あなたは何者なのですか」

　俺が聞きたい、と鉄平は思った。

　　　＊

「始まったわね」

　爆発的な拍手がホールに渦うず巻まく中、大おお目め玉だまはひとり壁際で腕を組んでいた。

　今回の企画において、大目玉の出番はほとんどないと言っていい。大目玉たちＢＴＶがしたことと言えば、船内に空間跳ちよう躍やくを妨害する装置を配備する、ただそれだけだった。船内の見張りは全すべて小春の息がかかった者が選ばれ、この先の展開を完全に把は握あくしているのも小春だけだった。

　――どうするつもりなのかしら……。

　大おお目め玉だまは舞台上を見つめている。注目と祝福に片手を挙げて応こたえる小こ春はる。その後ろで蒼そう白はくになっている古こ都とゆかり。とりあえず第一段階はクリアしたと言っていいだろう。

　ゆかりは今、板挟みにあっている。自分の気持ちと自分の立場に。ここでこの縁談を拒絶することは彼女にとって完全なマイナスになる。あらゆる業界に顔の広い芥あくた川がわグループを敵に回すことは、たとえＫＯＴＯと言えど明らかに好ましくない。

　――さあ、どうするの芥川小春。

　あとひと押し。もうあとひと押し、何か決定打になるものがあれば――ゆかりは落ちるかもしれない。たとえどんなに五十嵐鉄平いがらしてつぺいを想おもっていたとしても、ＫＯＴＯ社員の人生を引き換えにするようなことは許されない。

　もうひと押し。何を決定打とするのか。

　そして。大目玉はほとんど睨にらみ付けていると言っていい、きつい眼まな差ざしでゆかりを遠くから見つめる。

　――あなたはどうするのかしら？

　この状況を。この危機をどう切り抜ける？

　今度だけは五十嵐鉄平の助けではどうにもならない。この突き付けられた縁談にゆかり自身がどう行動するかで、全すべては決まる。

　――見せてもらうわよ。

　あなたの、闘い方を。

　ふふふ……と肩を震わせてから。

　はぁ、と大目玉はため息をついた。

「……退屈ね」

　自分の仕事がない。

　　　＊

　手探りで配電盤のブレーカーを落とすと、光が闇やみに切り替わった――のを、瞼まぶたの向こうに感じた。鉄平はゆっくりと瞳ひとみを開く。

　ぼんやりと、消灯前に見えていた視界が形を取り戻していった。縦に長い空間。照明を落とす前に目を瞑つぶって馴な染じませたおかげで、フロア全体を見渡せた。海側の壁が全面ガラス張りだったので薄い月明かりでも十分視界が利く。屋内にヤシの木をあしらうという大胆なインテリアのシルエット。ソファとテーブルが並び、各席に観葉植物の仕切りがされている。

　鉄平と小春はソファの陰に屈かがみこみ、その姿勢のままそそくさと進み始めた。

「……よくブレーカーの場所なんて知ってたな」

「私の会社の船ですから。当然です」

「当然、なのかなぁ……」

　こそこそと小声で話を交わしながら、小走りに進む。

　フロアの中央では黒服たちが突然の光の消滅に混乱していた。

「おい電気が消えたぞ!?」

「ブレーカーかっ？」

「待てっ、そこに誰だれかいる――」

　ぞ、と口にされるより早く、鉄てつ平ぺいの銃が火を噴いていた。火薬の小爆発で生じた光が一瞬だけ暗くら闇やみを照らす。五人で群れていた黒服のひとりが吹き飛ばされるところだった。

　騒然となる黒服の輪の中に鉄平は飛び込む。黒服のひとりの足元に滑り込み、その太ふと股ももに向けて発砲。凄すさまじい破裂音が轟とどろく。

　再び照らされた闇に、他ほかの黒服の大体の位置を記憶する。それは相手も同じこと。三人目の黒服のどてっぱらに弾丸を叩たたき込んだところで、別の黒服に取り押さえられた。左手を掴つかまれ、足払いをかけられ押し倒される。闇やみ雲くもに拳けん銃じゆうを突き出して引き金を引くが、それは黒服の頭のすぐ横を照らすだけに終わった。即座にその右手も押さえられる。

「っそ――」

　毒づくが相手の膂りよ力りよくは自分のそれより上回っていた。両腕を押さえられたままたちまち馬乗りに――マウントポジションを取られ、頭突きを食らった。後頭部が床に衝突して一瞬だけ意識が飛ぶ。

「あ――」

　やばい。そう思ったとき。

「ふっ！」

　そんな微かすかな吐息が空気を切り裂き、何か大きな物体が鉄平の身体からだに圧のし掛かっていた黒服を横殴りに吹き飛ばした。一瞬何が起こったのかわからないでいると――

「五十嵐いがらしさん！」

　小こ春はるの声が耳じ朶だを叩き、それで鉄平は覚かく醒せいした。起き上がり様に後方へと跳ぶ。目の前を影が過よぎる。その影に向けて拳銃をぶっ放す――刹せつ那な的な照明が黒服の左肩の弾はじける瞬間を映し出した。鉄平はさらに引き金を引いてそいつの脇わき腹に弾丸をぶち込んだ。

「芥あくた川がわッ、何ど処こだ!?」

「こっちです！」

　声に振り返ると小春と思われる輪りん郭かくがそこにあった。小春はラウンジにあった椅い子すを手にしていた。これで自分は助けられたらしい――悔しいので礼の代わりに言った。

「――行くぜ！」

　駆け出す後ろから小春の足音が付いてくる。

　鉄平はまだ弾数の残っているだろう拳銃のマガジンを抜き取り、ベルトに挿していた新しいマガジンを装そう填てんし直した。あと何発残っているのかも覚えていない――ならば、潔いさぎよく新しい物に取り替えた方がいいと判断してのことだった。

　ラウンジの出口には、廊下から漏もれる光があった。そこにはやはり黒服の姿が――。

「どけええええええええええええええッ！」

　咆ほう哮こうと共に、鉄てつ平ぺいはトリガーを引き絞った。

　　　＊

　茫ぼう然ぜんと立ち尽くし続けるゆかりに、小こ春はるが外の空気を吸いませんかと誘った。ゆかりはこの悪夢の光景――自分が不本意な婚約をたくさんの人々が祝っているという――から逃げ出したい一心で、それに従った。

　ホールを横切る間も招待客たちは皆、自分たちを見ていた。英語や中国語、日本語など様々な言語で祝福の声を投げかけられる。小春は愛あい想そよく手を上げて応こたえていたが、ゆかりは耳を塞ふさぐのを我慢し、うつむいたまま黙々と彼の後に続いた。

　ホールを出た先は、デッキだった。寒風が心地良く肌を撫なでるのを感じて、初めて自分がひどく汗をかいていたことに気付いた。

　外に出てからもデッキを歩き続ける小春。その背中を睨にらみつけながら――ゆかりはカラカラの喉のどから無理矢理言葉を捻ひねり出した。

「どうして、こんな」

「あなたのことが好きだからです。ゆかりさん」

　思わぬ即答に、息を飲む。

　小春はゆかりを振り返ってニコリと笑ってから、また歩き出した。

「……」

　ゆかりは少しだけ頬ほおを赤くして、とてとてと後に続いた。

　満月といえど海上の闇やみは深かった。船窓から漏れる光でようやくデッキの輪りん郭かくやお互いの姿形が見て取れる程度。冷たい潮風に汗は瞬またたく間に乾いてゆかりは肩をすぼめた。

　一分ほど歩いたところで、小春がぴたりと立ち止まった。ゆかりも慌あわてて足を止める。小春は傍かたわらの手すりに触れて何かを確認すると、ゆかりに向き直った。

「怒ってますか？」

「――あ」つかえそうになる喉から、ゆかりは強引に言葉を紡ぐ。「当たり前――」

　が、言い切る前にそれを飲み込んだ。

　小春が――頭を下げていたのだ。

「申し訳ありません」

「あ、え……」

「今回の縁談はこちらから古こ都と源げん之の助すけ氏に申し出たことです。それがあなたに迷惑をかけてしまったのなら、この通り謝罪いたします。これでも足りないとおっしゃるのなら」

　と小こ春はるは膝ひざを折ろうとする。ゆかりは慌あわててそれを止めた。

「ま、待ってください！　そこまでしなくていいですから！」

「……許していただけるのですか？」

　ゆかりは意表を突かれた。

　上げられた顔が――本当に許しを請うような表情をしていたから。

　だからゆかりは二の句が継げなくなった。本当はもっと激しく怒りをぶつけるつもりだったのに、その矛ほこ先さきを見失ってしまう。

　責める言葉の代わりに、訊たずねた。「あ、芥あくた川がわさんって……変わりました？」

「え？」

「なんだか、その……以前にお会いしたときよりも、表情が豊かになったというか」まるで別人みたいに。「……あ、いや、ごめんなさい！　失礼なこと言いました！」

「いいんですよ」小春はニコッと笑う。「ゆかりさんがおっしゃることもわかります。初対面のときは私、機械のようでしたから」

「き、機械だなんて……」

　小春はニコニコと笑っている。無防備な笑顔にゆかりはうつむいてしまう。

　――調子、狂う。

　こんなはずではなかった。もっとガツンと言ってやるつもりだったのに……。

「私がこんな顔をするのは、ゆかりさんの前だけですよ」

　潮風の冷たさに目を細め、小春は海を見やる。ゆかりもなんとなくつられて海面に視線を移した。黒い波がぼんやりと月明かりを弾はじいて揺れている。……直前の小春の言葉は聞き流そうと努力した。

「少し、話してもよろしいですか？」

　はい、とゆかりは小さく頷うなずいた。

「個人的な話で恐縮ですが……本当に私はただの機械でした。父の教えに従い、言われるままに動くだけの、ただの機械です」小春は虚空を見つめて語り始めた。「私の父は、このような場でこそ社交的で温和に振る舞っていますが、家に帰れば厳格な人でした。特に私に対する教育については……将来グループの頂点に立つ者として、それに値する知識、技術、矜きよう持じを叩たたき込まれ、感情は捨てろと言われました。私も愚かなもので、それを素直に受け入れてしまったんですね。気がついたら世間中からマシーン呼ばわりですよ」

　ひどいですよね、と小春は苦笑した。

「でも三年前に、変わることができました」

「三年前……」

「初めてゆかりさんとお会いしたときです」少しだけはにかみ、「それも今日のようなパーティの中でした」

　あ、とゆかりは声をあげた。

　三年前ＫＯＴＯ系列の会社が大きなプロジェクトに成功したとかで、その祝賀会が行われた。当時自分は社会勉強という意味で連れて行かれ、そこで小こ春はるに会った――それが初対面。それは覚えていたけれど、実際に何を話したかまでは忘れていた。

　けれど、今。

「そのときゆかりさんが、私におっしゃったのです」

　急激に記憶が膨れ上がる。そう、確か自分は――

「『笑顔が硬いよ』」

「本当にごめんなさい！」ゆかりはたまらず頭を下げた。「あのときはなんていうか、私もてきとうなこと言って――というか変に生意気で、その、とにかくごめんなさい！」

　くすくすと楽しそうに小春は言った。

「いや、あれが思いのほか効いたのです」

「効……いた？」

「ええ。効いたのです」小春は頷うなずき、「あんなふうに話しかけてくれた人は、ゆかりさんが初めてでしたから」

「……」

「たいていの人は身構えるんですよね。たとえ私が笑っていても『何を考えているかわからない』という顔で、警戒心を解かないのです。まあ実際自分でも笑いながらあれこれ汚いことを考えているのですが」

　小春は苦笑し、「けれど、ゆかりさんだけなんですよ。笑顔で――あんなふうに明るく言ってくれたのは」

「……」

「あのときから私の中で何かが変わった。まだ人前ではできませんが……こうしてゆかりさんの前でなら、笑うことができる。心の中にちゃんとした感情が浮かんで、それを表現することができる――それは今まで無感動だった私にとって、とても大きな意味だったんです」

「っで、でも私はッ」

　そんな大した意味で、それを口にしたわけではない。

　ただ退屈なパーティで――年が近そうな人がいて、むしろそのときは年下だと思っていて、自分と境遇が似ていると勝手に思って、自分もいつかはそんな心にもない笑顔で挨あい拶さつ回りをしなくちゃいけないのかと考えたら憂ゆう鬱うつになって、だからもっともっと伸び伸びと笑ってほしかった――ただそれだけだった。

　大きな意味なんてない。心から小春のことを思っての言葉ではなかった。

「軽い気持ちでいいんです」言葉にできずうつむくゆかりに、小春は心得ているように頷いた。「問題はそれを私がどう受け取るか。それだけなんですよ」

「……」

「私はゆかりさんのおかげで心を持つことができた。だからそれで、いいんです」

「芥あくた川がわさん……」

　小こ春はるはニコリと笑った。

「少し冷えましたね。あのパーティの中に戻るのもなんですし、温かい飲み物でも持ってきます。お腹は減っていませんか？」

「あ、だ、大丈夫です」

「では、こちらでお待ちいただけますか」

　ゆかりが止める間もなく、小春は行ってしまった。

「……………………はあぁ」

　小春の姿が見えなくなると、ゆかりはぐったりと手すりにもたれた。

　――何も言えなかったよ……。

　まだ頭が混乱している。突然の婚約式。突然の告白。一度にいろんなことが起こりすぎて、頭の処理能力が追いついていない。むしろ今は何も考えたくない気分だった。

「鉄てつ平ぺいくん……」

　どうしよう……。

　ゆかりはなんとはなしに――ついと顔を上げた。



　その、瞬間だった。

　　　＊

　どばんっ！　と扉を蹴け破やぶって、鉄平と小春は船室内から飛び出した。

　寒風が吹きすさぶ――そこはデッキだった。

「どっちだ!?」

「こちらです」

　小春の指し示す方に鉄平は駆け出し、小春も続く。小春を先頭に――という考えはもう頭にはなかった。

　順調だった。必要な限り黒服たちを無力化させ、深追いはしない。ダメだと思ったら遠回りをし――そうやってここまでやって来た。

　ここは六番デッキ。あと三階分のデッキを下ればゆかりのいるグランドホールとやらにたどり着ける。順調である。

　順調すぎて怖くなるくらいだった。

「……なあ。ちょっと思ったんだけど」

「何でしょうか」

　走りながら鉄てつ平ぺいは訊たずねた。「なんで相手は銃とか使わないんだ？」

「どういう意味でしょうか」

「いやだってさ、そうじゃね？　この船にはお偉いさんがたくさん集まってるんだろ。だったら警備する奴やつもそれなりの装備してなきゃいけないと思うんだけど。それこそ拳けん銃じゆうなんてあって当然だと思ってたから、ちょっと拍子抜けしてんだよ」

　跳弾を恐れているんだろうか？　と最初は思ったのだが、それが銃を携帯しない理由になるとはとうてい考えられない。やはり徒と手しゆ空くう拳けんで警備に当たるというのは、どう考えてもおかしな話だった。

「なあ、どうなんだ――って」

　気付いて鉄平は立ち止まった。振り返ると、小こ春はるが足を止めて何やら手すりを撫なでたり間近でまじまじと眺めたりしていた。鉄平は訝いぶかしく思って歩み寄る。「何してんだ…… ？」

「印を確認しているのです」

「印を確認？」

　そうです、と小春は頷うなずきこちらに向き直った。「質問にお答えしましょう」

「え。あ、ああ。さっきの話な」

「はい。先ほど五十嵐いがらしさんがおっしゃっていたように、この船には世界中からたくさんの著名人が集まります。財界人から芸能人、スポーツ選手にいたるまで実に様々な方がいらっしゃいます。そのような方々はどなたも個人的なＳＰやボディガードを連れていらっしゃるのですが、船内警備の統率を図るため、個人の護衛の方々には乗船をお断りしています。衣食住並びに警備関係についても、当方に委任していただくということです」

「……で？」

「つまりこの船内にいる警備員は全すべて私の部下であり、彼らが銃火器を持たないのは私がそうするように命じたからです」

　小春はくすりと笑った。

「あなたを、こうして生かしたまま追い詰めるために」

　ぞくり――と。

　鉄平は背中が粟あわ立だつのを感じた。

　鼻び腔こうをくすぐる危険な臭におい。強烈な違和感。

　衝動的に拳銃を持つ手を上げようとして――鋭い銃じゆう声せいがそこに飛び込む。弾丸は正確に銃身に命中し、鉄平の手から弾はじき飛ばしていった。拳銃は手すりを越え黒い海の中へと消えていく。

「っつ……ッ」鉄平は空っぽになった右手を左手で押さえた。痛みを伴う痺しびれに、指先が痙けい攣れんしている。「て、めえ……ッ！」

　小春は硝しよう煙えんのたなびく拳銃を手に、微笑ほほえんでいた。スミス＆ウェッソンよりもひと回りも小型のハンドガン。

「疑問に思いませんでしたか？　警備員たちの、あなたの追い詰め方を。どこか誘導するような気配がなかったでしょうか？　そう――まるで、私のところにあなたを導くように」

　考える余裕もなかった、というのは言い訳になるだろうか。確かに黒服たちの現れ方は自分というイレギュラーに対して統率の取れた、流れのある追い方をしていたように思う。

　自分は、誘導されていたのだ。

「全部嘘うそだったのかよッ？　お前の言ってたこと、全部……！」

　ゆかりを好きだという気持ちも、何もかも。ぎりり、と鉄てつ平ぺいは痛みも忘れて歯を噛かみ締しめる。「ざけんなッ！」

「確かにいくつか嘘はつきました」小こ春はるはあっけらかんと肯定する。「しかし真実も織り交ぜてありますよ。まず芥あくた川がわ小春の古こ都とゆかりを想おもう気持ち――『どんな手段を用いてでも古都ゆかりを手に入れたい』という気持ちは本当だし、ＢＴＶもこの計画のことを知りません。全すべて私と芥川小春との独断によるものです」

　小春の引っかかる物言いに、鉄平は眉まゆをしかめた。

「『私と』……？」

　ふふ、と小春は笑う。それで――鉄平は気付いた。

　あくまで機械的な表情しか浮かべなかった小春。それは多分、本物がそういう奴やつだからそうしていただけなのだ。

　でも目の前の小春は違う。不気味なほど邪悪な笑みを浮かべている。

　こいつは、小春ではない。

　こいつは、こいつこそが――

「ハヤミマコト……！」

「やっと気付いたか」

　小春は――小春の姿に《擬態》したハヤミマコトは、邪悪な微笑をさらに歪ゆがめた。

「久しいな。四ヶ月ぶりか？」

　声こわ音ねが変化していた。それは確かにクリスマスやバレンタインのときに聞いた、ハヤミの声だった。

「てめえ……ッ、またＢＴＶの奴らにそそのかされたのかよ!?」

「話を聞かない奴だな。さっきも言った通り、ＢＴＶはこのことを知らない」

　言いながら、小春の姿をしたハヤミは、ジャケットの懐ふところから何か棒状の物を取り出した。長さ十センチ程度の筒。

「俺おれが単独で芥川小春に近付いたんだ。偶然にもお互い利害が一致してな。大おお目め玉だまには内緒で協力し合うことになった」

　ハヤミは取り出した筒を拳けん銃じゆうの先に装着する。素人しろうとの鉄平にもそれが何なのかはすぐにわかった。

　消音装置サイレンサー。

「お、おい……」ぞっとして鉄てつ平ぺいは呟つぶやく。「冗談じゃねえぞ……」

「警備員に銃を持たせなかったのは、よけいな弾だん痕こんや形跡を残したくなかったからだ。争った形跡はない、警備員は誰だれも五十嵐いがらし鉄平を見ていない、防犯カメラにも映像は残らない、殺人が起こったという証拠は何処にもない――よって、五十嵐鉄平は事故死と見なされる」

　ニヤリ、と笑う。今の今まで能面のようだった表情がいきなり露骨に歪ゆがむというのは、かなり不気味に思えた。

「ちなみにさっきお前が会った大おお目め玉だまな」

「？」

「あれも俺おれだ」

　一瞬言われている意味がわからず、鉄平はぽかんとした。ハヤミはくつくつと笑う。

「俺は大目玉にも化けてたのさ。本人の身体からだを細部まで検あらためたわけではないから完全なそれは望めないが、自分の目で一度見たものならば視覚的範囲に限り擬態ができる。本物はホールでのんびりしてるよ。デッキで最初にお前らの前に現れた俺は、その後九階まで移動し、今度は芥あくた川がわ小こ春はるとして待ち伏せてたってわけだ。わりとタイトなスケジュールだったぜ？」

「ちょ……え？」

　鉄平は混乱しそうになる頭をなんとか落ち着かせようとする。待て。待てよ。するとどうなる？　こいつが言っていることが本当だとすると――何がどうなる？

「大目玉の姿になれば、槍やりヶが岳たけは警戒しないからな。利用させてもらったよ」

　槍ヶ岳。

　そう、槍ヶ岳なのだ。

　生なま唾つばを飲み込んで、鉄平は問うた。

「……槍ヶ岳は、どうした」

　ハヤミは待ってましたと言わんばかりの笑顔で、答えた。



「殺したよ。とっくに」



　――嘘うそだ。

　とても信じられなかった。

　槍ヶ岳はこれまでのどの企画においても誰よりも優位に立ち、むかつくほど絶対的な安全圏にいた。あの女が傷を負うような事態は今まで一度もなかった。必ず最後にはボロボロになる自分に、必ず最後に傷ひとつないきれいな笑顔を見せるのだ。

　その槍やりヶが岳たけが。殺しても死なないような女が。

「嘘うそだ」

　殺されるわけがない。

「信じる信じないはお前の勝手だがな。海に落ちていったよ。お前もじきそうなる」

　――何、これ。

　鉄てつ平ぺいは呼吸も整わなくなるほどの動どう悸きを感じていた。

　――なんなんだよ、これは。

　喪失感に、胸を穿うがたれていた。

「……なんでだ」

「あ？」

「なんでお前ッ、こんなことすんだよ!?」銃口を突きつけられているのも忘れ、鉄平は吼ほえた。「せっかくバレンタインのときに改心したと思ったのに――なんで今更、こんな意味不明なこと！」

「絶望したんだよ」

　鉄平は全身が総毛立つのを感じた。

　眼がん窩かの奥から――暗く、鈍い光を放つ眼球がこちらを見据えていたのだ。

「俺おれは、絶望したんだよ」

「な、にを」

　鉄平はすくんでいた。ハヤミのあまりに深い闇やみを帯びた眼球に――居すくんでいた。

「改心？　馬ば鹿かを言うな。俺は気付いてしまった。だから、絶望した」

「――――い」

「だから俺は、壊さなくちゃいけないのさ。だから殺さなくちゃいけない。この手で、お前を」

「意味わかんねえよッ！」

「お前が俺のことを理解する必要はねえ。……ただ、そうだな」にんまりと、ハヤミは笑みを浮かべる。「ひとつだけ教えてやるよ。お前は事故死として処理される。が、そのためにはその死ぬ瞬間を目撃する人物が必要になる」

　ハヤミは顎あごをしゃくって「手すりを見てみろよ」と言った。

　鉄平は不審に思いながらも、チラリと背後の手すりを振り返った。

「……テープ？」

　手すりには赤いビニールテープが巻かれていた。「何だよ、これ……」

「それは印だよ」

　ハヤミは笑っている――暗い暗い、怨おん念ねんのような感情を迸ほとばしらせながら。

「今この下に、古こ都とゆかりがいる」

　鉄てつ平ぺいは目を見開いた。

「目撃されて来い」

　強烈な殺意。

　動かなければ死ぬ――鉄平は直感から地を蹴けった。

　　　＊

　特に理由があったわけではない。

　それは単純に下から吹き上げた潮風に反応しただけなのかもしれないし、非科学的に「虫の報しらせが働いた」だけなのかもしれない。

　とにかく――ゆかりは手すりから顔を上げた。

　顔を上げたから――見てしまった。

　目が合ってしまった。

「――え？」



　上から下へと落下する、

　鉄平と。



「ぇ――」

　それは刹せつ那な的瞬間。頭から落ちる鉄平は確かにゆかりを見ていて、手すりにもたれるゆかりは確かに鉄平を見ていた。

　お互いがお互いの目を見合っていた。

　脳が反応するより早く――手が動く。ゆかりも、鉄平も。ふたりは手を伸ばし合い、



　そしてその手は触れ合うことなく空を切った。



　何もない空間に手を伸ばしたまま、ゆかりは聞いた。

　ぼちゃん、という音を。

　あっけないくらいの、落下音を。

　ゆかりはゆっくりと視線を落とす。手すりの向こう、遥はるか下。そこは黒々とした海面が揺れているだけだった。

　黒い闇やみの淵ふちが渦うず巻まいているだけだった。

「………………………………………………………………………………………………え？」

　　　＊

　生まれて初めて知った。

　海の中が、これほどまでに暗闇に満ちていたなど。

「…………ッ？」

　海面に叩たたきつけられた全身は、強烈な痺しびれに犯されていた。さらに衣服は海水に包まれ身体からだの動きを縛る。叩きつけられた拍子に肺の中の空気が無数の泡と共に吐き出されてしまい、塩からい水が喉のどの奥になだれ込んできた。

「……っ、…………!?」

　鉄てつ平ぺいはかつてない混乱に陥おちいっていた。

　視界は光源の存在しない海中によって完全に遮断され、何も見えなかった。海の流れも、自分の身体も、吐き出す泡粒さえも――何も捉とらえることはできない。ただただ闇やみに囚とらわれていく感覚だけがあり、それが混乱を生んだ。

　もがけばもがくほど沈んでいく。そのことに気付けないほど錯乱していた。最初は自分が海に落ちたということすらも認識できなかった。

　――撃たれた。

　何ど処こを？

　覚えていない。凄すさまじい衝撃に身体を押された。それから――どうなった？

　水。息ができない。苦しい。水？

　落ちた、のか？

　海に――落ちた？

　気付いたときには遅かった。視界は闇に覆われ、全身は痺れと痛みと海流に捕まってしまった。背中のリュックサックを下ろすという発想はできても、行動に移すことができない。

「……ッ！」

　そうするうちに、じん、と頭の天てつ辺ぺんにまで痺れが伝わってきた。思考力までもが奪われていくのがわかった。まるで何かで消し取られていくかのように――頭の中に浮かんでいた言葉や映像が削られていく。

　黒いイメージ。

　視界を奪う闇と同様のものが頭の中にも浸入してきて、全すべてを塗り潰つぶしていく――そんなイメージがあった。そのイメージさえも潰されていく。

「…………っ」

　死ぬ、のか？　鉄平は漠然と思う。俺おれはこんなふうにして――死ぬのか？

「…………ッ!!」

　戦せん慄りつした。

　信じられない恐怖が胸を侵し、何もかも忘れて鉄平は絶ぜつ叫きようした。

　闇は、絶叫も鉄平も全てを飲み込んでいった――。







　この日を境に。

　五十嵐鉄平いがらしてつぺいは、消息を絶った。



    

  
    
      


【第４話・マリッジブルー上等！】





　――もう少し、もう少しだけでいいんですっ。

「そうは言うけどね、もう三日も捜してるんだよ。こう言っちゃあれだが……やっぱり何かの見間違いだったんじゃないのかね？」

　――でも本当に見たんです！　って、鉄平くんが……ッ。

「しかし船にいた人は、誰だれも彼を見ていないと言うじゃないか。監視カメラにもそれらしい姿は映っていない。彼を見たのは君だけなんだ」

　――私は本当に見たんです！　何度もそう言ってるじゃないですか！

「じゃあこういうことかい？　彼が恋人の君を追って船に潜もぐり込んで、でも船内に侵入する前にデッキから落ちてしまった。そういうことかい？　とても信じられないよ」

　――でも実際に鉄平くんは、帰って来ないんですよッ？

「……よしんばそうだったとしよう。彼は船に潜り込み、転落してしまったとする。それが本当だとしたら――もう三日も経たつんだ」

　やめて。言わないで。

　その先を言わないで。

「彼はもう、生きては――」



「――――ッ！」

　悪夢を振り払うように――これ以上の闇やみに引きずり込まれないように。

　ゆかりは強引に瞼まぶたを見開いた。

「……っは、はぁ、は」

　身体からだを横たえていただけなのに、完全に息が上がっていた。全身はびっしょりと汗をかき、喉のどがカラカラに渇いて痛みすら覚えた。

　頭が痛い。お腹が空すいているけれど食欲が湧わかない。食べてもすぐに吐いてしまう。胃液が喉を焼き、むせるように咳せき込む。

「…………」

　鉄パイプのベッドから身体を起こし、ぼんやりと部屋を見回した。八畳の空間。テーブル。本棚にクローゼット。これがゆかりの部屋の全すべて。

　書類や本がいっぱいに詰め込まれていた本棚は、今はほとんどが空になって――中身は絨じゆう毯たんの上にぶちまけられていた。テーブルの上には手付かずのままパリパリに乾燥してしまったパスタの皿。マグカップが横倒しになって、広げっぱなしにしていたテキストにコーヒーが黒く染み付いてしまっている。テーブルの足元にはもう一皿分のパスタが死んだクラゲのように横たわっていた。

　悪いことしたな、と頭の片隅で思う。昨日は家庭教師の茜あかねが心配して食事を作りに来てくれたのに。自分は彼女が口にしたたった一言で取り乱してしまった。

　たった一言。

『死んだ人のことをいつまでも思っていても、意味ないよ――』

　許せなかった一言。

「死んで、ない」かさかさの喉で、なんとか言葉を紡ぐ。「鉄てつ平ぺいくんは、生きてるよ……」

　言った先から、涙が溢あふれてきた。



　あれから一週間が経過した。

　船上のパーティ。

　デッキにいたゆかりは確かに鉄平が転落する瞬間を目撃した。目が合った。手を伸ばし合った。幻覚でも錯覚でも見間違いでも、決してない。

　ゆかりは戻ってきた小こ春はるに救助隊を呼んでもらった。パーティは途中で中断され慌あわただしく帰港。ゆかりは引き上げようと声をかける源げん之の助すけの言葉も無視して晴海はるみ港のターミナルに居座り続けた。

　救助隊の捜そう索さくは三日間に及んだが、成果は得られなかった。その間も鉄てつ平ぺいが家に帰ってきた、という情報もなく、ゆかりは救助隊にさらなる捜索を要請したが――結局、鉄平の両親がそれを取り下げてしまった。

　これ以上は、息子のことで御迷惑をかけられません――。

「死んでない……生きてるんだよ……」

　それ以来、ゆかりは部屋に閉じこもってしまった。

　一歩も外に出ず、カーテンを閉め切り、あらゆる訪問者――源げん之の助すけや友人の曜よう子こ、文ぶん七しちなど――の呼びかけにも応じず、昨日ようやく家庭教師の茜あかねを部屋に入れられるくらいには回復したと思ったら、いとも容易たやすく自分は壊れてしまった。

　最近は横になってもまったく寝た気がしない。目を瞑つぶればあの日の悪夢が蘇よみがえり、身体からだを休めているはずなのに体力と精神をすり減らしてしまう。食事もまともに取れず水道水でつなぎ、そうして摂取した水分も涙や吐と瀉しや物となって出て行ってしまう。

　ずっと身動きが取れずにいた。何もできないで、悲しみにがんじがらめになって。ただただ泣いて、いろんな人に心配をかけて、それでも泣くことしかできない、罪悪感より寂せき寥りよう感の方が勝ってしまう――そんな日々が続いていた。

　けれど。

「……違う。そうじゃ、ない」

　ゆかりはひとり、横に首を振った。

　――このままじゃ、いけないんだ。

　本当はわかっていた。自分はこんなふうに閉じこもっている場合ではない。

　落下する鉄平を見た。鉄平の消息は依然として知れない。

　その意味を、知らなければ。

　――行動、しなくちゃ。

　真相を確かめなければいけない。

　　　＊

　身体を洗い、髪を整え、荒あれ放題の肌に薄く化粧を施して誤ご魔ま化かし、服を着替える。この一連の動作だけで自分がいかに衰おとろえ廃人的な生活をしてきたかがわかった。ひとつひとつの動きに力が入らず、ふとした拍子によろけてしまう。二本の脚で立ってたった数十秒で震えがきた。じん、とこめかみに痺しびれが走り、視界が揺れた。その後も頭痛は続く。あまりの衰えぶりに呆あきれるどころか泣けてしまう。

　都合四日間、一歩も外に出なかったことになる。久々の日差しは熱く眼球に突き刺さり、ゆかりは玄関の前で思わず立ち尽くしてしまう。

　時刻は正午前。梅つ雨ゆ時で空気は湿り、分厚い雲が空を覆っていたけれど、閉じこもっていたゆかりには十分に眩まぶしい明るさだった。

「――――ゆかり、さん？」

　ぼうっと立ち尽くしていると、横から声がした。

「……曜よう子こちゃん。文ぶん七しちくん」

　振り返った先には、霧きり島しま曜子と藤ふじ森もり文七が立っていた。

「ゆかりさん……！」

　曜子は瞳ひとみに涙をため、ゆかりに抱きついてきた。ふわ、と優しい香りが鼻び腔こうを撫なでる。

「曜子ちゃん……」

「しん、心配したんですよッ!?」曜子はゆかりの胸の中で叫さけんだ。「ずっと出てきてくれなくて――もし、もしもゆかりさんが、じ、自殺でもしちゃったらどうしようかと思って……！」

　やがて声にならないほどの涙声になり、それでも曜子は何かを喋しやべり続けた。溜ため込んでいたものを吐と露ろするように。

　ゆかりはぼんやりと思った。

　――悪いこと、した。

　曜子はバレンタインの一件で仲良くなった私立百ゆ合り百ゆ合り学園の生徒である。丁寧に手入れのされたボブシルエットのロングヘア。何かと自分のことを気にかけてくれ、くるくると表情を変えるかわいい女の子。茫ぼう然ぜんと彼女の肩に触れながら顔を上げると、文七と目が合う。肩をすくめる彼も、どこかほっとした顔をしていた。

　文七はクラスメイトの男子。相変わらずのボサボサ髪（本人はナチュラルヘアと豪語しているらしいが、悪いけどゆかりには認められない）にいつもおどけたような表情をする、気のいい男の子。鉄てつ平ぺいを介して話をするようになり、ホワイトデーの一件では間接的にお世話になったらしい。

　そういえばあれから毎日のように――この時間あたりに、ふたりは自分の元を訪れてくれていた。ふたりとも制服姿だったから、きっと学校を抜け出してまで来たのだ。それに対して自分はまともな応対もしなかった。固く扉を閉じ、外からの声に耳も貸さず、ただただ拒絶し続けていた。

　とても誰だれかと話せるような精神状態じゃなかった、というのは言い訳になるだろうか。それでもこれだけ心配をかけてしまったのだから、自分はふたりに謝らなければいけない。ゆかりはそっと曜子の頭を撫でた。

「ごめんね、曜子ちゃん……ごめんね、文七くん」

　曜子は身体からだを離し、鼻を啜すすった。泣き顔で笑う。「あ、あたしこそごめんなさい……普通、逆ですよね」

「もう大丈夫なん？」曜子の後ろから文七が言った。文七はゆかりの服を見て、「何ど処こかに出かけるみたいだけど」

「うん。ちょっと会う人がいるから」

　ゆかりはスーツを着ていた。スカート、ジャケット、ブラウスの基本的なチャコール・グレーのリクルートスーツ。いつもはツインテールに結う髪も下ろしている。

「そっか」文ぶん七しちは苦笑し、「いや最初に見たときびっくりしてさ。ぱっと見、喪服みたいだっ――」

　文七は言葉を切り、息を飲んだ。

　ひたり。とゆかりが文七を真まっ直すぐに睨にらみつけていたから。

「鉄てつ平ぺいくんは、死んでない。文七くんまでそんなこと言うなんて思わなかった」

「ゆかりちゃん……」

　これは喪服なんかじゃない。たまたまこういう色しかなかった、それだけなんだ。

　――私は、鉄平くんが死んだなんて思ってない。

　絶対に、生きてる。

「……俺おれらも、実感なんてないんだよ」文七はがしがし頭を掻かきながら言った。「俺らは結果を知らされただけだ。ゆかりちゃんが船から落ちるてっぺーを見た――てっぺーは帰って来ない――だから――死んだと見なされた。それは俺たちが自分の目で見て判断したものじゃなくて、人から聞かされたものなんだ」

「……」

「本当のところ生きてるのか死んでるのか、俺たちにはわからないんだよ。実感すら湧わかない。だから」文七は続けた。「実際にそれを見たゆかりちゃんなら、俺たちよりももっと正確に判断できるはずなんだ」

「……何が、言いたいの」

「普通に見たことから判断してくれ、って言ってるんだ」

　ゆかりと文七に挟まれた曜よう子こがおろおろと視線を彷徨さまよわせていたが、ふたりはそれを無視した。

「ゆかりちゃんがてっぺーを見た、っていうのは疑っていない。ゆかりちゃんが見たって言うんなら鉄平はそこにいて、そして船から落ちていったんだと思う。それ以来帰って来ない。……なあ、正直どうなんだよ？」

「……」

「てっぺーは本当に生きてると思うか？」

　きゃっ、と曜子が悲鳴をあげた。

　つかつかと歩み寄ったゆかりが、文七の頬ほおを張ったのだ。

「……って」

「生きてる！」ゆかりは叫さけんだ。「鉄平くんは生きてる！」

　また嫌になるくらい、涙が溢あふれてくる。

「絶対に生きてるッ!!」

　信じてるなら、泣かなきゃいいのに。

　信じてるなら、泣く必要なんかないのに。

「っ、……うぅ」

　ゆかりは歯を食いしばり、ぎゅっと瞼まぶたを閉じた。涙止まれ涙止まれ涙止まれと呪じゆ文もんのように頭の中で繰り返す。

　次に瞼を開いたときは、真っ赤に充血した眼が出てきた。

　でも、涙はこぼさない。

「……心配してくれてありがとう。でも、私、もう行くから」

　指先で目め尻じりに残った雫しずくを拭ぬぐい、ゆかりは歩き出した。

「ゆ、ゆかりさんっ」

　曜よう子この声にも振り返らない。歩き続ける――が、

「明日、その――お通夜がありますっ」

　半ば強制されたように足は止まった。ゆかりは背中を向けたまま問い返す。

「通夜……？」

　ためらうような気配の後、曜子の声は続いた。

「五十嵐いがらしくんのご両親が、決断なさったんです」

「……」

「あの、あたし、思うんです。五十嵐くんが生きているのか死んでいるのか、あたしにはわかりません。生きてるって信じたいけれど――でもそれは、あたしが判断することじゃないんです。それに関かかわった人たちが受け止めたものを、あたしは伝えられるだけ。それだけなんです」

「……」

「五十嵐くんのご両親はきっともう、受け止めたんです。ゆかりさんだけなんです。ゆかりさんだけが、まだ」

「……」

「もしも五十嵐さんが本当に死んでいるのなら……天国で、今のゆかりさんにこう言ってると思います」

　わずかな躊ちゆう躇ちよを挟み、けれど曜子は言い切った。



「『自分のことは忘れて、幸せになってくれ』――って」



　――ホントに、言いそう。

　鉄てつ平ぺいなら、きっと、そう言うに違いない。

　あの五十嵐いがらし鉄平なら。

「……」

　ゆかりは何も言わずに再び歩き出した。

　今度こそ声は、追ってこなかった。

　　　＊

　鉄平の両親と初めて会ったのは、図らずもあのパーティの夜だった。

　息子の転落事故の報を聞いて、晴海はるみ港ターミナルの控え室に飛び込んできた鉄平の母親は、まず――深呼吸をした。

　よほど急いでやって来たらしく、髪は乱れ、汗だくで息を乱していた。何かを喋しやべり出す前に深呼吸をして身体からだを落ち着かせる。それから控え室にいたメンバー――ゆかり、源げん之の助すけ、海難救助隊の隊員やターミナル職員など、一いち太た郎ろうは何な故ぜかこのときいなかった――を見回して、一度だけぺこりと頭を下げた。

　失礼します、と続けて入ってきたのはスーツを着た男性、鉄平の父親だった。鉄平とよく似た精せい悍かんな顔つきをしていた。父親は母親に一言「大丈夫か？」と声をかけた。母親は青い顔をしながらも小さく頷うなずいた。

「うちの馬ば鹿か息子がご迷惑をおかけしています」

　父親はそう前置きしてから、隊員に詳しい状況を訊たずねた。ゆかりはぼうっとその様子を見ていた。すると、

「私の息子がご迷惑をおかけしました」

　ゆかりと源之助の前にやってきて、鉄平の母親が頭を下げた。源之助と一言二言やり取りをした後、彼女は――ゆかりの肩に、ぽん、と手を置いた。

「え……」

「あなたが、鉄平の彼女なのね？」

　優しい声だった。ゆかりは声もなく頷く。

「ここに来る途中で、ちょっと聞いたんだけど」鉄平の母親は静かな声こわ音ねで続けた。「鉄平は、あなたの婚約式からあなたを連れ戻すために、船に潜入したって聞いたんだけど。それは本当なの？」

「は、はい……」

　――絶対、信じてもらえない。

　源之助も救助隊の人もターミナルの局員も――誰だれもが半信半疑で動いていることは、ゆかりもわかっていた。一介の男子高校生にそんな大それたことができるわけがない。全部ゆかりの見間違いだ――そうとわかっていて捜そう索さくを続けてくれるのは、ゆかりがＫＯＴＯという権力を背負っているからに他ほかならない。

　ゆかりには見当がついていた。この一件には必ずＢＴＶが関かかわっている。だから鉄てつ平ぺいが槍やりヶが岳たけの協力を得て船に侵入して来ただろうこともなんとなく予想はつく。でもそれを何も知らない人たちに説明することはできない。

　きっと鉄平の両親も「何を言ってる？」と疑うに違いない。難なん詰きつされることになるかもしれない。ゆかりは瞼まぶたを閉じて、降ってくるだろう声に備えた。

「信じるよ」

　……え、とゆかりは顔を上げた。鉄平の母親は微笑ほほえんでいた。

「私は、信じる」

「……本当、ですか？」

「ええ。だって」ぽんぽん、と鉄平の母親はゆかりの頭を軽く叩たたいた。「あの馬ば鹿かならそれくらいやりそうじゃない？」

　ゆかりの眼に、こらえていた涙が浮かんだ。

　――この人は、鉄平くんのお母さんなんだ。

　笑顔も雰囲気も、鉄平そのものだった。鉄平と同じ匂においを、ゆかりは感じた。

　鉄平の母親は五十嵐涼子いがらしりようこと名乗り、それからはずっと鉄平の話をした。控え室で待ち続けるだけの時間を、そうやって誤ご魔ま化かしながらゆかりと涼子は過ごした。ホテルを用意します、という職員の言葉にも応じず、ターミナルに泊まり込んで話し続けた。

　そうして三日間が経過し、捜そう索さくの打ち切りが発表され、ゆかりが隊員に食い下がっていたとき――涼子がその肩を掴つかんだ。

「もういいよ、ゆかりちゃん」涼子は首を振った。「これ以上は迷惑、かけられない」

「でも……ッ！」

「いいの」

　ゆかりは何も言えなくなった。

　控え室に現れて以来、一度も泣かなかった涼子が――静かに泣いていたから。

　笑顔のままで。

　　　＊

　アポイントは取っていなかった。しかし受付に訪れた自分を、社員はあたかもアポイントがあったかのように取り次いでくれた。

　――必ず来ると予測してたんだ。

　だから受付には「古こ都とゆかりが現れたらすぐに取り次ぐように」と、そんな伝言があったのかもしれない。

　――つまり自分に身に覚えがあるということ。

　彼は、クロだ。



「ようこそおいでくださいました、ゆかりさん」

　芥あくた川がわ小こ春はるは言った。

　案内の社員がいたときは無表情に頷うなずいて下がらせるだけだったのに――ゆかりとふたりきりになった途端、無機質な能面は柔らかさを得てニコニコと笑みを浮かべた。そのギャップに却かえってぞくりとするものを覚える。

「予あらかじめ連絡をいただければこちらで迎えをやりましたのに」

　グループ企業のひとつである、芥川船舶工業株式会社の本社を訪れたゆかりは、社内のある一室に通された。応接間のようなそこは、ソファやテーブルなどといった簡単な調度品の揃そろっているだけの機能的な部屋だった。観賞に値する物は何もない――小春の《機械のような》という形容詞をそのままに表しているかのような一室。

　ゆかりは小春に頭を下げた。「突然の訪問、申し訳ありませんでした」

「気になさる必要はありません。きっといらっしゃると思っていました」

　ゆかりの視線は自然ときつくなる。けれど小春はニコニコと笑っていた。

「どうぞおかけください。今お茶を――」

「このままで構いません。お茶も必要ありません。私はただ、話を聞きに来ただけです」ゆかりは矢継ぎ早に言った。「あの日の真相を聞かせてください」

「……ふむ、です」小春は仕方ないといった様子で頷き、自分自身も立ったままゆかりに向き合った。「ゆかりさんは何ど処こまでご存知なのですか？」

「何も知りません」

「え？」意外だったらしく、小春は眉まゆをひそめた。「灰はい原ばら秘書から何も聞いていないのですか？　彼も内世界の方だと聞いていたのですが……」

「やっぱり内世界が関かかわっているんですね」ゆかりは唇を噛かむ。「私は一週間前のパーティが婚約式であったことも知らず、鉄てつ平ぺいくんが船に潜もぐり込んでいることも知らなかった。事情を知っているはずの一いち太た郎ろうさんもいなくなってしまった」

　そう、あの事件以来一太郎は何な故ぜか行方ゆくえをくらませていた。源げん之の助すけも何も聞かされていないと首を振っている。

「私は何も知らないんです。内世界が関係していることは明らかなのに……私だけ何も知らない。だから、教えてください」

「……」

「芥川さんの後ろにいるのはＢＴＶ。これは確かだと思っています。これを前提として、まず私は聞きたい」

　ゆかりは真っ向から小春の眼を見つめた。

「鉄平くんを船から落としたのは、あなたたちですか？」

「違います」

　即答だった。

「簡単にお話ししましょう。確かにＢＴＶと私は連絡を取り合っていました。『五十嵐鉄平いがらしてつぺいと古こ都とゆかりの仲を引き裂く』というのが彼らの企画です。その役者として以前から源げん之の助すけ氏が婿むこ候補として挙げられていた私に話が来たのです」わかりやすくするためなのかそれともこれが彼のスタイルなのか、小こ春はるは淡々と事実を羅列していった。「公然と婚約発表をしてしまえば、立場的にゆかりさんは断りにくい。それを利用してのものです。当日もＯＴＶに邪魔をされないように客船全体に妨害装置を配備し、侵入を防止していました」

「それでも強引に船に侵入した鉄平くんが」ゆかりはできるだけ感情を抑え付け、平へい坦たんに喋しやべる。「あなたたちに転落させられた、というのが普通の解釈だと思うのですが」

　殺された、などとは死んでも表現しない。

「確かにそう考えるのが自然でしょう。現に内世界ではそのことで審議が行われているらしく、ＢＴＶは完全否定しています」

「違うのですか？　ＢＴＶもあなたも、鉄平くんには何もしていないと言うのですか？」

「その通りです。ゆかりさんが彼の転落を見たというのが本当ならば、彼はその通り転落したのでしょう。しかしそれは人為的なものではなく――ただの、事故です」

「そんなわけない！」

　とうとうゆかりは耐え切れなくなって叫さけんだ。

「事故死なんて――そんなの考えられない！　絶対に何かあったはずなんだ！」

「私はＢＴＶから、今までの五十嵐鉄平さんの御活躍を聞いています」小春は冷静に続ける。「彼が本当にＯＴＶの手を借りて私の船に侵入したのだとしたら、船内で警備員たちとの戦闘があったはずです。しかし船内の防犯カメラには何も映っていなかった――まあこれは細工をしたと言われてしまえば弁解しようがないですが。とにかく形跡がない。彼が侵入したという形跡が。争った形跡が。警備員たちも何も知らないと言っています。しかも転落させるなど――殺す気でなければできません。ＢＴＶにしてもそのようなリスクは負えない。バレンタインの企画でしたか？　そのときは別の誰だれかに罪を着せるということができたようですが、今回はそうではありません。私だって殺人などとてもできません。五十嵐さんを殺すメリットなどないのです。これでも信じていただけないでしょうか？」

　物証になるものは何も残っていない。

　誰もその瞬間を――鉄平が船から『落とされる』瞬間を見ていない。映像も残っていないし目撃証言もない。

『落とされた』という証拠が、何ど処こにもない。

「だから私にすればこう考えるのが自然です」

　小春は言った。

「五十嵐鉄平さんは、単純に事故で転落した。船内に侵入してから、何かの弾はずみで」

「……」

「他ほかにもこのような例も考えられます。ＯＴＶが五十嵐鉄平いがらしてつぺいさんを船に誘導しているときに、誤って彼を転落させてしまった――ＯＴＶはその過失をＢＴＶの罪として偽証しようとしている。現に灰はい原ばら一いち太た郎ろうさんはゆかりさんに何も教えてくれなかったのでしょう？　そして私がＢＴＶから聞くに、ＯＴＶのリポーターの方も行方ゆくえをくらませているらしいじゃないですか」

「……え」

　ゆかりは眼を見開く。槍やりヶが岳たけさんが？

「このことからも、ＯＴＶが証人を隠そうとしている素振りがうかがえませんか？」

「……」

　ゆかりは、

「…………」

　わからなくなっていた。

　何が真実なのか。何を信じればいいのか。

　婚約式を仕組まれた。鉄平が船から落ちた。ＢＴＶが主犯だと思ったら実はＯＴＶだった。もしくはただの――事故だった。

　――どれが本当なの？

　どれが真実で。どれが嘘うそで。誰だれの言葉が正しくて。誰の言葉が正しくないのか。

　もう、整理がつけられなくなっていた。

　けれど――

「しかし私は、単純にこれが五十嵐鉄平さんの転落事故なのだと思っています」小こ春はるは言った。「誰にも予期できなかった事故。だから皆、混乱しているのです。単純な事故を複雑に解釈してしまって、却かえって議論が膠こう着ちやくしてしまっている。ただそれだけなのだと思います。根拠はありませんが」

　何もわからない。何が真実なのかわからない。

　でも、ひとつだけ――

「けれどひとつだけ、ゆかりさんにもご理解いただけた事実があると思います。実感として」

「やめてッ」ゆかりは思わず叫さけぶ。「言わないで――」

　小春は首を振り、言った。

「五十嵐さんは確かに転落し、そして見つからなかった」

　やめて。

　やめて――――ッ！



「彼は死んだのです」



　――そんなの、わかってた。

　認めたくなかった。

　ずっと認めたくなかったから、誰だれの言葉にも耳を貸さず、部屋に閉じこもり、否定し続けてきた。

「う、うう……」

　でも自分は確かに転落する鉄てつ平ぺいを見たし、鉄平は見つからなかった。帰って来なかった。一週間が経たってしまった。

　――わかってたんだ。

　本当はもう、とっくに《実感》していた。

　だからここにやって来た。客観的事実として認めてもらうために。

《実感》を確かなものにするために。

「っぐ、っえ……ぁ」

　否定し続けるには、心も身体からだも限界だったから。

「ああああああああああッ」ゆかりは膝ひざを付き――涙を流しながら叫さけんだ。「あなたが――あなたが婚約式なんて開かなければッ」

　そうすれば鉄平は死ななかった。

「私があんなところに行かなければッ」

　そうすれば鉄平は死ななかった。

「内世界なんてなかったらッ」

　そうすれば鉄平は死ななかった。

“〝もしも”〟を挙げればきりがなかった。自分と出会わなければ。自分がＫＯＴＯと関係のない普通の高校生だったら。いくらでも。いくらでも自分や誰かを責める材料を挙げられた。

　でも、もう無駄なのだ。

　鉄平は、

　もう、

　いない。

「ああああああ――」

　つないだ手の温ぬくもりも。肩が触れ合うくらいの距離も。無邪気な笑顔も。張りのあるあの声も。大きな背中も。照れくさそうに頭をかく癖も。同じ部屋で一緒に勉強することも。自分の作ったお弁当を食べてもらうことも。同じ夢を目指すことも。同じ空気を吸うことも。同じ気持ちを抱くことも。ごくたまに、思い出したようにするキスも。

　全部、なくなってしまったのだ。

「ああああああああああああああああッ!!」気がつけばゆかりは小こ春はるの小さな腕の中にいて、その胸の上にすがっていた。「あなたが、あなたがあんな卑ひ怯きようなことしなければッ！」

　小春が、ゆかりの身体からだを抱き寄せる。

「それだけ、あなたのことが好きだったんです。結果としてそれがゆかりさんを悲しませることになってしまいましたが……私は後悔していません」

　この気持ちに嘘うそはないですから。そっと、耳元で囁ささやいた。ゆかりは彼の胸を叩たたき、押し返した。「離してッ！　離してよ！」

「離しません」小春は確然とした口調で言う。「絶対に、離さない」

　ゆかりはもう――何を責めればいいのかわからなくて。



　……そして、知らなかった。



「私は五十嵐いがらしさんのことを、情報としてしか知りません。実際にお会いしたことがありません。けれど一連の企画の映像は見せていただきました」

　彼の胸で泣いていたゆかりは、何も知らなかった。

「それだけでも私は、彼がどれだけあなたのことを想おもっていたかわかります。同じ想いを持つ者として、それだけのものが伝わってきました。だから――乗り越えてください。この悲しみを。喪失を」

　知る由もない。

「あなたが悲しみ続けることを、彼はよしとしないでしょう」

　芥あくた川がわ小春が、

「今は泣いてもいい。でもいずれは乗り越えて、立ち上がってください。それが彼に捧ささげる、せめてもの餞はなむけです」

　笑っていたことを。



「私はその助けになりたい――」



　その邪悪な笑みを、ゆかりは、知らなかった。









　……翌日、五十嵐鉄てつ平ぺいの通夜が行われた。

　ゆかりは出席した。



    

  
    
      


【第５話・ブライダル上等！】





「本当にいいのか？」

　その声――何もないはずの空間を震わせた声に、小こ春はるは慣れた様子で問い返した。「何がですか？」

「たった一日。お前はそれだけで本当に満足できるのか？」

「ええ。十分ですよ」小春は無表情に頷うなずいた。「たった一日で私は報むくわれる」

　今までの人生全すべてが。

「そういう契約でしたでしょう？　何を今さらです」

「俺おれはお前が最後の最後で駄々をこねないか心配でね」

「……心配ありませんよ」小春は嘆たん息そくした。「それこそ、あなたも私との契約内容は忘れないでくださいね」

「わかってる。お前と入れ替わった後、古こ都とゆかりとの一切の性的交渉を行わない。俺が世界を滅ぼすときも古都ゆかりだけは苦しませずに殺す……くくく。ずいぶんと歪ゆがんでいるな。お前の恋心というやつも」

「黙ってください。あなたこそ《世界を滅ぼす》なんて――そのような無駄、正気の沙さ汰たではありませんよ」

「無駄か。確かにな。けれど……俺にはこれしか残っていない」

　声が邪悪に濁る。その空間だけが別次元につながっているような――禍まが々まがしい歪みのうねりを見せた。

「これだけが、俺の存在意義だ」

「……まあ、つまりはこういうことでしょう？」

　小春は肩をすくめた。

「お互いに狂っているということです」

　　　＊

「で」文ぶん七しちは間抜け面づらをさらしながら、鼻の穴を広げた。「っけーッ!!」

　冷気をまとった潮風が横顔に叩たたきつけられる。空は梅つ雨ゆ時のため夕方に暮れる太陽を覆い隠し、薄暗い――が、客船や晴海はるみ港ターミナルから放たれる照明群が煌こう々こうと辺りを浮かび上がらせていた。

　文七の前方海側に立ち塞ふさがっているのは、豪華客船《ごぉじゃす・くるぅ》。オーソドックスな日本型客船のフォルムを持ったこの船は、現在東京湾晴海港ターミナルに接せつ舷げんし続々と乗船ゲートから人々を飲み込んでいるところだった。

　文ぶん七しちは港側ターミナル出口を出たところで立ち止まり、客船の巨大さに指を差して絶ぜつ叫きようした。その後ろから慌あわてたような声があがる。

「ふ、藤ふじ森もりくん！　そんな大きな声で――」

「いやマジですげえよっ。俺おれこんなでかい船初めて見――って、嘘うそっ？　あれ、あの人メジャーリーガーじゃなかったっけ!?　うわマジかよ！」

　今度は乗客のひとりを指差して文七は騒ぐ。周囲の人間が訝いぶかしげにこちらを振り返って眉まゆをひそめていた。

　曜よう子こは真っ赤な顔で文七の手を引き、

「い、いい加減にしてください！　恥ずかしいじゃないですか！」

「いやでもすっげーよコレ！　なんだかわかんなくなってきたけどとにかくすげーよ！」

「わかりましたから！　わかりましたから静かにしてくださいッ！　今日はとても大事な日――ゆかりさんの婚約式なんですよ!?」

　曜子がとうとう泣きそうな顔になってまで懇こん願がんしてきたので、さすがの文七も「わ、わかったよ」とはしゃぐのをやめた。

　ゆかりの婚約式。

　というわけでふたりの装いもいつもの制服ではなかった。

　曜子が着ているのは黒のワンピースドレス。ファー付きの襟えり回りに、その上からボレロを羽は織おっている。この日のためにオーダーメイドしたお気に入りの一枚である。

　対する文七は、ツータックパンツに前折れ襟のイカ胸付きドレスシャツ、ジャケットという基本的な礼服姿。本人は最初学校の制服を着て現れたのだが、待ち合わせた曜子に「それじゃあ却かえって目立ちますよ！」と行きがけに買わされたのだった。

　文七は、あーぁと首の後ろに手をやった。「婚約式かぁ……ゆかりちゃんもよく決意したよな」

「……絶対、苦しんだに決まっています」曜子は沈ちん鬱うつな顔で頷うなずいた。「まだ時間もあまり経たってないんですよ？　しかも間接的とはいえ、五十嵐いがらしくんが亡くなる原因になった相手となんて……辛つらすぎです。ひっ」

「だな。ちょっと辛いな」と頷いてから、文七ははたと気付く。「……『ひっ』？」

「ちょっとどころじゃ、ひっ、ありません……死ぬほど辛い、ですよ……ひぐっ……えぐっ」

「よ、曜子ちゃん？」いつの間にか曜子が泣き出していることに気付き、文七はあせあせと手を振り回した。「な、泣いてるの？　ちょ、落ち着きなって。いくらてっぺーのことがあるからって――」

「ゆかりさんが……ひっ、えぐっ……ゆかりさんが結婚しちゃう……ひぐっ」

　曜よう子こは両手に顔を埋めてしゃくり上げた。

　文ぶん七しちはがくりと肩を落とした。

「そっちかよ……」

　　　＊

　時は六月末日。

　東京湾晴海はるみ港に停泊していた《ごぉじゃす・くるぅ》は、同月二回目の出航を迎えた。

　六月初旬に行われた船上の婚約発表は、目的の発表こそ果たされたものの、ある少年の転落事故によりパーティ自体が中途で打ち切られてしまった。今回の出航はその仕切り直しをしようというものだった。

　前回同様にパーティ会場であるグランドホールには多くの人々が集まりつつあった。スケジュール調整の関係で前回よりも招待客の数は減ってしまうのは否めなかったが、しかし世界中からあらゆる人々が集められていることには変わりなかった。

　立食形式こそそのままだったが、全体的な内装が白を基調としたものにコーディネイトされ、各テーブルには赤いバラが添えられた。シャンデリアは全すべてスワロフスキーのクリスタルガラスの物に総入れ替えされ、会場内には星ほし屑くずのような光の粒子が満ちていた。

　そしてまだ誰だれもいないステージ上――その舞台裏の控え室。演劇の披露やコンサートホールとしても使われるホールのため、控え室は全面総鏡張り、化粧台も用意され、パイプ椅い子すや簡易テーブルなどの調度品のほか、休憩所として和室ルームにもつながっている。

　そこで――

「そうですか」タキシードに着替えた小こ春はるは簡単に頷うなずいた。「五十嵐いがらしさんはやはり事故でしたか」

「あなたの思惑通りに、ね」

　小春の言葉に答えたのは、大おお目め玉だまだった。誰もがフォーマルに着飾る中、やはり彼女だけはいつものダークスーツだった。

「思惑通り、とはまた何のことですか」

　無表情に問い返してくる小春に、大目玉はイライラと頬ほおを引きつらせる。

　――してやられたわ。

　自分たち内界人はうまく利用されたのだ。

　結局五十嵐鉄てつ平ぺいの転落事故はそのまま事故として処理されることが内世界の法機構で決定された。容疑の矛ほこ先さきは当然ＢＴＶに向けられたがもちろん大目玉には覚えがない。槍やりヶが岳たけと一いち太た郎ろうの失しつ踪そうによりＯＴＶにまで疑いは及んだが、結局ＢＴＶへの容疑と同じように《証拠不十分》ということでお咎とがめはなかった。

　そう――《証拠》がないのだ。

　妨害装置によりＯＴＶは五十嵐鉄平と共にカメラを持ち込むことはできなかったし、その装置が何故か船内中に仕込まれていたＢＴＶのカメラにも影響を及ぼし、映像として残るものは何ひとつとしてなかった。元々船内にあった防犯カメラにもそれらしいものは映っていなかったし争った形跡も残されていない。

　目撃者は、なし。唯一古こ都とゆかりが五十嵐鉄平いがらしてつぺいの転落を見たという、それだけが証言だった。事件性が薄い、ということで外世界の警察機構もろくな捜査を行うことがなかった。

　クリスマスから始まった五十嵐鉄平の活躍は、ただの転落事故として終わりを迎えたのである。

　――そして芥あくた川がわ小こ春はるは、晴れて古都ゆかりと婚約。

　誰だれもがわかっていた。

　この芥川小春が、《何か》したのだ。

　妨害装置をいじり、防犯カメラを差し替え、戦闘の形跡もわからない程度に片付けた。五十嵐鉄平との戦闘は確かにあったはずなのだ。大おお目め玉だまはあの日、確かに黒服たちが慌あわただしく動いているのを見ている。

　あの日、何かがあった。

　ＯＴＶもＢＴＶも五十嵐鉄平も自分も――そして槍やりヶが岳たけですら予想し得なかった、芥川小春の計略。

　――協力者がいる？

　外界人に内世界の妨害装置をいじることなどできない。ある程度知識のある者でないと不可能だ。そういう意味で大目玉は局内の人間をあたってみたが、それらしい人物は見つけられなかった。

「まだしらばっくれるつもりなの？」いい加減、大目玉は限界だった。「あなたがあの日《何か》をしたのは誰の目からも明らかなの」

　でもその《何か》がわからない。

「白状なさい」

「だから何のことやらさっぱりですよ。先ほどから何の話をしているのですか？」

　小春は大目玉を振り返ってニコリと微笑ほほえんだ。

　無表情の仮面を笑顔の仮面に替えただけの、およそ人間らしくない表情。

　――こいつは、危険だわ。

　大目玉は思い切り顔をしかめてやりながら、胸の中にあるざわつきを無視できなかった。この件をこのまま放置してしまってはいけないような気がする。自分たち内界人にとって、よくないことが起こってしまう気が――。

　大目玉はこの企画を中止にするよう上司に進言したが、聞き届けてもらえなかった。上司は端的に言った。

『結果的に古都ゆかりと芥川小春のカップリングには成功したのだ。我々ＢＴＶとしては何も問題はないだろう？』

　大おお目め玉だまはそのときの会話を思い出して歯噛がみする。違う。これはそのような企画の成功だとか視聴率の確保だとかという単純な物差しでは測れない、もっと大きな出来事の序章にすぎないのではないか。

「もうすぐ時間ですね」控え室にあった柱時計を見て小こ春はるが言った。「お手数ですが大目玉さん。ゆかりさんをお呼び願えないでしょうか。今夜の彼女の衣い装しようは手が込んでいるので時間がかかっているようです」

　大目玉はきっ、と小春を睨にらむが、彼は特に動じることなく笑顔の仮面を張り付かせている。

「……」

　大目玉は無言で背中を向けた。渦うず巻まく怒りに頭がおかしくなりそうだった。

　――どうしたらいい。

　自分は、どうすればいい。

　このまま指をくわえて見ていていいのか？

　ぼそっ、と大目玉は呟つぶやいた。

「槍やりちゃん……」

　あなたは今、何ど処こで何をしているの？

　　　＊

　――これでいいんだよね？

　ゆかりは瞳ひとみを閉じて、心で訊たずねる。

　――鉄てつ平ぺいくん。

　ここに至るまでたくさん悩んだ。たくさん泣いた。何が正しくてどうしたらいいのかわからなくなって、何度も鉄平の名前を呟いた。瞼まぶたの裏に鉄平の姿を思い浮かべて、何度も問いかけた。当たり前だけど瞼の裏の鉄平は何も言ってくれなくて、言ってくれたとしてもそれは自分の妄想でしかなくて、それがわかっていたから――ただただ無む為いに過ごす日々が続いた。

　でもやっぱり、これだけはわかってしまう。停滞してしまう自分を、絶対に鉄平は許さない。叱しかりつけて背中を押そうとする。それも妄想かもしれないけれど、でも限りなく正解に近い妄想だと思う。

　だから自分は、進まなければいけない。

　たとえそれが鉄平以外の男性の元に嫁ぐことになっても。

　結局婚約の問題は残っていて、それを解決しないことには先には進めなかった。破棄してしまえば今後の道は困難なものになってしまう。さんざん悩んだ挙句、ゆかりは婚約を受け入れることに決めた。

　まだ小こ春はるに対してはあまりいい印象を持てない。彼がどんなに言い繕ったって、自分を騙だましたことには変わりない。それを許すことはどうしてもできない。

　――でもこれが、私の闘いなんだ。

　考えたくもないけれど芥あくた川がわグループの力は確かに大きなものだ。それを組み込むことができたなら、ＫＯＴＯはさらなる発展を遂げるだろう。

　ならば、利用する。

　小春の意志なんて関係ない。自分は芥川グループの力も手に入れて、ＫＯＴＯをもっともっと大きくする。利用できるものは何もかも利用し尽くす。その結果鉄てつ平ぺいでない、別の人間に身体からだを許すことになっても――構わない。

　心だけは、絶対に許さないから。自分は大丈夫。

　――私は闘い続けるよ、鉄平くん。

　あなたがこの世にいなくても。

　立派に闘い抜いてみせる。

「極限まで自分を追い詰めて……」ゆかりは唇を小さく動かして、自分にしか聞こえないような喉のどから絞り出された声で呟つぶやく。「死ぬまで信念を貫き通して……妥協はせず……自分という存在の価値を一片も譲らず……あらゆる痛みに向かい合って……牙きばを剥むいて……乗り越える……それがひとりで決意するということ……」

　ある女性の言葉を――生き方を、唇でなぞる。

「ひとりで生きるということ」



　船内に入ってからも「これいくらすんだろっ？」と廊下の置物を見てはしゃぎまくる文ぶん七しちの襟えりを掴つかんで引きずりながら、曜よう子こはゆかりの控え室を訪れた。道順はすぐそこまで乗務員が案内してくれた。

　控え室に入った曜子は、

「――――あ」

　息を飲んだ。

　白色に輝く世界。

　花嫁衣裳のゆかりが、そこにいた。

　彼女が着ているのは白いシルクのウエディングドレス。ビスティエタイプのトップスに、俗にプリンセスラインと呼ばれたウエストの切り替え部分から下がフレアで広がった愛らしいデザイン。スカートの広がりはパニエで調整され、ところどころにフリルが付けられ華のあるシルエットに仕上がっている。二の腕までいたる長さの白い手袋に、頭にはチュールレースのベールをかけていた。

　ゆかりは鏡の前に座り、その周りをメイクアップアーティストが忙せわしなく動いて化粧を施しているところだった。

　あ、とゆかりは部屋の入り口で立ち尽くしている曜よう子こと文ぶん七しちに気がつき、微笑ほほえんだ。

「来てくれたんだ。嬉うれしい……って、曜子ちゃん、どうしたの？」

「い、いえ」

　曜子は鼻を押さえて顔を上向けていた。あなたの花嫁衣裳に鼻血が出そうになったのです、などとは口が裂けても言えない。

　後ろから文七が言った。「ゆかりちゃん、招待してくれてサンキューな。この船もすごいけどゆかりちゃんのドレスが一番すげえよ。よく似合ってる」

　ありがとう、とゆかりは頬ほおを染めた。

「でも今日は婚約式なんだろ？　まるで結婚式でもおっぱじめそうなドレスだけど」

「そうなんだけど、あくた……じゃなくて小こ春はるさんが仕切り直しとして今度は派手にやりたいって言っててね。急いでウエディングドレスを仕立てたんだ」

　微笑んで答えるゆかりだが、ふっとその笑顔を消した。

「この前は……ごめんなさい」うつむいて、「私もどうかしてた。八つ当たりしちゃって、ごめんなさい」

　曜子と文七は顔を見合わせた。文七は肩をすくめ、

「仕方ないよ。あんなことがあったんじゃ、冷静でいられる方がおかしいさ」

「でもそれは……文七くんや曜子ちゃんだって同じことだよ」

　言われて――ふと曜子は文七を横目で見やった。そういえば。

　――あたし、文七くんが悲しんでいるところを見ていない。

　それどころかいつもと変わらない飄ひよう々ひようとした態度。

「俺おれらは俺らなりに整理はつけてるから、気にしなくていいって。……それより」文七は少し言いにくそうに鼻の頭を指先で掻かいた。「その、よく決心したね」

「……軽けい蔑べつ、するかな」

　曜子は慌あわてて言った。「し、しませんよ！　だって――」

「でも私はこうやって闘っていこうって決めたの」ゆかりは顔を上げて、きっぱりと言った。「曜子ちゃんや文七くんが言ってくれた通りだよ。鉄てつ平ぺいくんは、ただ泣いてばかりいる私を絶対に良く思わない。きっと『しっかりしろ！』って怒鳴りつけてくれると思う」

「ゆかりさん……」

「だから、私は進もうと思う」ゆかりは微笑み、「泣いてる暇も立ち止まってる暇もない。鉄平くんと一緒に目指そうとした場所に、私は意地でもたどり着いてみせる。そのためには軽蔑されても構わない。何が何でもやってみせるよ」

　曜子は目を見張った。

　ゆかりの微笑みは穏おだやかで、瞳ひとみにも強い光が宿っていた。落ち着きのある物腰に雰囲気も柔らかい。とても二週間前まで部屋に閉じこもっていた人物とは思えなかった。

　――乗り越えたんですね。

　一箇か所しよに止まることをよしとせず、恋人の死の悲しみも振り切ってみせた。そしてふたりで叶かなえるはずだった夢に、今ひとりで挑もうとしている。ゆかりはこうして静かに語るけれど、芥あくた川がわ小こ春はるとの婚約を破棄せず受け入れるまでにはたくさんの葛かつ藤とうがあったはずだ。ＫＯＴＯと死んだ恋人への想おもいに板挟みになって、けれど立ち止まらないことを選択した。乗り越え振り切ることを選んだ。

　――やっぱり、ゆかりさんは強いですよ。

　曜よう子こは泣きそうになっている自分に気付いた。

「あたしは、ゆかりさんを尊敬します」

　ゆかりは瞬まばたきをして、それからちょっと涙ぐんだ。「……ありがとう。本当に」

　　　＊

　――吐きそうです。

　控え室でひとり小春は胸を押さえていた。鉤かぎ爪づめのように五指を立て、シャツの胸元を引き裂こうかという強さで胸を掴つかむ。そうでもしないとこの異常な鼓動を抑制することができなかった。

　――幸せすぎて吐きそうです。

　もうすぐ。もうすぐ三年もの間渇望し続けてきたものが手に入る。

　古こ都とゆかり。

　自分が機械ではなく人間であることを気付かせてくれた女性。彼女を想うと胸が熱くたぎる。焦げる。

　ゆかりにはもっともらしくあのように言ったが――結局のところ自分は彼女に一ひと目め惚ぼれしたのだと小春は思っている。自分が人間であることを気付かせてくれたのは、ゆかりの言葉ではなくゆかりへの恋心。この熱い感情が、教えてくれた。

　――私は人間だ。

　機械じゃなかった。

　機械であれと育てられた小春の前には、一本の道しかなかった。誰だれかの教えをなぞることでしかない道。寄り道も許されず無分岐の未来。閉ざされた自分。

　しかしこの恋心がある限り、自分はもう機械ではないのだ。一という有限は無限の可能性へと変化を遂げた。自分は何ど処こへも行ける。

　この気持ちのためなら――何でもできる。

「もう少し……もう少しです」

　熱い吐息と共に小春は声にする。

「もう少しで、最高の幸せが手に入る」

　そうやって――小こ春はるはそのときを待った。

　　　＊

「そろそろ時間かな」文ぶん七しちが腕時計を見て、ゆかりと曜よう子この世間話に区切りを入れた。「俺おれらは先に会場に行ってるよ。また後で会おうぜ」

「うん。今日は来てくれて本当にありがとう」

　ゆかりの笑顔に見送られて、ふたりは部屋の外に出た。

「さて――と。行きますか」

　そう言って歩き出そうとする文七を、曜子は慌あわてて止めた。「藤ふじ森もりくん！　そっちはホールとは逆方向ですよ！」

「こっちでいいのさ」

「え？――ど、何ど処こに行くんですか!?」

　客船には初めて入るはずなのに、文七は「確かこっちだったよな」などとぶつぶつと呟つぶやいてずんずん先へ行ってしまう。曜子は駆け足でその後を追った。

「パーティには出席しないんですかッ？」

「ん？　あー、残念だけどそんな時間はなさそうだなぁ」Ｔ字路で立ち止まった文七は、きょろきょろと左右の通路を見回しながら言った。「まあ俺は俺なりの参加の仕方をするよ」

「ど、どういう意味です？」

　文七は答えずにまた行ってしまう。曜子は何がなんだかわからかったが、とりあえず後について歩いた。

　ふたりはやがてデッキの通路に出た。外は闇やみに覆われ、濁った空から小雨が降りつけていた。潮風と雨に当てられ、曜子は肩を抱く。

「こ、こんな外でどうするんですかっ」

「まあ見てなって。えーと……お。あれだあれ」

　文七は探し物を見つけてそれに駆け寄った。曜子も慌ててそこに向かう。

　そこにあったのは巨大な救命艇だった。甲かん板ぱんの縁にはボートの上げ下ろしを操作する筐きよう体たいがある。

「ど、どうするんです？」

「今回の一件は、誰だれにとっても予想外のことだったんだ」文七は海の方に視線をやった。

「本当は全然関係のない――なんつうか、第三者？　っていうの？　部外者みたいな奴やつが現れて、そいつのせいで企画が変にこじれちまった」

　突然の語り口に、曜子は戸惑う。

「ふ、藤森くん？」

「だから叩たたくべきはその第三者。全すべてを狂わせちまった第三者を、なんとかしなきゃいけない。じゃあそいつをもう一度舞台に引っ張り上げるにはどうしたらいいか――」

「な、何を言ってるんですか？」

「それは簡単。同じ舞台を作ってやればいい。そのためにゆかりちゃんには酷こくな選択をさせちゃったけど……まあその尻しり拭ぬぐいはあいつがなんとかするだろ」

　曜よう子こはふと、文ぶん七しちが海の彼方かなたのある一点を見つめていることに気付いた。

「いい加減あいつを押さえつけておくのにも限界だったからさ、悪いけどゆかりちゃんが早めに決心してくれて助かったよ。今日のあいつは――暴れるぜ？」

　曜子はぱちくりと瞬まばたき、文七の視線を追う。

「あいつ……？」

　そして見つけた。

　一点の小さな光が、海を駆けてこちらに近付いてくるのを。それをぼんやりと眺めて――唐突に気付いて文七を振り返った。

　へへ、と文七は笑った。

「カウンターアタックだ」



    

  
    
      


【第６話・カウンター上等！】





　我慢は大嫌いだった。

　多分友人知人家族親類縁者は皆わかっているだろうけど――自分は相当にキレやすい。ぐちぐち悩みつつも最終的に「やってから考えればいいんだ」と堪こらえ性もなく突っ走り、実際にやった後は考えるまでもなく結果が転がっていたりする。要するに「当たって砕けろ」というやつだ。

　そんな自分なので、今回は本当に辛つらかった。文七からゆかりの様子は聞いていたし、葬儀で両親がどんなふうに泣き、どんな言葉を喋しやべっていたかも教えられていたから――無理矢理聞き出した――本当に苦しかった。あいつや文七が自分を監禁しなかったら、確実に自分は飛び出していただろう。

　そんなこんなで鬱うつ憤ぷんがたまっていた。たまりにたまって、それを何でもいい、とにかく誰だれかにぶつけたくて仕方がなかった。

　というわけで。

　今日、自分の前に立ちふさがる奴やつは、

「――――ぃぃぃぃいりゃああああああああああああああッ!!」

　不運だったとしか言いようがない。

　フルスイングでぶん回した木製バットは、吸い込まれるように相手のどてっ腹に叩たたき込まれる。目を白黒させてよろける黒服の頬ほお面づらを再度バットでぶん殴る。左に弾はじき飛ばされた黒服の行方ゆくえは見届けず、返すバットを右側から迫っていた黒服に叩きつける。相手は右腕でガードしたが衝突時に鈍く響いた音で確実に骨折したことがわかる。

「どっ、せえええええええええええ！」

　上段から一気に振り下ろす。黒服の肩にバットの真ま芯しんが沈んだ。モグラ叩きのように叩き伏せられた身体からだを飛び越え、廊下をまっしぐらに疾走する。

「発砲の許可が出たぞ！　撃う――」

　ゴツッ、と無線機を持っていた男の顎あごにバットのヘッドが衝突。仰のけ反ぞる男の懐ふところにタックルし、胸元を掴つかんでそのまま突進。前方で拳けん銃じゆうを手にしていた黒服たちはぎょっとして銃口の焦点を彷徨さまよわせた。

　盾にした男はとんでもなく重い。けれど渾こん身しんの力で持ち上げ――

「られるかあああああああああああッ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　予想以上に重かったので途中で男の身体を突き飛ばす。泡を吹く男の身体は前方に投げ出され、黒服たちは一瞬だけ慄おののいて後ずさった。

「っふ――」

　滑るように黒服のひとりに肉迫し、鼻っ面にバットをお見舞いする。素早く視線を移すと別の黒服が拳けん銃じゆうの筒先をこちらに向けていた。

　銃口の奥で小爆発が起き、弾丸が吐き出される――その瞬間を確かに目撃した。スロー再生のように顔面に弾丸が飛び込んでくるのを凝視する。

「――ッ！」

　寸前で蹲うずくまるように全身を下方に落とす。弾丸が頭の天てつ辺ぺん――髪を何本かさらって通りすぎていった。背後の壁に炸さく裂れつする音。

　縮めた体を爆発させるように床を蹴けり、折り畳んだ脚をバネのように伸びしならせる。同時に諸もろ手てで構えたバットを剣のように突き出す。戦せん慄りつする顔面の少し下――喉のど仏ぼとけに、瞬発力に乗った突き上げが決まった。

　反動でバランスを崩し肩から床に叩たたきつけられそうになるのを、バットから離した左手と両脚で踏ん張る。その這はいつくばったような姿勢から前のめりにスタートダッシュ。黒服のひとりが発砲した弾丸が頬ほおをかすめるが――怯ひるまない。目をかっと見開いてただただ敵の懐にふところ飛び込む。バットを振るう。行く手を阻むものを――叩き伏せる！

　まだ十数人以上もの敵が、目の前に立ちふさがっていた。

　それでも止まらない。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　咆ほう哮こうが廊下中を駆け巡った。

「お、応援を呼べ！」

「なんとかしろ！　相手の武器はたかがバット一本なんだぞ!?」

「早く、誰だれか――」

　黒服のひとりが混乱気味に叫さけんだ。

「誰かこいつを止めろ!!」

　　　＊

　大おお目め玉だまは、がっごっごっ、とハイヒールの踵かかとを床に叩きつけながら歩いていた。彼女の通った跡にはところどころ絨じゆう毯たんに穴が空いている。

　――腹立つ腹立つ腹立つ！

　こめかみに血管を浮き上がらせる大目玉に、擦れ違った乗客が「ひっ」と廊下の端に寄った。

　――腹ッ立つ!!

　むかっ腹が立って仕方がなかった。

　芥あくた川がわ小こ春はるなんぞのクソガキに手玉に取られたこともむかつくし聞き分けのない上司もむかつくしこの企画自体もむかつく――のだが。

　何より一番むかつくのは、無力である自分に対してだった。

　――今回、私は何をした？

　小こ春はるのために舞台をセッティングした。あとは。

　あと他ほかに、何かしたか？

　自分だけなのだ。自分だけが事態の核心に触れることもできずに振り回されている。それどころか最近、局内では自分が企画を降ろされるのではという噂うわさまで囁ささやかれていた。そしてそれに素直に反論できない――自分がそれだけのミスを犯してきたことは重々承知していたから。

　――何なのよ。

　何なのだ自分。

　――何なのよッ！

　膨れ上がる怒気に、衝動的に拳こぶしを壁に叩たたきつけた。そのままの状態で硬直し――三秒後に赤く腫はれ上がった手をぶんぶん振って悶もだえる。

　そのとき――

「……ん？」大おお目め玉だまは耳をそばだてた。遠く向こうから、何か聞こえたような気がしたのだ。「……これ」

　それは――連続する破は砕さい音と悲鳴と怒号と。

　銃じゆう声せい

「銃!?」

　慌あわてて駆け出して向かった先――曲がり角を折れて視界に飛び込んできたのは、

「――――」

　青い竜巻だった。

　そいつはくるくると舞い踊るように回転しながら――両手に一丁ずつ携えた拳けん銃じゆうをぶっ放しまくっていた。単純に一箇か所しよに止とどまって回転していたわけではない――ある一定の範囲内を爆発的な踏み込みと急制動との使い分けで蹂じゆう躙りんし、近付く者全すべてに対して零ゼロ距離による射撃弾を叩き込んでいたのだ。一歩の踏み込みで黒服の目の前に肉迫、その脇わき腹に銃口を押し付けて発砲。その小爆発の反動を利用して後方へと背中から跳び、振り向き様に弾丸をぶっ放す。その先にいた黒服は頭から床に昏こん倒とう。青い竜巻は着地と同時に深く身体からだを沈み込め、横っ飛び。槍のように突き出した銃身。筒先で弾はじけ飛び出す弾丸。

　そんなふうにして青い竜巻は都合六名の黒服を無力化して――その向こうにも何人もの気絶者がいた――最後には軽やかに床に降り立った。竜巻は止やんだ。

　大目玉は茫ぼう然ぜんとその様子を見ていたが、そいつはそれに気付くとニコリと微笑ほほえみかけてきた。

「――――お久しぶりですね。ダマちゃん」

　全身真っ青のシルエット。唯一唇と頭髪だけがうっすらと朱を帯びている――

「やっ」

　大おお目め玉だまはかすれた声で呟つぶやく。

「槍やりちゃん――」

　　　＊

「ハヤミ……マコトっ？」曜よう子こは驚いた声をあげた。「この一件にはあの人が関係してるんですかっ？」

「関係してるどころか主犯だよ」

　文ぶん七しちと曜子は船内の階段を下っているところだった。

「これは槍やりヶが岳たけさん情報ね。ＢＴＶと芥あくた川がわ小こ春はるは手を組んだけど、実際有効な企画は思い付かなかったらしくて、ホワイトデーの企画から二ヶ月以上も何もできない状態が続いていたらしいんよ。そこに――」

「ちょ、ちょっと待ってください」曜子は慌あわてて文七の言葉を遮さえぎった。「藤ふじ森もりくん、知ってるんですか？　内世界や槍ヶ岳さんのこと……」

　曜子が知る限り、文七はバレンタインのときにハヤミマコトに擬態され、その間槍ヶ岳たちに保護されて記憶も操作されていたはずだった。

「ああ、うん。実は全部知ってんだ。でもその辺は後で説明するよ」文七は軽く流し、「とにかくＢＴＶと芥川小春はしばらくの間何もできない状態が続いてたんだ。そんなとき、ＢＴＶには内緒で芥川小春個人に接触してきたのが――ハヤミマコトだった」

「ＢＴＶには内緒で……ですか？」

「うん。詳しいことは俺おれも知らないけど、芥川小春は個人的にハヤミと手を結び、例の婚約式の企画を立てた。その企画は当然ただの婚約式じゃなくて、秘密裏にてっぺーを殺し、ゆかりちゃんを精神的に追い詰め、その弱っているときに芥川小春がゆかりちゃんをかっさらって行くってヤツらしい……っと」

　階段は途中で『ＳＴＡＦＦ－｜ＯＮＬＹ・一般客立ち入り禁止』という札の下がったロープで封鎖されていた。文七は躊ちゆう躇ちよなくロープをまたぎ、さらに階段を下っていく。曜子も恐る恐るそれに続いた。

　ロープを越えてから、階段はそれまでのような凝った内装のされたものではなく、パイプや金属に白の塗装をしただけの簡素な構造のものになった。

「てっぺーはものの見事にふたりに騙だまされ、結果、船から転落。さすがの槍ヶ岳さんもハヤミの登場だけは読んでなかったらしくて、鉄てつ平ぺいと同じように銃で撃たれた――これがあの夜の真相さ」

　ひでえ話だよ、と文七は肩をすくめる。

　一方で曜よう子こは、

「…………」

　愕がく然ぜんとしていた。

　信じられない。とても信じたくないような話だった。つまるところあの転落事故は。

　――計画殺人だったってことじゃない！

　確かに昨年のクリスマスではテロ、バレンタインでは爆弾と生死に関かかわることではあった。しかし今回の事件は特定個人を狙ねらった計画的なもの。不特定多数の人間を対象とするよりももっと生々しい印象があった。

「なんで……そんな……」

　曜子は背中を震わせる。純粋な恐怖が怖おじ気けを生んでいた。

「そうまでして欲しいものが、成し遂げたいことがあのふたりにあった――ってことなんだろうな。俺おれもよくわかんねえけど」

　人を殺してまで。曜子にはそれが何なのか想像すらつかなかった。

「……五十嵐いがらしくんと槍やりヶが岳たけさんは、どうやって助かったんですか？」

「それは――いや、ちょっと待って」文ぶん七しちはふと立ち止まった。「時間がない。俺らは俺らの仕事をしよう」

　気がつけば階段の終わりまでたどり着いていた。ずいぶんと下ったように思う。ふたりの前には白い鉄扉が立ちはだかっていた。

　扉には『ＥＮＧＩＮＥ・ＲＯＯＭ』と書かれたプレート。

「な、何をするんですか……？」

　文七は答えずに、ドアノブに向けて何か黒い物を掲かかげた。それは何ど処こからどう見ても――拳けん銃じゆうだった。まるで手品のように文七は何もなかったはずの空間から拳銃を取り出してみせたのだ。

「そ、それ……ッ」

「槍ヶ岳さんから借りたんだ。いや『見えないリュックサック』って本当に便利だな。あ、跳弾に気をつけてね」

「え」

　ちょうだん？　と曜子が疑問符を浮かべたのも束の間、

　文七は拳銃を三発連続でぶっ放した。

「――――ッ」

　迸ほとばしる火花に耳をつんざく銃じゆう声せい。耳を塞ふさぐこともできなかった曜子は肩をすくめて硬直した。

　鉄扉のドアノブは弾はじけ飛び床を転がっていった。文七が蹴け飛ばすと鉄扉は向こう側にぶち破られた。



    

  
    
      



    

  
    
      「…………」

　唖あ然ぜんとする曜よう子こに、文ぶん七しちは笑顔で振り返った。

「さあ――追っ手が来る前に、仕事片付けちまおうぜ」

　　　＊

　数ヶ月ぶりに見る槍やりヶが岳たけは、今まで見たこともないくらいにボロボロだった。

　青いパンツスーツは埃ほこりをかぶったように汚れ、ジャケットの右袖そで口ぐちが縦に引き裂かれていた。ハイヒールは脱ぎ捨てたのか今は裸足はだしで、青い下縁眼鏡めがねはフレームが歪ゆがみ、いついかなるときもきっちり揃そろえていたはずのおかっぱ頭はところどころ乱れていた。頬ほおには擦り傷、こめかみからは一筋の血が垂れていた。

　大おお目め玉だまにとってこんな槍ヶ岳は初めてだった。どんなときも我が身を汚すことはなく、企画ごとに仕立てるというスーツはいつも清潔に保たれている。傷を負うことなど皆無。絶対の傍ぼう観かん者しやとして俯ふ瞰かんに徹する――それが、大目玉から見た槍ヶ岳。

「二ヶ月ぶりですか。その後お変わりはありませんかダマちゃん」

　なのに目の前にいる槍ヶ岳は満まん身しん創そう痍いで、左右の手にはそれぞれ一丁ずつのハンドガンという二丁拳けん銃じゆう。傍観者どころではなかった。

　それこそ大目玉は、武装している槍ヶ岳も――戦闘している槍ヶ岳も初めて見たものだから、開いた口がふさがらなかった。

「な、そ……ど、どういうことなの……っ？」

「？　ああ、これですか」大おお目め玉だまの視線に気付いたように、槍やりヶが岳たけは拳けん銃じゆうを持ち上げた。

「ちょっと野暮用で行かなければならない場所がありましてね。相変わらずこの船には厄やつ介かいな装置が仕掛けられているようですから、こうして警備員の方々を無力化しながらでないとそこまでたどり着けないのです」

「そ、そう……なの」

　茫ぼう然ぜんと相あい槌づちを打ちながら……大目玉は動揺しまくっている自分に気付いた。

　突然の槍ヶ岳の登場に心臓が爆発的に高鳴っていた。全身が風か邪ぜにあてられたように急激に発熱し、目の前が薄く滲にじんだ――大目玉は慌あわてて瞼まぶたを拭ぬぐう。

　――なんで私が、槍ヶ岳を見て泣かなきゃいけないのよ？

「な、何してたのよ……今まで一体何ど処こに隠れてたの!?」

「まあ色々ありまして」槍ヶ岳は小さく微笑ほほえんだ。「でもダマちゃんが泣くほど心配してくれていたなんて思いませんでした。嬉うれしいです」

「だ、誰だれが心配なんか！」大目玉は顔を真っ赤にして怒鳴った。「それよりあなたは知ってるんでしょう？　この一連の出来事の真相を！　やっぱり芥あくた川がわ小こ春はるが――」

「彼と、ハヤミマコトです」

　ぴたり、と大目玉は動きを止めた。「……なんですって？」

「主犯はハヤミマコト。ハヤミマコトは独自に芥川小春に接触していた……あなたならそれだけでおおよそのことは飲み込めるはずです」

「…………」

　つながっていく。

　小春の企たくらみ。その裏に潜む者。あっさりとやられたＯＴＶ――大目玉の中で全すべてがつながっていく。

「ハヤミマコトはまずダマちゃんに擬態し、私たちの前に現れました。私はそれを見破ることができず銃で撃たれ海に転落しました。幸いにして客船の近くにＯＴＶのボートが待機していたので、そこまで自力で泳いで助かりましたが――不覚です。すぐに船上に戻れるような状態ではありませんでした」

「……」

「五十嵐いがらしさんもハヤミの罠わなにかかり、船から転落させられました。ゆかりさんが落下する五十嵐さんを目撃した、という連絡を一いち太た郎ろうから受け、私たちは撮影スタッフを駆り出して探たん索さくにあたりました。あの辺りは潮流が激しく入り乱れていることに加え、夜の海難です。救助率は格段に低かった――我々のように優れた『科学』を持たない外界人では、とうてい発見することはできなかったでしょう。私たちは辛からくも五十嵐さんの救助に成功した――これが、あの夜の顛てん末まつです」

「……またなの？」大おお目め玉だまはぎりり、と奥歯を噛かみ締しめた。「またしても私は、あの男にやられたってわけ……ッ？」

　大目玉はバレンタインのときにもハヤミマコトに裏切られた経験がある。あのときは悔しくて仕方がなかった――その二倍三倍もの悔しさが今、胸を激しく焦がしていた。

　――許さない。

　大目玉は怒りにたぎる目を槍やりヶが岳たけに向ける。

　――この女をこんな目に遭あわせていいのは、私だけだ。

　絶対に、許さない。

「……何故行方なぜゆくえをくらませていたの？」大目玉は疑問を口にした。「生きていたのなら、すぐにでもハヤミマコトを指名手配にしてしまえばよかったのに」

「おやおや。ダマちゃんらしくないですね」槍ヶ岳はおどけた表情で肩をすくめた。「私をそんなふうに見ていたのですか？」

「……どういう意味よ？」

「何故私がこうして武装しているのか、わからないのですか？」

　はっ、と大目玉は気付く。舞台に乗り込んで自らの手を下すリポーター。そんな矛盾した存在はあり得ない――

「これは私怨です」

　槍ヶ岳はきっぱりと言い切った。「企画ではなく、私の個人的な復讐戦リターンマツチなのですよ。この一件にハヤミマコトが関かかわっていることを知っているのは、ＯＴＶでも一部の人間だけ……私が口止めしました。単純に指名手配にしても、ハヤミマコトはきっと擬態を駆使して逃げおおせてしまう。彼には無事企画が成功したように思わせておき、こちらは彼が確実に現れるだろう舞台をもう一度セッティングし引き上げる――それが今回の婚約式なのです」

　大目玉は、背中にぞっと悪寒が走るのを感じた。

　――怒ってる。

　表情こそ笑みの形を取っているが、その瞳ひとみは、

　――あの槍やりちゃんが怒っている！

　激情に燃えていた。

「絶対に許しません」低く押し殺した声で槍ヶ岳は続ける。「五十嵐いがらしさんは今回の一件で死にかけました。明確な殺意で以もつて殺されかけたのです。私はそれを、絶対に許すことはできない」

　めちゃめちゃ怒ってる！――って。

「……え？」大目玉はぱちくりと瞬まばたいた。「なんですって？」

　確かに槍ヶ岳は怒っていた。瞳に怒気のこもる眼光を宿していた。けれどそれは。

　自分が死にかけたことに対してではなく。

　五十嵐鉄平が殺されかけたことに対して怒っているのだった。

「確かに今までの企画を通して、五十嵐いがらしさんは何度も死にかけるような事態に直面しました。しかし今回に限ってはまったく別次元の問題。今回は――私たち内界人のフォローがない状態での危機でした」

　槍やりヶが岳たけの表情が崩れていく――もはや笑みの形も保てないほどに、感情は溢あふれ出していく。

「私はいざとなれば五十嵐さんをあらゆる方法を用いて助ける――いつでもそのつもりでいました。クリスマスのときもバレンタインのときもホワイトデーのときも、もしも五十嵐さんが自分の力ではどうしようもないほどの危険にさらされることがあれば、たとえ内世界の法に触れてしまうことになっても私は五十嵐さんを救い出す。そういうつもりでした」

「な、何を言っているの？」大おお目め玉だまは思わず身を乗り出した。「あなた、自分が内世界でなんて呼ばれているか知らないわけじゃないでしょう？　《冷れい酷こく非道なテレビリポーター》なのよ？　そんなあなたが――」

「私の番組で人死には出さない――それが私の信念です」

　大目玉は耳を疑った。

「あ、あれだけ無茶苦茶なことやらせといて？」

「……」槍ヶ岳は瞼まぶたを閉じた。「……これは誰だれにも話したことがないので、口外無用ですよ」

「？」

「もしも五十嵐さんが死ぬようなことがあれば、私も責任を取って死ぬつもりです」

　大目玉は愕がく然ぜんと口を開く。「な、何を言って」

「それが私の、この番組を預かる上での覚悟です」

　大目玉にはとても理解できなかった。

　文字通り命を懸けてまでテレビ番組に身を投じようなどという気概。全然理解できなかった。

「馬ば鹿かげてる……そんなことしてどうなるというの？　所しよ詮せん五十嵐鉄てつ平ぺいだって使い捨てのコマにすぎないんでしょ？　ただの視聴率稼ぎの商品なんでしょ？」

「音楽で人は救えると思いますか？」

　突然の問いかけに大目玉は「は？」と面食らった。

　槍ヶ岳は激情を鞘さやに収め、微笑ほほえみを浮かべた。

「漫画で人は救えると思いますか？　映画で人は救えると思いますか？　小説で人は救えると思いますか？」

「ちょ、ちょっと、何を」

「テレビで人は救えると思いますか？」

　大おお目め玉だまは目を見張った。

　槍やりヶが岳たけは微笑ほほえんだまま続ける。

「救うといってもピンからキリまであります。誰だれかの人生観を大きく変えてしまうもの、道に迷って大切な一歩を踏み出せない誰かの背中を押すようなもの、ほんの少しでいい、ちょっとした勇気を与えられるもの――そんなテレビを作っていくことが、私の夢なのです」

「…………」

「そんなテレビを作るためなら――この命も惜しくない。どんなことをしてでも、命を懸けてでも最高のエンターテインメントを作り上げてみせる。それが私の覚悟です」



　――――あ。



　唐突に、大目玉は気付いた。

　――コレだ。

　気付いてしまった。

　――コレが自分と槍ヶ岳との差なんだ。

　勝てるはずがなかったのだ。

　覚悟の量。思い。気概。信念。

　何もかもが自分は劣っていた。だから今まで一度たりとも勝つことができなかった。負けて当たり前だったのだ。

「時間がありません。私は行きます」

　立ち尽くす大目玉の横を、槍ヶ岳はすたすたと通りすぎていく。大目玉にはもう、ライバルを引き止めるような言葉はなかった。

「そうそう」背後で足音が止まった。「言い忘れてました」

「……何よ」

「私がこの舞台を再び作ったこと――それはハヤミマコトを舞台に引き上げる他ほかに、もうひとつ理由がありました」

「……」

「ゆかりさんのことです。内世界の警察機構にハヤミマコトを捕獲させたとしても――肝心のゆかりさんの問題が残ってしまうのです。公表されてしまった芥あくた川がわ小こ春はるとの婚約。これを解決しないことにはゆかりさんは前に進めません。たとえ五十嵐いがらしさんが生きていることがわかった後でも。いわばこの舞台は、私と五十嵐さんのリベンジでありゆかりさんのリベンジでもあるのですよ」

「……」

「今日、ゆかりさんがどんな行動を取るかでゆかりさんの進退が決まる。本人はまだ気付いてはいないでしょうが。果たしてゆかりさんは自分なりの信念を貫き通せるのか――刮かつ目もくせよ、です」

「……」

「言いたいことはそれだけです。ではまたお会いしましょう」

　そして槍やりヶが岳たけは行ってしまった。

　完かん璧ぺきな敗北感を大おお目め玉だまの胸に残して。

　　　＊

「っは、はぁ、は……」

　死し屍し累るい々るい――正にそのような状況だった。

「はぁ、はぁ……」

　通路のいたるところに黒服たちの身体からだが転がっている――ある者は鼻っぱしを折られて気絶し、ある者は股こ間かんを強打され泡を吹き、ある者は窓ガラスに半身を突っ込んで沈黙していた。廊下のそこかしこでそのような光景が見受けられ、低いうめき声があがるそこは正に地獄絵図といった様子だった。

「はぁ、はぁ……」

　視線を身体に落とす。

　相手は威い嚇かく射撃ばかりしていたから致命的な傷こそなかったものの、一発だけ脇わき腹を掠かすった傷があった。左手で傷口を押さえると、ぞっとするような量の血液が指の間から溢あふれ出してくる。他ほかにも身体中に刻まれた無数の裂傷。シャンパンベージュのロングタキシードはあちこち切り裂かれ、赤く染まりつつあった。

　――大したことじゃない。

　所しよ詮せん、いつものことだ。いつもこれくらいの傷は負ってきた。こんなもの根性で耐えられる。

「立ち止まるな……」

　バットと足を引きずりながら少しずつ前に踏み出す。一歩踏み出す度に全身に突き刺すような痛みが走るが、気合でねじ伏せる。

「待ってろよ、ゆかり……今行くからな……」

　言葉にすることで己を奮い立たせて――ひたすらに歩み続ける。

　そうしてあるラウンジにたどり着いたとき。



「――――タキシードか。なかなか凝ってるじゃないか」



　自分を、そんな言葉が出迎えた。

　その声に、不敵に答えてみせる。「花嫁をさらうって言ったら……これしかねえだろ？　文ぶん七しちに金借りてわざわざ取り寄せたんだぜ」

　ラウンジの中央に、ダークスーツの男が立っていた。オールバックの髪に鋭利な刃物のような骨格。どこか冷たい印象のする目つきは、あのクリスマスのときと変わっていない――。

「テメエこそその姿は久しぶりなんじゃねーか。なあ」バットの切っ先を突きつけ、「ハヤミさんよ」

　ダークスーツの男――ハヤミマコトは、

「きっと生きていると思っていたぞ。お前はしぶといからな」

　ニヤリと口元を歪ゆがめて、呼んだ。

　待ち人の名前を。



「五十嵐鉄平いがらしてつぺい――」



    

  
    
      


【第７話・マイ・フェア・ブライド上等！】





　気がついたらそこにいた。

「お姉さん……」古こ都とゆかりは茫ぼう然ぜんとした様子で訊たずねてきた。「どうして、ここに」

　戸口に立ち尽くしていた大おお目め玉だまは、忌いま々いましげに顔をしかめた。

　槍やりヶが岳たけと別れた後、自分の足は自然とこの場所に向いていた。元々小こ春はるにゆかりを呼ぶように言われていたのだから別に問題はないのだが。

　――いいのかしら。

　大目玉は胸中に問う。このまま芥あくた川がわ小春の言いなりになっていて、いいのだろうか？

　槍ヶ岳の話から今回の一件がどういったものなのかはわかった。わかったのだが……ではそれで何かが変わるかといえば、やはり別に変わらない。自分はあくまでＢＴＶのリポーターであり、たとえ芥川小春に騙だまされていようともそれで企画が成立するのならば何もい問題はない。問題はないのだ。

　これで、いいのだ――そう思うのだけど。

　――こうしているうちは、きっとダメなのよ。

　こんなふうに自分の何かを押し殺しているうちは、

　一生、槍やりヶが岳たけを越えられない。

「……ちょっと席を外してもらえないかしら」大おお目め玉だまはゆかりのスタイリストに言った。

「彼女とふたりきりで話がしたいの」

　ぽかんとスタイリストは立ち尽くしてから、ゆかりを振り返った。ゆかりは戸惑う素振りを見せつつも頷うなずく。部屋の外で待ってます、とスタイリストは何度も後ろを振り返りながら部屋を出て行った。ぱたん、と扉が閉じる。

　ふたりきりになってから、大目玉はしばらく口を閉じたままゆかりを見つめた。ゆかりは向けられた強い視線に「え、あの、ど、どうも……ご無ぶ沙さ汰たしてました……」とごにょごにょと口の中で呟つぶやいた。

「……時間よ」

「え？」

「もう式の時間でしょ。芥あくた川がわ小こ春はるが呼んでいたわ」

「ど……どうしてあなたが、そんな」

　そのときふと、大目玉の脳裏に、ある記憶が再生された。



『また会えますかっ？』

『今度は名前、教えてくださいね――』



「……名前」

「え？」

　大目玉はぼそぼそと言った。「名前を教える約束を、してたわね」

「……」

「私の名前は」

「もう、知ってます」ゆかりが言った。「大目玉さん……ですよね？」

　大目玉はきゅっと唇を引き結んだ。

　当然だった。確かに大目玉とゆかりが初めて会ったのはホワイトデーの百ゆ合り百ゆ合り学園で、そのときは名前を名乗らなかったから、ゆかりは自分のことを《試験官のお姉さん》としか認識していなかった。けれどその後に五十嵐鉄平いがらしてつぺいや槍ヶ岳に話を聞けば自分の正体などすぐにわかる。

　――やっぱり、私にはできない。

　大目玉はたまらず背中を向けた。

　この少女に一連の事件の真相を話すのは簡単だった。五十嵐鉄平がまだ生きていてこの船内の何ど処こかにいる――そう教えられたら、彼女はどんなに喜ぶだろう。

　けれど、自分は彼女の敵なのだ。

　バレンタインには命を狙ねらい、ホワイトデーには五十嵐鉄平いがらしてつぺいとの仲を引き裂こうとした。

　そんな自分に、ゆかりに何かを与えることなどできない。

『また会えますかっ？』

　絶対に、できない。

　大おお目め玉だまは背中を向けたまま言った。「早く行きなさい。式に遅れ――」

「私は！」

　背中に、ゆかりの声が叩たたきつけられた。

「私は正直、あなたにどんな感情を持てばいいのか――わかりません！」切せつ羽ぱ詰まったように、まくし立ててきた。「あなたのせいで皆の命が危険にさらされた。そのことは絶対に許せないし許そうとも思わない。――でもッ」

　大目玉は自分の手が震えていることに気付いていた。

「でも百ゆ合り百ゆ合り学園であの日、あなたが私にくれた言葉は、本物だった！」

『それがひとりで決意するということ』

『ひとりで生きるということよ』

「あなたがどんな思いであの言葉をくれたのかはわかりません――でも私にとっては本物だった！　私の中で確かに響いて、今も残ってるんです――だから、わからないんです！　あなたにどんな感情を抱けばいいのか……ッ」

　心臓が爆発しそうなくらい高鳴っていた。

　――狂いっぱなしなのよ。

　大目玉は拳こぶしを握り締しめる。

　――あんたに会ってから、私はずっと調子狂いっぱなしなのよッ!!

　大目玉は目を血走らせながら振り返った。びくりと仰のけ反ぞるゆかりの元へずかずかと歩み寄り、その胸に人差し指を突きつけた。

「あなたはなんでここにいる!?」

「え……」

「なんでこんな馬ば鹿かげた式になんか出るの!?」

　――あぁ、ちょっと待て自分。

　一体何を言うつもりなのよ？

　話すことなどない。自分は自分の仕事を果たすだけなのだ。

「わ、私は……」大目玉の剣幕に、ゆかりは気け圧おされたようにしどろもどろ答えた。「鉄平くんがいなくても、ひとりで闘えるように……」

「なら、どうしてここにいるのッ？　これがあなたにとっての闘うことなの!?」

　違うったら私。こんなの私の仕事じゃない。

「いや、あの……今後を考えて……て、鉄てつ平ぺいくんだってきっと、その、そうするべきだって、言うと思ったから……」

「この馬ば鹿か娘ッ!!」

　大おお目め玉だまの怒号に、ゆかりは身をすくめる。

「あんたはあんたなのよッ!!」自分の仕事ではない――それはわかっていたけど、もう止められなかった。「誰だれが何と言おうとあんたはあんた、あんたの行動は全部あんたが決めるのよ！　周りがどうとか将来がどうとか五十嵐いがらし鉄平がどうとかはまるで関係ない、そう関係ないのよッ！　どんなに否定されてもどんなに不利になろうとも誰が何と言おうとも！　あんた――古都ゆかりがどうしたいか、それだけなのよッ！」

　ゆかりは瞳ひとみを見開いた。

　大目玉も瞳を見開いた。

　――私は、どうしたい？

「どんなに苦しい状況になっても構わない！　あんた自身がどうやって考え、どうやって行動したか――そこに一本の芯しんが通っていれば、それでいい！　何も後悔はないッ！　そうじゃないの!?」

　気がつけば酸欠になりそうなほど肩で息をしていた。

　ゆかりは茫ぼう然ぜんとこちらを見ている。

　大目玉は再び背中を向けた。

　二度と振り返らないで、部屋を出て行った。

　　　＊

「う」鉄平は吼ほえながらラウンジの中央を駆け抜けた。「おおおおおおおおおおおおッ!!」

　左半身を前に、右手のバットを弓引くように腰だめに構え、その姿勢のままで突進する。目指すは――仁に王おう立だちに待ち構えるハヤミマコト！

「ふん……死にたいのか？」

　ハヤミは冷静に拳けん銃じゆうの筒先をこちらに向ける。それだけですくみそうになる身体からだを――それでも鉄平は前に出す。

　――ひるむな。

　立ち止まれば、それこそ狙ねらい撃ちだ。鉄平は喉のどが焦げるような、痛みを伴うほどの怒号をあげ、さらに加速した。ハヤミはおかしそうに笑い、引き金を引き絞った。弾丸が目にも止まらぬ速度で飛んでくる――

「――――ッ」

　鉄平は瞼まぶたを閉じなかった。身体の反射をねじ伏せ、むしろ見開く。弾丸は凄すさまじい回転と共に顔面に接触――頬ほお肉を掠かすめ取って後方に突き抜けていった。ハヤミは目を見開く。

「な――」

「おああああああああッ」

　瞬時にバットを逆手に持ち替え、肩の上に構える。全身の筋肉を駆使し、左足の踏み込みと共に槍投げの要領でバットを投とう擲てきした。

「く――」ハヤミは寸前で身体からだを沈める。その肩の上すれすれを、弾丸と化したバットが通りすぎていった。「そがぁッ！」

　鉄てつ平ぺいは地を蹴ける。ハヤミは咄とつ嗟さに拳けん銃じゆうを向けるが――それより早く、鉄平の飛び蹴げりがハヤミの顔面を蹴り抜けた。もんどりうつハヤミの手から拳銃がすっぽ抜ける。

「この――」

　立ち上がろうとするハヤミの元に、飛び蹴りの着地で体勢を崩しつつも前のめりの状態で鉄平は突っ込む。「ぅらああああッ」

　ハヤミは頬ほおを殴打されるが、全身のバネを跳ね上げ下から抉えぐり込むように拳こぶしを打ち放った。強打が鉄平の脇わき腹に沈む。

「ぐ……ッ」

「なめるなクソガキ！」

　ハヤミの左手が鉄平の喉のど元もとを鷲わし掴づかみにする。そのまま鉄平の身体を片手で持ち上げるように突進し、鉄平は背中から壁に叩たたきつけられた。

　鉄平の身体を左手で壁に押し付けながら、ハヤミは唸うなるように言った。「肉弾戦とは思い切ったことをするじゃないか……！」

「う、っせぇ……！」喉元を押さえられた鉄平は苦しげに吐き捨てた。「なんでだ……ッ？」

「あぁ？」

「なんでテメエは、こんなこと……！」

「言っただろ――絶望したってなッ！」

　ハヤミの右拳こぶしが横っ面に叩きつけられた。鉄平の頭は壁に衝突し、その衝撃で身体を支えられなくなるほどの脳のう震しん盪とうを起こして膝ひざを突いた。四つんばいになった鉄平の頭を、ハヤミが蹴り抜く。鉄平の身体は受け身を取ることもできず床に投げ出された。

「が、あ……」

「はっ」ハヤミは失笑してから拳銃を拾い上げ、銃口を鉄平に向けた。「せっかく命拾いしたのに、残念だったな。俺おれに挑んだことを後悔して死ね」

「なんで、だよ……」

「あ？」

　無力に横たわったまま、鉄平は声を絞り出した。「お前は……バレンタインのときに、改心したんじゃ、なかったのか……？」

「……」

　少し考えるような素振りを見せてから――ハヤミは、言った。

「その経験が、俺おれに気付かせたんだよ」

「な、に……？」

「俺には」

　そのとき鉄てつ平ぺいは、確かに感じとった。



「何ど処こにも居場所がない」



　悲しい響きを。

「居場所が、ない……？」

　ハヤミは抑揚のない声で言った。「藤ふじ森もり文ぶん七しちに擬態してから、俺は内世界の警察機構から逃れるために様々な外界人に擬態して逃げ続けた。本当に色んな人間に成りすましてきた……それで感じたことは、たったひとつだ」

　やっぱり、と鉄平は思う。声こわ音ねこそ平へい坦たんだが、

「『誰だれも俺を俺として見ることはない』」

　ハヤミは悲しんでいる――。

　鉄平は軋きしむ首を捻ひねり、ハヤミを見上げる。

　ハヤミはガラス球のように冷たい目をしていた。

「最初に気付いたのが、藤森文七に擬態したときだった。あれほど長く特定人物に擬態したのは初めてだったよ……それが、いけなかった」

「……なんでだよ。今までひとりだったお前が、文七に成り代わることでひとりじゃなくなった――その経験があったから、バレンタインのときは大おお目め玉だまを裏切ったんじゃなかったのかよ？」

　世界のバランスを崩し滅びてしまった『第二世界』。その崩壊後、ハヤミはずっとひとりだった。打ち捨てられ、ひとりきりで無意味な時間を過ごすだけ――そんな《ただ生きるだけ》の存在に成り果ててしまった。

　そんな彼だからこそ、藤森文七に擬態しクラスメイトや家族に囲まれたとき――そのことの喜びをより強く実感した。そのはずだった。

「確かに、幸せだった」ハヤミは素直に認めた。「信じられないくらいに温かく、居心地のいい経験だった」

「だったら……」

「だがそれはッ！」ハヤミの瞳ひとみに、感情が膨れ上がった。「それは俺が『藤森文七』だったからだ！」

「……」

　衝動的に、ハヤミはぶちまけた。「あの幸せもあの温ぬくもりもあの喜びも全すべて『藤ふじ森もり文ぶん七しち』としてのものだ！　俺おれ自身に向けられたものでは決してない！　別の人間に擬態しても同じことだった――何ど処この誰だれに擬態しても、どれほどの幸せが得られても！　それは全て俺ではない誰かに向けられたものだったッ！」

　それは怒りの吐と露ろだった――はずなのに。



「この世界に俺の居場所は何処にもなかった!!」



　怒り以上の悲しみが、そこにはあった。

「もう……何もない。何処にも居場所はない。ならもう……内世界への復ふく讐しゆうしか、俺には残されていないじゃないか……ッ！」

『第二世界』は内界人の介入を契機に崩壊へと至った。その復讐のため、ハヤミはクリスマスのテロ事件を起こしたのだ。内世界、第二世界、外世界――この三つの世界はひとつの根っこでつながっている。ハヤミはＫＯＴＯの経済力を利用して外世界を滅ぼし、その影響で世界の根を腐らせ内世界に復讐を果たすつもりだった。

「俺はいずれ古こ都と家とつながった芥あくた川がわ小こ春はると入れ替わり、ＫＯＴＯを使ってこの世界を徹底的に滅ぼすッ！」

「お前――まだ諦あきらめてなかったのかよ……ッ？」

「これしかないんだッ！」ハヤミは悲痛に叫さけんだ。「何処にも居場所がない俺はどうすればいい!?　何を目的に生きていけばいい!?　復讐しかない――俺には復讐しか生きる目的がないんだッ!!」

「っざけんなッ」ハヤミの悲しみの色は鉄てつ平ぺいにも理解できていた。しかし――鉄平は吼ほえる。「復讐が生きる理由になってたまるかよッ！」

　そんな悲しい生き方。

「俺は認めねえッ!!」

「黙れ――黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れッ」

　ハヤミは瞳ひとみを血走らせ、

「お前に俺の絶望は理解できない――」

　鉄平の頭に銃口を突きつけた。

「死ね!!」

　　　＊

　文七は容赦なかった。

「何だ君は？　ここは一般客の立ち入りは――ぎゃああああああ！」

　機関室に入ってからは警備員の類たぐいは現れなかったが、代わりに何人もの乗務員がふたりを注意しに来て――そして文ぶん七しちに撃たれて倒れていった。後ろで蒼そう白はくになる曜よう子こに文七は、

「だーいじょぶ大丈夫。これゴム弾だから」

　と能天気に言ってまた引き金を引く。甲かん高だかい銃じゆう声せいと共にばたばたと乗務員が倒れていく様は、なんとなくＢ級映画を思わせた。

　機関室はパイプや配線の構造が入り乱れた狭い空間だった。通路もふたり並ぶのがやっとのくらいのスペースで、機械の駆動音が凄すさまじい。会話のときには心持ち声を張り上げなければ聞き取れなかった。

「何ど処こまで話したっけ？　あ、そうそう、んで、てっぺーはずっと俺おれの家に監禁――じゃなくてかくまってたんだ。槍やりヶが岳たけさんはどうにかして確実にハヤミが現れるような舞台を作りたいって言ってて、だからてっぺーにはしばらく消息を絶ってもらう必要があった。あいつ、ゆかりちゃんのことが心配で何度も家を飛び出しそうになったから、鍵かぎとか何重にもかけて仕舞いには縄で縛ったりとか色々やったよ。ありゃ大変だった。狂犬を飼ってるような気分だったよ」

　飼う……曜子は鉄てつ平ぺいに同情した。

「槍ヶ岳さんは灰はい原ばらさんのところに隠れてたらしいよ。灰原さんもゆかりちゃんに色々問い詰められるだろうからって行方ゆくえをくらませてた。槍ヶ岳さんはなんか個人的に怒ってて――」

「おい、君たちここで何をして――」ダンッ。「ぐああああああ！」

「もうテレビとか関係なしにやり返したかったらしくてさ、ＯＴＶにも内緒で計画進めたんだ。ハヤミにこっちの情報を知られないように、っていう意図もあったらしいけど。この『見えないリュックサック』とかてっぺーたちが乗ってきたボートは灰原さんが用意したんだって」

「は、はぁ……」

「大体こんな感じかな。……お、ここかな？」ふと立ち止まって、文七は『見えないリュックサック』から何やら取り出して曜子に手渡した。「はいこれ。曜子ちゃんも手伝ってね」

　それは手のひらサイズの小箱とガムテープだった。

「これは……？」

「そいつをガムテープで適当にパイプやら床やら何処でもいいから貼はり付けて」

「え、っと……」

　言われた通り、床を走っていたパイプの上に小箱を置き、ガムテープで固定した。

「はいオッケー。こんな感じで色んなところに設置していくから。あとは槍ヶ岳さんがスイッチひとつで作動させてくれる」

　文七は一方的に説明して、「じゃあ次行こっか」と進んでいく。

　曜よう子こはものすごく嫌な予感がした。

「あ、あの、これなんなんですか!?」

　文ぶん七しちの背中が簡潔に答えた。

「爆弾」

　　　＊

　決着は一瞬だった。

　鉄てつ平ぺいはここまでバット一本で切り抜けてきた。

　しかし、だからと言って。

　それは鉄平が他ほかにも武器を持たない理由には、ならない。

　蹲うずくまっていた鉄平は、ジャケットの下――ベルトにねじ込んでいた拳けん銃じゆうを抜き放つ。目を見張り反応が遅れるハヤミとほぼ同時に、引き金を引いた。

　ふたつの弾丸はコンマ数センチの間隔で擦れ違い――互いの目標に着弾した。

　鉄平は、ハヤミの弾丸に直接拳銃を弾はじき飛ばされ。

　ハヤミは、鉄平の弾丸に指の関節を撃たれ拳銃を取り落とした。

　刹せつ那な的硬直。お互いに何が起こったのかを理解するのに時間がかかった。

「お」先に動き出したのは、「おああああああああッ！」

　直接身体からだを撃たれなかった鉄平だった。

　床から跳ね起きる勢いそのままに突進。ハヤミの懐ふところに頭から飛び込み、そのまま押し倒す。両膝ひざでハヤミの両腕を床に押さえ付け――瞬またたく間にマウントポジションを制する。

「この……ッ」

　毒づくハヤミの顔面に拳こぶしを叩たたき込む。拳に返る鈍く硬い感触。それでも鉄平は間髪を入れずに上からハヤミを殴り続けた。

　それで――決着はついた。

「……っは、は……は」

　鉄平は荒い呼吸を繰り返し、やがて手を止めた。小さく鼻で笑う。

「なんか、かなり……カッコ悪い勝ち方だな」

　鉄平の下で、ハヤミがごふっ、と血塊を吐いた。その顔はボコボコに腫はれ上がっていた。

「俺おれがバットで闘ってたのは、単純に接近戦ならバットの方が闘い易やすかっただけだ。銃はなんか、やっぱり性に合わねえし。俺、高校生だし……って、聞いてないか」

「……せ」

「あ？」

　ハヤミがかすれた声で言った。「おれを、ころせ……」

「嫌だね」鉄平はあっさりと吐き捨てた。「高校生に人殺しなんかさせんな。つうかお前、自殺とかしたらぶっ殺すからな」

　かなり理不尽なことを言われたハヤミは、もの問いたげに視線を動かした。

「あー、だからその、つまりだ。お前はこれから生きて罪を償っていくんだよ」

「つぐな、う……？」

「そう。クリスマスのときにたくさんの人を危険にさらしたこと、そして今回俺おれを殺しかけたこと、そういうもんを償って――生きてけよ」

「……」

「それがお前の、生きる意味にはなんねえか？」

　ハヤミは答えなかった。鉄てつ平ぺいは自分でも恥ずかしくなって早口にまくし立てた。

「俺もまだ十七歳のガキだから大したことは言えないけどさ。復ふく讐しゆうなんて理由よりはよっぽどマシだと思うけどな。居場所だってそうだ。誰だれにでも擬態できるんなら――誰でもない姿に擬態してみろよ。自分好みの顔にして、名前も自分で考えて。後はお前が努力しろよ。イチから始めて、居場所とか色々作っていけよ」

「……」

「誰かに擬態したって虚しいのは当たり前だろ。それはどうしたって他人の借り物なんだ。お前のものじゃない。お前のものはお前が、自分自身で作って手に入れていけよ。努力しろよ」

　ハヤミは答えない。仰向けのまま――ぼんやりと虚空を見つめている。いつまでも反応はなかった。

「……じゃあな。俺はもう行くよ。ゆかりが待ってる」

　鉄平は立ち上がり、足を引きずりながら歩き出した。

　……そんなふうにして、ふたりの対決は幕を引いた。



　取り残されたハヤミは。

「…………」

　ただただ、沈黙していた。

　　　＊

　ハヤミとの契約では、自分が古こ都とゆかりといられるのはたった一日だけだった。

　今夜行われる婚約式。それを終え、明日の夜の今頃ごろには自分はハヤミの手で殺され、そしてハヤミは芥あくた川がわ小こ春はるとして入れ替わる。そういう契約だった。

　小春にはわかっていた。自分にゆかりをつなぎとめておくことはできない。

　機械である自分には、そんなことは不可能であると――決め付けていた。

　だからたった一日で良かった。たった一日でも幸せを感じられたなら。

　たったひと時でもゆかりをこの腕に抱けたなら。

　自分はそれで、報むくわれるのだと思った。

　小こ春はるは席から立ち上がり、控え室にあった姿見の前に立つ。鏡には痩やせ細った身体からだと、人形のような頭があった。

　――いつから、こうなったのでしょう。

　いつから自分は、感情と成長を失った？

　機械であれ。その父の教育方針は自分の全すべてを奪った。人の心も、まっとうに成長しようという機能も、そして――生きる意志さえも。何もかも摘つみ取られてしまった。

　ゆかりだけなのだ。ゆかりといる幸せだけが自分に残された生きる意志なのだ。

　――ある意味、ハヤミさんには自分を重ねていたのかもしれません。

《復ふく讐しゆう》だけが残された、ハヤミマコト。

《ひと時の幸せ》だけが残された、芥あくた川がわ小春。

　ふたりは同じだったから、手を結んだのかもしれない。

　ガチャ、という音に小春は振り返る。そこには花嫁衣裳を着たゆかりが立っていた。その後ろではスーツを着た女性が、ウエディングドレスのスカートの裾すそを引きずらないように持ち上げていた。

「これはゆかりさん。本当によく似合っている」小春はニコニコと話しかけたのだが、ゆかりが何も答えないので首を傾かしげた。「ゆかりさん？　どうかなさったのですか」

「――え、あ」はっと気付いたゆかりが慌あわてて微笑ほほえみを浮かべた。「な、なんでもないです。ちょっとぼーっとしてました」

「時間が多少押しています。早さつ速そく行きましょうか」



　――どうしよう。

　心臓がばくばくと高鳴っていた。

　――私、ヤバイ。

「この度は私、芥川小春と古こ都とゆかりさんの婚約式にお集まりいただきありがとうございます。先日も発表いたしましたが、とある事故により中止してしまったため、私とゆかりさんで話し合った結果もう一度改めて発表の場を設けようということになりました。皆様にはお忙しいところ二度も足を運んでいただき本当に感謝して――」

　ステージ上の席。隣に小春が座っている。マイクで何か喋しやべっている。その内容も途中から頭に入らなくなっていた。

　――まずいよ私。

　ステージの前にはたくさんの人がいて、皆こちらに注目していた。

「――――します」

　ぱちぱちと人々が一斉に拍手を始めた。小春はにっこりと笑みを浮かべ、こちらにマイクを回してきた。

「次はゆかりさんの番ですよ」

　――私に喋しやべらせて、いいの？

　ゆかりはテンパっていた。

　興奮しすぎて――テンパっていた。



『あんたはあんたなのよッ!!』

『どんなに否定されてもどんなに不利になろうとも誰だれが何と言おうとも！』

『あんた――古都ゆかりがどうしたいか、それだけなのよッ！』



　たくさんの人が自分を見ていた。

　――私はこれから、馬ば鹿かになる。

　最高の馬鹿に。

「私には」ゆかりは震える唇でマイクに囁ささやいた。「好きな人がいます」

　観客はニコニコと聞いていた――が、ただひとり小こ春はるだけは違った。え、という顔でゆかりを振り返る。

「ゆかりさ――」

「その人は、ちょっと子供っぽくて、怒りっぽくて、真面目まじめなのか不真面目なのかわかりづらくて」喋り出したら止まらなかった。「あんまり言葉遣づかいもきれいじゃなくて、熱くなり出したら足元もわからないくらい止まんなくなって――けれど私が困ってたら、全力で助けに来てくれる……そんな普通の男の子です」

　乗客たちは徐々にざわつき始めていた。ゆかりの話している人物が小春でないことに気付いたのだ。

「彼はあんまり成績良くないんですけど、でも頑張って勉強して私のところまで追いつく、絶対に追いついてみせる――私にそう言ってくれました。正直な話、私、無理だと思ってました。そんなの絶対に無理だって、彼には黙ってたけど、そう思ってました。でも無理でもいい。追いついてくれなくたっていい。私のために頑張ってくれてる、そのことが嬉うれしかったから……私はそれで、満足でした」

　小春は茫ぼう然ぜんとこちらを見ている。

　ゆかりは止まらなかった。

「でも不思議なんですよね。そうやって頑張ってる彼を見てたら、本当にやってくれそうな気がしてくるんですよね。彼ならなんでもできる。なんでも成し遂げてくれる。そんな気持ちにさせてくれる、不思議な人でした。私はそんな彼が、大好きでした」

　ゆかりは招待客の中に源げん之の助すけの姿を見つけた。困惑の表情を浮かべる人々の中で、彼だけは諦あきらめたような顔をして――それでいてすっきりとした顔をしていた。

　小こ春はると婚約する。初めにそう打ち明けたとき、源げん之の助すけはとても辛つらそうな顔をした。それは確かに彼の望む結果だったのだけれど――ゆかりにもはっきりと感じることができた。

　――おじいちゃんは、後悔していた。

　ゆかりにとってどれだけ鉄てつ平ぺいが大きな存在だったのかを、知ってしまった。自分がゆかりにどれだけひどいことをしてしまったのかを知り、深く後悔していた。

　――大丈夫だよ、おじいちゃん。

　あなたは何も悪くない。

　だって私の気持ちは、何も変わっていないから。

「彼はもう、この世にはいません」

　いないけれど。

「でも私の中にはまだ、彼を好きな気持ちが残っています」

　いつかその気持ちも色褪あせるときが来る。きっと来る。死ぬまで鉄平のことだけを想おもい続けることなんてできないと思う。

　だからこそ。

「私はこの気持ちを大切にしたい」

　今は。少なくともこの気持ちが残っている間は。

「私は彼のことだけを想っていたい」

　だから――これからも今この瞬間も。



「私は、五十嵐いがらし鉄平を愛しています」



　自分は鉄平の恋人であり続ける。

「だから」ゆかりは小春に向き直り、「あなたとは一緒になれません」

　頭を下げた。

「ごめんなさい」

　会場は騒然となった。

「……いいんですか？」頬ほおを引きつらせて、小春は問うてきた。「あなたは今、芥あくた川がわグループの顔に泥を塗り、敵に回したのですよ……？」

「構いません」

　ゆかりはきっぱりと言い切った。

「私は、闘います」

　たとえこのことがどれだけ自分にとって不利になろうとも。

　後ろ指を差されようとも。

「闘い続ける」それが、「それが私――」

　大おお目め玉だまが――いや『お姉さん』が気付かせてくれた。取り戻してくれた。

　――私が『古こ都とゆかり』であるということ。

　古都ゆかりとして、何を望み、何と闘い続けていくのかを。

　お姉さんが教えてくれた。

　――そうだ。私は。

　古都ゆかりは、

　この恋心のためなら何だってする。

　それこそが、



「――――『古都ゆかり』の選択です」



　けたたましい音と共に会場の扉が開け放たれたのは、そのときだった。

　　　＊

　入り口の扉を蹴け破やぶった瞬間、ホール中の人間がこちらを振り返った。

　一度に数百という視線が突き刺さる――けれど、鉄てつ平ぺいは少しも怯ひるまず、前へと踏み出した。

「…………」



    

  
    
      



    

  
    
      　招待客たちが息を飲む様子が手に取るようにわかった。鉄てつ平ぺいの身体からだには無数の裂傷が刻まれ、脇わき腹からは服に滲にじむほどの出血があり、顔も青く腫はれ上がっていた。人々が思わず後ずさるのも無理はなかった。

「…………」

　鉄平は歩き続ける。この急展開についていけない人々は、思わず後退して彼のために道を空けてしまう。ぼうっと突っ立っていた者にも低く「退どけ」と呟つぶやくだけで十分だった。

　誰だれも鉄平を止める人間はいなかった。誰もが確信的な予感を抱いていたから、止める術すべなど持ち合わせていなかった。

　――もしかしてこいつが、五十嵐いがらし鉄平という少年なのか？

　鉄平は真まっ直すぐにホールを横切り――とうとうステージ上までたどり着いた。

　ゆかりがぽかんとした顔でこちらを見ていた。それこそ幽霊でも見るように、目をまん丸と見開いて。

　ゆかり、と声をかけようとした鉄平は――その声を飲み込んだ。



　きれいだった。



　とんでもなく――ゆかりの花嫁衣裳はきれいだった。

　白い花のように輝く姿に、目を奪われた。心臓が勝手に高鳴り、ゆかりしか見えなくなった。鉄平は即座に誓った。再度決意した。

　――絶対に、渡さない。

　誰にも。

　――ゆかりは、渡さない。

　だから、鉄平は、言おうとした。

「結婚――」

　するな。



    

  
    
      　　　「しよう」



    

  
    
      

「……………………………………………………………………………………………あれ？」

　鉄てつ平ぺいは自分で自分の言葉に目を瞬しばたたかせる。俺おれ、今――何て言った？

　見開かれていたゆかりの瞳ひとみがさらに見開き、みるみるうちに涙がたまっていった。だんだんとその頬ほおに赤みが差していく。

　ゆかりはやがて、小さく頷うなずいた。



「――――はい」



　そして弾はじけるように席から立ち上がり、鉄平の胸に飛び込んできた。「鉄平くんッ!!」

「ゆかり――」

「鉄平くん……鉄平くんだ……鉄平くんなんだ」胸にすがりつき、背中に手を回し、ゆかりは何度も鉄平の名前を呼び続けた。「鉄平、くん……ひっ……って、てっぺーくん……ひぐっ、てっ、ひ、ぺっ、ふ、ふぇ――えええええええええん！」

　泣きながらゆかりは、ほとんどしがみつくように抱き締しめる腕に力を込めた。

　もう二度と離さない、と言わんばかりに。

「ごめんな……心配かけて」泣きすがるゆかりを、鉄平は優しく抱き締めた。「ただいま」

「ゆかりさんから離れてください」

　鉄てつ平ぺいが顔を上げると、小こ春はるがこちらを睨ねめつけていた。表情こそいつもの無表情ではあったが――鉄平にはわかった。

　小春は、怒っている。

　あの感情のひとつも表現できなかった、小春が。

「離れてください。ゆかりさんは、私のフィアンセです」

「まだわかんねえのか？」

　鉄平もゆかりの肩越しに睨にらみ返し、きっぱりと言ってやる。

「お前はフラレたんだよ」

「――――ッ!!」

　その瞬間、小春の仮面は壊れた。

　明確な怒りに、歪ゆがんでいった。

「何をしているのです！」小春は鉄平を指差し、黒服たちに叫さけんだ。「早く彼を捕ま――」

『ピンポンパンポーン！』

　唐突な声の闖ちん入にゆうに、会場中の人間が肩透かしを食らった。声はホールの天井に設置されたスピーカーからだった。人々は一斉に頭上を見上げる。

『操そう舵だ室を乗っ取っちゃったワタクシから、全デッキに緊急放送デス！』それは言うまでもなく槍やりヶが岳たけで、『これからこの《ごぉじゃす・くるぅ》は――』

　やたら陽気な声で告げてきた。



『――――沈みます！』



　その言葉と同時に――激しい振動が船中を襲った。

　ホール中を悲鳴がこだまする。それはまるで、地震に突き上げられたかのような凄すさまじい揺れ方だった。縦揺れピツチングと横揺れローリングのミックス。脳を直接揺さぶるかのような激しい振動に、会場は瞬またたく間にパニックになった。

「――な」よろけて地面にしがみついた小春は、鉄平を見上げた。「何をしたのです!?」

　鉄平はニヤリと笑みを浮かべ、「爆弾を仕掛けたのさ」

「なっ……」

『いまの爆発により排水機関も横揺れ防止装置フイン・スタビライザーも壊れてしまいましたというか船底に穴が空いてしまいました！』

　槍ヶ岳の放送に招待客はひとり残らず愕がく然ぜんとなった。

『しかし御安心ください！　すでに晴海はるみ港在中の海難救助隊とついでに海上自衛隊にも救助要請を出しましたので、皆さんは落ち着いて避難行動をよろしくお願いしますＤＥＡＴＨ！』

「というわけだ。警備員の皆さんには人命救助に奮闘してもらわなくちゃな」

　小こ春はるは舌打ちした。「それが目的ですか……ッ！」

　これだけの人数を順々に避難させるのは並大抵のことではない。乗組員全員を使って避難誘導に当たらせる必要がある。

　つまり鉄てつ平ぺいたちを捕まえているゆとりなどは、ない。

「もちろんそれだけじゃねえさ。俺おれらなりの仕返しでもある」はっ、と鉄平は笑い、「喜んで受け取れよ」

「五十嵐いがらし鉄平……ッ」

　唸うなるように小春が言うが、鉄平は構わず「――きゃっ？」ゆかりをお姫様抱っこした。

　小春は慌あわてて立ち上がる。「ま、待ちなさ――」

「それじゃあな、芥あくた川がわ――」

　鉄平は無視して背中を向け――ゆかりを抱えたまま駆け出した。

「花嫁はもらっていくぜッ！」

　　　＊

　船体が大きく揺れ、曜よう子こは悲鳴をあげた。

「ほ、本当に大丈夫なんですかこれ!?」

「大丈夫大丈夫！」文ぶん七しちはのん気に請け負った。「すぐに救助が来るから！」

　曜子と文七はデッキの通路にいた。ふたりとも手すりにしがみついて縦横のめちゃくちゃな揺れに耐えていた。

　船体の左舷底部からもうもうと煙が上がっている。船は大きく片方に傾かしぎ、このまま沈み行く運命にあるのは誰だれの目にも明らかだった。

「い、五十嵐くんはゆかりさんに会えたんでしょうかっ？」

「ああ、どうやら会えたようだぜ！」

「ほ、本当ですか？」

「嘘うそは言わない――来たぜッ！」

　文七の指し示す方向を曜子が見やった瞬間、

「ゆかりさん――五十嵐くん！」

　主役のふたりが船内から飛び出してきた。鉄平がゆかりを両手に抱え、ゆかりは彼の首にしがみついた状態で――

　文七が叫さけんだ。「飛べッ!!」

　鉄平は地を蹴けり、

「――き」

　手すりを飛び越え、

「ゃああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ――――」

　ゆかりの悲鳴と共に落ちていった。

　唖あ然ぜんとする曜よう子この横で、文ぶん七しちはひらひらと手を振った。

「お幸せにー」



    

  
    
      


【epilogue】





　揺れる船内。

　ハヤミは未いまだ、ラウンジの中央で仰向けに寝転がっていた。

「避難しないのかい？」

　そんな彼の真上から、ふと声が降ってきた。ハヤミは視線だけを動かして声の主を見やった。

「……お前か」

　ハヤミの足元に立っていたのは、身体からだも頭ももやしのように細く長い男だった。丸眼鏡めがねをかけ、ボサボサの髪を後ろでひとつに束ねている。

　ハヤミと同じ『第二世界』の生命体にして、ＯＴＶのプロデューサー。

　一いつ本ぽん釣づりだった。

「久しぶりだね、ハヤミちゃん」一本釣は嬉うれしそうに笑みを浮かべた。「元気にしてたかい」

「黙れ裏切り者」

　ハヤミは忌いま々いましげに吐き捨てた。

　ハヤミがクリスマスのテロに至ったのは、この一いつ本ぽん釣づりがそそのかしたからに他ほかならない。初めから自分を騙だますつもりで、全すべてを仕組んだ。

「お前が俺おれを裏切らなければ、きっと今頃ごろは――」

「この世界を滅ぼしていた、かい？　それは君の本意じゃないでしょ」

　ハヤミは口を閉ざした。

「……これからハヤミちゃんは、内世界の警察機構に逮捕される」一本釣はへらへらと緩い笑みを浮かべて、言った。「内世界の法が、君を裁く。ただし裁く内容は『鉄てつ平ぺいちゃんと槍やりちゃんの殺人未遂』のみ。去年のイブの話は僕たちが完かん璧ぺきに仕組んだことだから不問にされるよ。結局誰だれも殺してはいないしね。それに君の場合は『第二世界』を滅ぼされたという経緯があるから、罪は軽くなる。……ああ、そういえばバレンタインの件は全て君の犯行ということになっているけれど、どうする？　ＢＴＶを告発するかい？」

「……どうでも、いい」

　だろうね、と一本釣は肩をすくめた。

「ねえ、ハヤミちゃん。僕は君を救いたかった。だから君をそそのかし、そして君に鉄平ちゃんをぶつけた。……ひとつだけ訊きいてもいいかな」

「……」

「本当は今回も――彼に止めてほしかったんでしょ？」

　ハヤミは瞳ひとみを閉じた。

「……一本釣」

「なんだい」

「俺は……どうやって償えばいい」

「それを考えることから、君の償いが始まるんだ。僕も――手伝うよ」

　そうか、とハヤミは小さく呟つぶやいた。

　閉じられた瞼まぶたの隙すき間まから、ひと雫しずくの涙がこぼれた。

　それを知っているのは、一本釣だけ。

　　　＊

「――お」文ぶん七しちが声をあげた。「芥あくた川がわじゃん」

　相変わらず手すりにしがみついて救助を待っていた文七と曜よう子このところに、小こ春はるが現れた。小春は真っ青な顔でふたりに訊たずねる。

「今、ここに――」

「ゆかりちゃんなら行っちまったよ。もう手遅れだ」

　文七の言葉に、小春はへなへなと脱力したように膝ひざをついた。あの無表情の仮面が嘘うそであったかのように、その顔は悔しさと怒りに満ちていた。

「――くそ」小こ春はるは拳こぶしを床に叩たたきつけた。「くそくそくそくそくそ――――ッ!!」

　拳の皮が剥はげ、血が滲にじんでも――何度も叩きつけた。

　見かねた文ぶん七しちがその手を押さえた。「やめとけよ。骨折るぜ」

「あなたたちがっ！」小春は泣いていた。「あなたたちが――船を沈めたのですね!?」

「そうだよ」

「許しません……っ」小春は文七をきつく睨にらみ付けた。「絶対に――許さない！」

「許さないから、どうすんだよ。金に物言わせて俺おれらを潰つぶしにかかるのか？」

　小春は「え」と硬直した。

「この船が一体いくらしたかは知らないけど、お前はこの船を沈められても足りないくらいのことを仕出かしたんだぜ。てっぺーを――殺そうとしたんだぜ」

　あ、と曜よう子こは思った。見た目こそ普通を装っているが――文七は怒っている。

　実はかなり怒っている。

「本当はお前をボコボコにぶん殴ってやりたい。けどまあ、これくらいで許してやるよ。お前もこれ以上は何もできないだろうし」

「な、に……？」

「わかんねえの？　お前はフラレたんだよ」

　小春は目を見開いた。

「例えばお前がこの後、この船の損害賠償を請求したとする。フラレたお前が、あのふたりに、だ。どうよ？　めちゃめちゃカッコ悪くねえ？」

「う……」

「名誉毀き損そんって言うの？　そういうので訴えたとしても、逆にお前の名誉は地に落ちるよ。カッコ悪いし、第一ゆかりちゃんにますます嫌われるだけだ」

「うぅ……」

「つうわけで、わかったか？　お前はもう何もできない。ただ黙って引き下がるだけ」

　ううう、と小春はとうとううなだれてしまった。「彼女だけが――彼女だけが私の希望だったのに……ッ」

　自分を《機械》から《人間》へと引き戻してくれたゆかり。

　その彼女とたった一日だけでも過ごせることが、残された幸せだったのに。

　それすらも手の平から零こぼれ落ちてしまった――

　そうやってうなだれてむせび泣く小春に、文七は。

　けっ、と非情に吐き捨てた。

「泣け泣け。テメエなんて泣きまくっちまえ」

「……藤ふじ森もりくん、結構きついですね」

「泣いて泣いて泣きまくってから、また立ち上がればいいんだよ」文ぶん七しちは肩をすくめ、嘆たん息そくした。「男ってのはそういう生き物なの。俺おれが付き合ってやるから――今は、存分に泣けよ」

　言われた通りに――小こ春はるは泣いた。号泣した。

《機械》と呼ばれていたはずの小春が、人前で、たくさん悲しんでみせた。

　　　＊

　大おお目め玉だまは最上階のデッキ――屋上テラスでひとり、潮風に打たれていた。

「あーぁ……」

　手すりにもたれながら、ため息をつく。

　今回ＢＴＶのテレビカメラはグランドホールにしか設置されていなかった。戦闘が起こるなんて誰だれも予想していなかったのだから、仕方ないと言えば仕方ない。

　だから自分が仕事を擲なげうってゆかりに叩たたきつけてしまった言葉は、ゆかり本人しか知らない。あの娘はきっと、誰にもそのことを話さないだろう。自分の胸の中に大切に閉じ込めておくに違いない。

　自分の職務放棄は、少なくとも上司には知られていない。のだが。

「……胸くそ悪」

　結局自分はまた、槍やりヶが岳たけに利用されてしまったのだ。

　大目玉がゆかりを叱しつ咤たするように――槍ヶ岳は自分を焚たき付けたのだ。そして自分はそうとわかっていてそれに乗ってしまった。

　つまりまた、完全敗北を喫したわけだ。ＢＴＶの企画は台無しとなり、おいしいところは全すべてあの女に持っていかれた。

　これで何度目になるだろう。そのことに何も責任を取らないということは、いい加減自分のプライドが耐えられなかった。

　要するにこれから自分が取る選択は。

「新しい職、探さなきゃね……」

　　　＊

　海に飛び込んだ鉄てつ平ぺいとゆかりは、ＯＴＶのＡＤが乗るモーターボートによって助けられた。その船上で鉄平がゆかりに事情を説明し終わる頃ころ、それを見計らったように槍ヶ岳がボートの上に現れた。

「どーもどーもお久しぶりデス、ゆかりさ――」

　スパァン！　という平手打ちが槍ヶ岳の言葉を遮さえぎった。

「ゆか――」

　り、と言いかける鉄平も、スパァン！　と派手に頬ほおを打たれた。



    

  
    
      



    

  
    
      　槍ヶ岳と鉄平の頬を張ったゆかりは、うつむいて唇を噛かんでいた。肩をいかつらせて、ぼろぼろと涙をこぼしていた。

　痛かったけれど抗議の言葉は全然浮かんでこなかった。鉄てつ平ぺいは黙ってゆかりを見つめた。

「本当に死んだと思ったんだから……ッ」

　涙交じりの怒鳴り声。鉄平はただ頷うなずいた。「……うん」

「すごく泣いたんだから！」

「……うん」

「悲しくて、辛つらくて――死ぬかと思ったんだから！」

「……う――」

　スパァン！　と鉄平はもう片方の頬ほおを打たれた。やはり痛かったけれど、甘んじて受けた。

　両頬を腫はらす鉄平を濡ぬれた瞳ひとみで睨にらみ付けて――しかしその顔はすぐにくしゃりと歪ゆがんだ。

「生きてて……良かった」

　鉄平はもう、何も言わずにゆかりの頭に手を載せた。ゆかりはまたぼろぼろと泣いた。

「ゆかりさん」左頬を赤く腫らした槍やりヶが岳たけが、真面目まじめな声で言った。「謝罪いたします」

「ひぐっ……ふぇ？　え、ちょ――槍ヶ岳さん!?」

　槍ヶ岳は膝ひざを折り、床に正座し、手をついて頭を下げた。

　土下座した。

「や、ややややや槍ヶ岳さんっ？」

「今回私は、私し怨えんのためにゆかりさんを深く傷つけてしまいました。悲しい選択をさせてしまうほどに、深く。それは償っても償い切れるものではありません。ですがせめて――こうして形だけでも謝罪させていただきたいのです」

　それは傍はたで見ていた鉄てつ平ぺいも唖あ然ぜんとしてしまう光景だった。

　槍やりヶが岳たけが土下座をしているのだ。

　――本気なんだな。

　本気でゆかりに申し訳なく思っていて。少しでもその気持ちを示したかった。そういうことなのだろう。

　いつもこいつには苦労をかけられているけれど――鉄平はちょっぴり見直した。

「わ、わかりましたから！　わかりましたから立ってください！」戸惑うのも無理はない。ゆかりは涙も引っ込んだ様子で槍ヶ岳の腕を引っ張った。「もう怒ってませんから！　なんかそういうのはやめてください！」

「……わかりました」

　槍ヶ岳はのそりと立ち上がって、



「――――というわけでエンディングです!!」



　満面の笑みで腕を広げた。

「「…………は？」」

　鉄平とゆかりは同時に声をあげた。

　槍ヶ岳はウキウキと何ど処こからか青色のラジカセを取り出しスイッチを押した。毎度の脱力系ミュージックが夜の海に響き渡る。傍ぼう観かんしていたＡＤがいきなりカメラを取り出して槍ヶ岳に向けた。

「え？　ちょ――何？」

「《ジューンブライド緊急企画『ミッション・古こ都とゆかりを奪還せよ』》いかがでしたでしょうか？　なんか色々ありましたがこうして無事に企画も大成功となりました！　いやぁ五十嵐いがらしさん、グッジョブ！」

「いやグッジョブじゃなくて――いきなり何だよそのテンションっ？」

「ゆかりさんからもお許しをいただけたことですし、大だい団だん円えんです！」

「いやいやいや態度変わりすぎだろ!?」

「女に二言は無用です！」

「お前に情けは無用なのか!?――ってゆかり、待て、落ち着け！　こいつに怒っても無駄なんだ！」

「実は実は五十嵐さんのタキシードにはＣＣＤカメラを仕込んでありました！」

「え――いつの間にっ？」

「実のところ前回も五十嵐いがらしさんにはこっそりカメラを仕込んでいたのですが、海水に浸つかってダメになってしまっていたのです――というわけで今回は完全防水！　今日の模様はばっちりカメラに収めてあります！」

「オイ私し怨えんってのは何ど処こに行ったんだ!?」

「こんなとき外世界では一石二鳥と言うらしいですね」

「私怨と利益をごっちゃにするなよッ！」

「と、いうわけでうっかりプロポーズもノーカット完全収録デス！」

「な、ななななななななんだと!?」

「え――う、うっかりだったの……？」

「あ、いや――そん、そんなことはないぜ？」

「どうして目をそらすの!?」

「いきなり修しゆ羅ら場ばに突入です！　相変わらず節操のないカップルですね！」

「て、テメエこの――」

「ねえ、うっかりだったの!?」

「遊びだったの!?」

「さり気にお前まで便乗すんな槍やりヶが岳たけ！――あ、いや、その、な？」

「私、本気だったのに……」

「うわ、わわわッ、違うんだってッ」

「痴ち話わ喧げん嘩かは番組の後にしてもらうということで、総括もなんか色々あってめんどくさいと言うかぶっちゃけ私がシャワー浴びたいので省略しちゃいましょう！　とりあえずリポーターはワタクシ、槍ヶ岳がお送りいたしました！　次回もブラウン管の前でお会いしましょうッ！」

「うぉい!?　投げっ放しかよ――ってやめろッ、マイクを顔面に押し付けるなッ」

「それではそれでは五十嵐さん、いつも通りビシッと締しめちゃってください!!」

「うぅ――」



　槍ヶ岳にぐいぐいとマイクを頬ほおに突きつけられ。

「――あぁ、もー！」鉄てつ平ぺいはとうとうヤケクソ気味にマイクを振り払い、ゆかりを振り返った。「ゆかりッ！」

「は、はひっ？」

「後悔すんなよ!?」

　ゆかりはたちまち紅潮する顔でこくこくと頷うなずく。

　向き合うふたりに、カメラがズームアップして――

「け、結婚しようッ!!」

「こ、こんな私でよかったらッ!!」







　プロポーズは、成立した。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　お手元に既刊の『バレンタイン上等。』と『ホワイトデー上等。』をご用意ください。

　この二冊の背表紙を並べます。左にバレ上、右に白上です。……あれれ。バレ上・背表紙のゆかりの顔の右下に何か赤いものがありますよね。そして白上・背表紙の鉄てつ平ぺいの顔の左下にも何か赤いものがありますよね。あれれ、これ、合体しますよね……。

　読者さんは誰だれも気付いていないだろうと思い、一応報告してみました。担当のＫさんと絵師の屡る那なさんがこっそり打ち合わせてやったらしいです。僕は自力で気付きました。どうして僕だけハブられたんですか？



　というわけでこんにちは。

　三み浦うらです。

　本著『ジューンブライド上等。』略して『ブラ上。』は上等シリーズの四作目にあたります。間違っても『ブラジ○ー』とは表現しないでください。ごめんなさい。

　読めばわかるかもしれませんが、本作でとりあえず鉄平とゆかりの恋は一区切りのつもりです。別に打ち切りというわけではなく（多分）、単純に僕自身が前々からそう決めていただけです。バレ上を書いているあたりでしょうか、その頃ころからなんとなく「ジューンブライドでひとまず区切りをつけよう」と考えていました。

　で、せっかくの節目ということなので、今まで我慢して避けていた作品語りをさせていただこうかと思います。見苦しいかもしれませんがどうかご容赦ください。



　この上等シリーズを書き連ねていく上で、僕はあるひとつのテーマを立てていました。

　それは、

「この鉄平×ゆかりカツプルを徹底的にいじってやる！」

　ということです。

　賢明な読者の方はお察しのことと思いますが、デビュー作である『クリスマス上等。』は僕の寂しい気持ちから生まれた作品です。某月、ぶっちゃけ内容よりも何よりも先にタイトルが思い浮かび、それに合わせて作った内容がアレでした。

　要するに僕のデビューの契機になったのは、この《寂しい気持ち》だったのです。シリーズを続けるのならば、この気持ちを忘れてはいけない――こうして怨おん念ねんのようなシリーズタイトルが続き、あのカップルはいじられまくることになりました。

　裏タイトル『バカップル上等。』の誕生です。

　……正直ここまでバカップルにするつもりはなかったのですが。



　さて肝心のこのシリーズの続きなのですが。

　奴やつらの恋に区切りがついたことにはついたのですが、上等シリーズ自体は完結したわけではありません。内容の視点を変えた上で、可能な限り続けてみたいと思っています。

　ただしこのブラ上の次に出るのは、別の新シリーズになるかもしれません。それともやっぱり普通に上等シリーズの続きになるかもしれません。今はちょっとどちらとも言えませんが、もし次巻もお付き合いいただけたら嬉うれしいです。



　ところで今作の刊行に際し、既刊三冊についても帯を新たに統一し直すという「上等フェアっぽいもの」をやるらしいです。帯には僕の汚い字でなんか書いてありますので、見かけた方は指差して失笑してください。

　あとこのブラ上を執筆している間に、私事で東京に行ってきました。東京では新人賞同期受賞の作家さんたちと遊んだり、Ｋさんと屡那さんと一緒に朝まで飲んだり、屡る那なさんの新居に泊めていただいたり、編集部にカンヅメしたり、編集長やＫさんにご飯をおごっていただいたりしました。ひとくくりにして申し訳ありませんが、皆さんその節は大変お世話になりました。とても楽しくかつ勉強になるひとときでした。



　最後に。

　本著『ブラ上。』の執筆では、締しめ切りを大幅にぶっちぎるという失態を犯し、Ｋさんと屡那さんに大変なご迷惑をおかけしました。Ｋさん、編集部に泊まり込みさせてごめんなさい。屡那さん、それでもいつも以上に素晴らしいイラストをありがとう（特に今巻の表紙は帯を外してじっくり観賞することをおススメいたします。カラーページなんてハートがショックです）。やはりこのふたりあっての上等シリーズだなぁと痛感しました。

　Ｋさんの頑張りに報むくいられるようなものを書けているか、屡那さんのイラストに見劣りしないものを書けているか、純粋に面白いと思えるものを書けているか。時々不安になることがあります。

　問答無用に面白い作品が書きてえなあ、どうにかなんねえのかよ自分。と、そんなことを考えながら今日もぱこぱこパソコンのキーボードを叩たたいています。

　こんな俺おれですが、機会に恵まれたら、また会ってください。







平成十八年四月　三み浦うら勇いさ雄お



    

  
    
      

　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれの弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　現在は北海道の札幌市に在住。

　『クリスマス上等。』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。同作でデビュー。

　　つい最近「松○ 亜弥」と「上○彩」を素で見間違えるという失態を犯す。そろそろ本気で危機感持った方がいいかもしれない。



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。

　　読書、音楽、映画鑑賞が趣味。

　　お菓子をこよなく愛し、その愛故にエンゲル係数が増大するのが最近の悩みである。



　　ホームページ「Ｒ／Ｌ」

　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp/
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